
となった(Jjであるo

軌後に怒ると,再び,パスは恥F]l'.の隆麻をと11もどし,増々延びてレゝくo

戦前のJ'ス鉛線が包括 したたけでなく,昭和 Jd年からは,封笠パスが,矢掛一桃谷,矢掛｢広

潮IhJ(昭利 27年 )をとを新たに開薬するたと,細 繁々崇 tていったo Lか し,滋近付,モ-クリ

Itf-シヨン時代の到来から,自家川津を持つ家庭が増え1=反面,バス利用者か激淑する状態にあり,

虫返 しはじめているのか鋭状である.

t))戟稀供奉台数の変速

失脚 Jの交通鮫閑'D突放を知る上で.大貴を現r.bl.とTrるものEC:,--Ell愉快裾台数の変逆をあげ るこ

とができようO明治初軌はまたまた人とかこに⊥る往来であったが,大止期は:,人力車全麻であり

自動車ilg人の特損てもあるそして,幼在は,モータリゼーションはなやかな時代であるO そのよう

な傾向は,矢掛町においても見られるであろうか.そのようなことを知るために,車軒保葡台激を
みてみ ることにしよう.

次蓑 は,大正期の旧矢#町にお･ける単称媒布石必 5_･示 Lた表であるO この菜をみれば,大｣l灘トの
車輌保裾台数がわかるてあろう｡表 をみ叫で明らかをように,矢掛町にも>いて も,席単,^力車王

統の車軸保有か ら, 自地味傑萌,D脚 FT-J-と移っている.

衷 7- 2-2 旧矢掛町にかける車軒保有台数
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そIL一紙 ･,現在の卓輔保祁台敏はどうてあろうかoモータリセーシヨンの影啓を)けて･自血lL快

有奴は増えているたろうか,次表をみて隠しV,O矢掛町における自動車登録台数を示 LていろO

表 7-2- 5 矢掛町にかける瑚 保有台数

加_ l 潜 通 小型四輪 /｣､型三輪 乗 合 普 _ 過 小 型
年 代 . 岱 物 産 貨 物 貨 物 自動 車 乗 用 車 乗用 車

昭利 58 l 52 78 118 1 I 4 占6

59 L31 102 100 I 5 89

Ilo4ー 52 145 89 5 15664 225 82 1 5 255

L32 85 279 7∠】 5 Ll 345

45 85 74 5 4 581

44 96 占7 5 2 584

45 98 59 9 5 775

4d 118 50 ll 7 759

年 代 自動二輪 軽自動卓 原 付自 駐 車

昭和 585940 152815 ! 585i 6,2"6 2.2142.7275.119

l 4424544 ;25 1 ..8.::187 9909口 1,555 5.5F325.d455.6964.01ー

(町勢喪転 より作成 )

碓かに･モ~クリゼーシヨyの影牡をうけて･自動薄保有台数が増えているo大正期と比較 した

'>rらki,明らかに･自動乾時代の到来かT'かろうというものであるo矢掛の町V∈も,自軌卓時代が

重たのである｡
i

参考文献

1･『矢掛町史 h･･.･-中山旭 水著

2.｢備中困矢掛郵便価信局報告沓｣ .

(三 宅 風 正 )
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い 井笠鉄道と井原線

矢掛町の発展について考えてみたとき.他の地方と同様 ,交通の面のウ1- トが大きいことはい

うまで も夜 かろうOもらろん .旧山陽道の宿繊町として矢掛の町が発展したことはいうまでもな

いが .明治以後 ,山陽本線 ･国道二号線が海岸線を適った為に ,一時的に表起していた矢掛の町に

一条の光となったのが井笠鉄道であったこともいうまでもをいことであろうo又 .井lj款道が廃止

となった現在にかいて ,国鉄井原故の開頭が失血g)町の発展を促してくれるということもいうまで

もないことであろう｡

この桁では.大正2年 11月16日に開通した井笠木線 (笠岡一井原 )･大正 10年 10月 19

日に開通した井笠鉄道矢掛支線 ･そして .将来開並することによって .矢掛町に大きを発展を促し

てくれるであろうところの国鉄井原線tn:ついで訂垂.旧山陽道当時の繁栄が .明治以後衰退の一途

をたどることに在った矢樹の吋の大きを空身について考え ,又 ,将来どのように飛躍するかを考え

l たいと思うのである｡
IFJ

a) 井笠鉄道 1

1)岡山県における交通変革

明治PJ.後の交通休系の中核を型づくるものは .帆船交通であったO笠岡湊 .西大寺をどが先

発したのがこの頃である｡一方陸上交通においでは ,馬車 ･人力車が主要を交通手段として利

用されていたのであるOたとえば .明治 11年以降 .姫路一局諮問の郵便物輸送には人力境が

利用され .そして .明治 16年8月以降郵便喝車が利用されるようになったようである｡また

人の往来Jjeは人力車が主要な.人々の足とLて用レ､られていたようである｡そして .明治12

年11月には,軌山一玉島間/K馬刃互会社が蚊ユーLきれ .又 ,Fiu治54年5月E,Cは井笠馬車が開兼

し,6人乗りこ稿で一日4往復してtl(たというよう7TZ記録 日'rJ喝LL憤 七十年史』山陽新剛社刊 )

もみられる｡つまり鉄道閑地以抑It.ノ､の安座の主力は .人力車と馬車であり.25(物輸送の主

力は,荷.馬車であったようである｡

そして ,鉄道が .明治5年イギリスの節米と技術と舌戦入して .新橋一横浜問を走り始め .
13Z.明治9年に在って .京阪74叩lLjを鉄芯が結ぶエうになってくるが .この日本の鉄道の発漣は .

日本の近代化のシンボルとして .明治政秤i碍事入したものであるが ,これは .人々の生活にも

大きく貢献したのである｡-'とんとtnっても.鉄道は在来の交ilTi手段に比べて .安価で .大窮に .

そしてより速く.安全l,E人や放物を運搬することを可能VL-したのであるから.人々に与える恕

杏もさることながら.日本の座炎界に与える思想の大きさとt̂ったら.はかりしれないものが

あろう｡

岡山県でも,明治19年 12月別 ｣眼鉄遊金;;i.が設立されると共にしだいに鉄道の恩恋を受

け始めた｡･まず明治25- 24年LJEかけ山隅稚道繰 (現在の国鉄山際本蹄 )岡山一笠間間が敷

設されたのを手始めに .小国政道 (緋山牌 ･剖 曲線 )が岡山県の地元の柴本をもとに赦殺され .

明治末には国鉄宇野線及び宇宿連絡船がBi!ji5し,-文 .軽便鉄道法の施行等を中心とした政府の
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保誕奨励のもとEn: ,大正2年には.当の井原笠岡軽便款道が ,そして下津井軽便鉄道が敷設さ

･ れており,大正5年には西大寺屯熱軌道が建設され ,大正 18年には井笠鉄逆矢掛支線が開通

し,いよいよ矢掛の人々の目の前に鉄道が蚤を現わすのである｡さらL/C,岡山馴 こかいては県

北を中心として,姫新線 ･伯備線 ･因美線 .芸僻奴をどが国鉄の手で建設され .昭和初期にか

しへて現在の#･道細は形成されたとみてもいいであろう｡特に .人口密度の高い県南部地域IrIか

いては民間企菜L,Cよる故逝網が完備されたとみていいであろうn

実 .矢掛にとって特筆されることとしては..大正 10年の井笠鉄迫矢掛支線の開通もさるこ

とをがら,大正5年に吉備軽便鉄道が資水金 ム0万円で矢掛一総社間の鉄道敷設認可を受けを
∫

がら.不成功に終ったという点であろうOもし.吉備軽便鉄道が完成していれば .矢掛町はよ

りかわった形で発展Lていたであろうo現在建設中の飽戯井原線の先がけ的を存在となるわけ

である｡つまb.現在建投されつつあるととろの井原線がもたらしてくれるであろう利益がこ

の時点で現われるわけで ,吉備軽併鉄道の失敗は .矢掛地方にとってみれば ,か凌b大きを損

失とhわねはならなし･,であろうo

山陽鉄沼開通当時の運行状況をみてみると.列埴運行数は占～ 7輔編成で1日5- 占太の遊

行がされていた.客席運掛 ま-マイルあたbLF等一銭 .中等二銭 ,上等三銭であったOつまb.

･-< 岡山一神戸間は下等 7占銭 .中等日Tj52銭 ,上等2円28銭で .非常t,e高価であったという

ことができよう｡

さて .鍛避鰍がかなり充実してくるとともに .陸上交通の中核的存在であった高瀬舟による

河川交通は完全に死命を剃られてし-1ったのである.当.矢掛にかいてもこの頃 ,高射舟が終

わ･･,てし-iうのであるo近代的交通手段の時代の到来といっても過言ではたかろう0

2)井_8･潮退創設の背恩

明治末期から,大正初期にかけ .岡山県南部地域には .井登鉄道などかなり多くの私鉄が蛙

穀されているが .その私歓を紐設しようとする要田の巾には.そtl-それ特JEとする点がなけれ7r

らなho井笠鉄道にかけるそういう点はいったいどうL,･う点であったので ら̀ろうかOその点に

ついて考えることで .井斗鉄道がどういう地域に建設されようとLでハたかを考えてみること

にするo

閉山県南のこの頃の鉄道建設の中心は .『軽便鉄道』ということになるが .これらは全部 .

旅客小心の営巣を行って-+pl3'),頻物は附随したもののように考えていたLEうであるOつ湧わ,

人員の輸送l,こ質点をふいて考えてV,たのである.

つ7fり ,所大寺鉄道は上道郡の中央部を第四に貰卸 ーた主要交通機関として ,西大寺の人々

か t.心に .その地方の主要な足としての役割を果していたし.下津井鉄道も下津井地方の人々

の交通手段として ,実 .丸也と汽船を通じて連絡されてVlることもあって .四国連絡の手段と

しての役割を果すペく超設されたのであるのこのことはもらろん井笠鉄道にもレゝえ ,井原 ･矢

掛地方の人々を笠岡に連絡することを目的とLて .つ7fり旅客輸送を中心として .建設されて

レヽるのであるo
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それでは .旅客中心の井笠鉄ltiYの蛸'Frを人口問題を放ることで井笠鉄道建設の背去汁を考えて

みようO井笠鋪道沿線の人口増加率は ,明治57年を100とした場合 ,大正 14年は 11 5.1

とたb比較的和 ､ということができよう｡それだけ利用者数の増加が期待できるというもので

あるo繋 .井TLI鉄道はその符換地に非新船 地産をもってかり,これは児島機集地錨をもつ下

津非鉄避同様 .有利であったということができようOこのことは .旅客輸送たけでなく.原料 .

製品の輸送!,{も利用されるわけでかなb市制であるDそして .人口の絶対数にかいてもかなb

大きLJlものがあり.1キロメートル当り1･64u人とかな,h大きいといえようOそ して実 ,非

笠鋪道沿線には.笠間 .井原という人E7密亀の比較的高Lへ地方もあり,かな岬 J用されやすい

背男をもっているとレ､えよう｡

余談になるが ,Lf.J怖軽便鋲道が矢掛と総社を態ほ うとして失敗したことは先に述べた通 りで

あるが .この原鍬 ま失紺 .総社とも拙句が小書く.また小用川流域の人rj密度が比較的低いこ

とを考えあわせれば .当然失政するペくして失敗 したといえようOそ う考えれば ,大正初期E,C

鉄道を敷設しようとすれば .少な(とも.二つの地方的小都市と,その周辺に人rj500人以

上の村落をかかえる必要があった (｢射~算50年史 ｣引用 )とhわねは/王らなし1て あろ う0

5)非笠#･道創3Zの推准者

井笠鉄道全社がいかなる邸情で成_tfしてし1くのかということを南街周≡氏の『升笠舛)T1-40

年の回顧 』を引用すれば ,『明冶 45年 .政府は民間の鉄道布設を奨殉して軽便叙述法を制定

しtこの鉄道法によって建設Lた敢iEL-の利益か控設矧･こ対して ,年5分に満たない場合はその

不足物を政府が補助するという法律が出来たので .各方面相次vlで軽便鉄道を布設するものが

多(.その附道では西大寺鉄kvi.がまず布設免許を得て ,つし,･で升笠 ･下津升柄 ･両備 ･J%近

在と紙とんど時を同じうして軽便親近の布投を見るLK空っ/こり井笠歓迎Jの創立はビール王現地

港,(,:(円木ビーール )･阪谷ヲ封粥(タ渦 卜 木村帖四郎 (民本的行副総裁 )氏ら在京J)先1l';'の応

躍なえて .明治45年 7月 19El滝本丈太祁 ･浅野泊'-IZ両氏をはじめ ,井桁 ･笠ru7,1の有志 59

,.19Il':;よって井原 ･貸間間 12暁 451='iil2吠 d吋 の鉄道布殻の免許巾約をL:C.同年 12j]7日.

これが晩許を得て ,署 44年 7月 1日ĴT.節町天W_教会所Z･/Cii佃 総会を鈍さ.ここL'C相宿･字間

軽倣鉄道練武会社が誕it_したのである-,』とあるOつま rl).創3-1:0-)軒桁はこうであったのであ

ろうo

つまD.軽匠鉄道'法に政肺の保証奨励改正を砲VC会社創立の声がおこわ.株主として政府と
の.抄/ytの役割として .地元出身者が授B:uL.井節 ･省間などの地元の_Yf拒家 .地主'_孜･とが推進

役となることで .井恐鉄道株式会祉が伐_TTしたのであるOこのことは ,明治 45年末当時の株

主及び株主の地域的分布を酌相の鹿からみれば明らか-,ti:ように ,かなbf地元に株主が多いよう

である｡つまり.奴立当時の株主は地元小四 ･位月両部が圧倒肘n=多く.株主総数456名中

570名と.約84･895を占めてし､るが .地元館主は比較的小株主が多いが ,その反面 .東京 ･

大阪などの外来FI木は .株主こそ 45名で 9･895とその梯似 ま低いが ,一 人 あ た り の 株

数はか在り大きhoそういうことから地元新本と.外来鞍本との比はおよそ 1:1とTvlうこと
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になる｡このことから井笠鉄道は地元資本と外来類本との結合の上に成立したとLlっても過言

ではなかろう｡(『井笠50年度 』)

襲7-2-4 株主 .扶教甲地域的分布 (明治45年 12月現在)

株 主 数一% 株 数 卑 株主1人当り株数
東 京 28T ー -i.4 1,105 ! 22.1 59,4
大 坂I 15!. 5.4 490 9.8 52,7
岡 山 J叩 ~~-.2.王 乙8 522 占.4 29.5
後 月 i8 22.4 1,164 1 25.5 ll.9

小 田 272 占2,4 1.762 55.2 &4

浅 口 7 1.8 42 0.8 6.8

都 窪 ーI - 50 1.0 5〔】.0

川 上 1 ■_●~_ 10 - 10.ら

愛 媛 1 - 50 1.0 150,0

L=n;良 1 - 5 - 5_0

荏) 『井原笠間軽便鉄道第三報告替』より作成 (『井笠50年史 』より転職 )

首て,その外乗鞍本提供者には .渋沢栄一と馬戯恭平といった ,日本経済界からみても特鮮

すべき人物がいたことは注目すべきであろう｡又,一方 ,地元株主をみれば .この地方におけ

る地主 ･編入などのほとんどすべてを含んでlハる｡つまり滝本丈太郎･山餅軒一郎 ･鶴野忠夫
等であるo 高田正規氏によれば ｢ここで特準すべきは ,小田部きっての大地主久我などが資を

山きないことであろうo･このことから.鉄iB'建設の革新的性格がわかろうというものであろうO｣

と言う｡とにかく.地元株主をみるとき.井原地方の人々が多仁 笠間地方の人た らが少ない

ことからみても,-̂かに山隈鰍などがない内陸地方の人々が交通不便を感じてかb.武道牡投

を望んでV,たかがわかろうというものである0

4)鉄道鍵投とその経営

升貨飲潰株式会社は.前掲の高郷周≡氏の回顧のことく,明治 44年7月 1日,笠間町天理

教会所で .株主4占0名中550名がLh席して ,笠間町長柴田諾-を語長として .創立総会が

開かれたoそして.局地恭平以下取締役 5名 .監査役5名を決定し,会社が創立されたのであ

る｡

すでに井原一笠間間の敷設免許は出ていたが .明治45年 5月2日に工研施行認可がおり.

同年 10月25日起=式を行って翌大IT12年 11月 15日工串を竣行し,日 日井原一笠岡問

12哩1分(19粁420米 )が粥通したのであるO井笠58毎史によればG･その頃までに棟

数 5･000株25万円の払込みは終了していたのだが ,当時 ,米価暴騰したために50万円に
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衣 712 - 5 弁室鉄湖 リ立推進者4,荘満的基唖 (F井笠50年史』よb)

云= 耳 1 亘 1重 野
蓋蓋 =雲｣

I.後月枢行頭奴(他L･C銀行持株 100枚 )

njFti'-ルFK社長他関係会社57社

f･t-rT!二三

馬 鵡 恭 平

外 山 珊太郎

滝 本 丈太郎

浅 野 Ei' 平

板 谷 芳 郎

田 寅治郎

.:･･.I,.区

.{=J
仙

-t~~~~-I--L-~~~~

掃 ,#元 高

1_"Ll L _ _

京 十 oo

FEl桝 -1大 関l 50

u 苑三郎

Rl. 田 恒次郎

田 孝 は‡ 哀

匿 要 一誓
安 藤 繁次郎

有 岡 竜太郎

井原銀行頭取
J - - - -~- ~~t~一°一･･･.■~■■■~~-
;菜叔村副戸長･酒造丑 ･58町,lB地主

~!

～___I_ ｣

笹岡製糸全社 ･山勘繭米銀行 .郡金談良く50-4

h̀.59大蔵大臣･TJEi'読了rl一長 ,jl放院袋良 .子碍

大阪紡掛金祉創立 ･日本碓井革命の中心人物

衆弘月詣院1.･F.27-50,も1.55-Jr.4

訂 締 盲 !元 表 諒 盲 .岡山妨幻創立

f糾 い 上之町商人

堺市 .紡抵菜l.S官

北川村戸長 (Ld.18)10町歩地主

-~¶~~｢

≡o"_｣ 叫_

｣旦 旦 ｣｣ 3

巾愉製糸全社社長

fT叡好瓜･倉敷銀行 ･EIJ同銀行頭取

中川村村長(M.51-57.M.41-で,9)･地主
岡山薄士族･岡山県令

宇都宮鉱光会社

呉臓雨< 2- 5万>

井原町長 (T.8- 1~0)
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噂PiLなければならをかっが ,馬辿社長が予訂増加を承蕗しないので .鉄道雄設舌もあきらめ

ねばならない状況IjEまで陥りかけていたのだが ,やっとのことで7万8千Il｣増資することでお

りあいがつき,完成することができた1とある｡とに791く.物価上昇の為に .創立当初から.

=耶施行について ,鞍金面で娼超な状態o)下におかれていたので参るO

そのような状旗であったために .当初の計画であり,又上り経済的背E･のよい笠岡一金純一

篠坂一高星一井原一西原江一小田の線蹄建設が ,どうしても小田川EJCかける橋梁於が捻出でき

ず .笠岡一･北川一非原の線輪建設にきりかえねばならなかったのである｡笠岡-有望一井原線

は第･:岡-北川一井原線にくらべ人口密度の両からみても.実高c_忙かいて両借款道と接綬出来

る利点をもっていただけに股も効率がよい路線とL,｢え .その点からLJ,えば .かなb損失であろ

う｡その効率のよい線精を変更しなければをらなかったほどの物価磁rfだっただけに.その杉
野は串柿減少をj:ぎなくし,鉄塔規模の緬少VC及ぶようにたったのである｡ (｢井貸 50年史｣

にJ.る)

ともかく.大正2年 11月 14日に鉄道院と遊移して .遜輸開始の件についての契約をし.

15日に常襲開始の認可がおりたので .16日に笠岡町古城山前の埋立地で開英式を行い .17

日LR:全延長 19.420/乃のjt岩'瀧が開始されたのであるO

非笠鉄道の営某開始当時の経営状態をみてみると.『井笠40年の回顧』によれば .JP開発

当初はまだ設備が蛙わず .また腿無期にあたっていたため .予定したほどの収益をあげること

ができず ,また貨物においても培養不足のため .弔兼不振であったD』ようであるoその原因

は何とtnっても資金不足からくる経常規模の零細化にあったといえようO大正 2年末の車桁数

を営丑報告むからみてみると.機関缶は大正2年8月に輸入した絵蚤fa27tのKopre炎 B

タンクコロ三島であったO為二車は ,大正2年日本車触 ､ら購入した木造二軸7T,･'ギー碑で .前後

L'C鼠根付デッキをもったロングシー トで.座緒は26人掛け .自gi'4.47tのもの6栃であ-,

た｡その他 .無蓋鎮定 .52tのもの8軌 有蓋貨車 16tのもの4府という実に小さい規模

でスクートしたのである｡レ､くら地方鉄道であり.究金不足とはいえ.あま如ても苦しく.あ

ずりにも零細夜スタートであったとし､えよう0

5)失組支線の赦設

矢増の町民としては .鉄迫の思藩をより受けたのは ,井笠本船の開通もさることながら.矢

掛支線の閑適だといわなければfA-らないであろbo井笠木紛 (笠岡一井原問 )が大正_2年 11

月 I7日延長 19･420mで営柴を開始した嬰年の大正3年に入るとはやくも矢掛支線敷設の

動きが地元民の要求としてLbて(るのであるO井原一笠岡闇が開通したという現実をEIのあた

りL'Cした矢掛地方の人々が鉄道を矢掛まで通しではLh .延長してほしいと願うのは一面から

みれば当然のことをいわねばならないだろうO即ら.高捕周三氏のF井笠鉄道 40年の回顧 』

によれば ･『矢掛地方の人々は同地方に鉄道-の便たきを黙視するにも忍Uず .早々北川一矢糾

問の建設を請願するにあたり･大正5年 4月22日失梯根5哩 7分(5･8粁 )の布設免許を得 .

Ft本金 18万8千5百円を増資Lて .守駐抱之助氏ほか矢組地方の有志で株式全部を引き受け
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て矢梯支紛ま.この予鈴内で完成せしめる杓,I;i-で工事を起こした｡』のであるO:I,Lf払地方の人

々は先に述べた3:うI'C,総社一失掛H=jlに鉢i･Yを鉦鼓すべく.古根 を恢鉄道が認可を{:)けなから

工1･棚 ･･行が'Lr,:きず .鉄道の恩恵からはみ山lていた7'C･吋に,矢掛地方o)人々からしてみれば .

S･'腿 の敷設は永年の懸男であり.期待であったたらう｡当時の矢掛町-i-;守堤松之助をJl心に収

気疎く鉄道建設への要拓を展開していたのも当然であるoそれだけに.升笠鉄3-11の井笠木捌Iq

drJを掛 川 îT'll･鉄iB-r矢掛支線突朴 ＼の要約の醐 鳩 ころのも当然すぎる(I-('どたったろうし.その

劉 如)まと-,iかがスムー刈 こいったであろp･亡とも虹像lJC難く帥 oこうして .矢掛支紗 増

設され4,はこびとなったのであるO

矢掛支線実軸のための推推老となった人々モみてみると,大正5年 7ll5日矢掛支線祉設資

金として .1071'8千 5日 TJjの媒弘が行なわれ .大正9年 2月ソ巧に 2千 17D株の諺iJiが

完了しているが.こOL,出PI者の特長は ,当然ながら.i･rl:接利続をうけることができる矢掛 ･J･+]

川及びそのIi旭 の村々の人々という人ITl･T'蝿 串が市いことであろう.Lかし.失脚 丁を小心と

した沿線の[1-.fJ'者のほとんどが .10線末Z-.忘の榛めて零細な所有地横であったことも特色の一

つである｡

失横町周辺の比較的中心的LtS治者は下表のとかT)であるO

衷 7-2-ム 矢川支椴推進者 (｢井笠50年取｣より)

+ + ■'■■■■■~~r+ ~
氏 名 l住 nliI新 顔

井 原 次郎

川 精一
渡 辺 柳
高 年 平助
A-1i波甚作

子~完㌫㌃1議
地恭平
木 伯助

l斉 藤 利 平守出船之助
Lb-.*謙 治

苗 [蒜 ｢ I

122i｢PJt胴長ilV_5_1rf⊥ 空 士 竺 ヱ)
1_70日 警 聖空5)
,a-:昔 毘芸這 --

125 229

矢掛!74
1;:育-LttJj塑 型5-～l l)一 二 - ----･
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表からも明らかなように ,矢掛町 ･申川村のluI村長をはじめとする.この地方の著名な地主

やブル･)ヨブージーといえるoつまり,当時の矢哉町長守屋松之助や中川村長渡辺柳一夜どを撃

頭にしてで参る｡

さて .矢掛支線の施工が開始されたのは大正.5年 1月 17日のことであったが .この去集時

期は米肺が下落し.E沖tが非常に晋 しかったこともあって .かなりf'-i金物連に時間がかか り.

lrl本金払い込みが終了 したのは大正 9年 2月であった｡その為 .その間の物価高贋のため工堺

施行は非常に甜難となり,当初予罪勧 10万8千 500.qではとても施行できず .大正 d年

12万1千 500H .大正 10年 10万8干 500円増資を行い(『井笠 50年度 』)やっとのこ

とで布設免杵から7ヶ年の歳月をかけ大正 10年 10月 19日竣= したのであるO

物価高府と ,掻折界の大変動のq]で .施工された矢掛重税 はいか なる経過で完= したのであ

ろうかO去4を金将してもらt̂たい｡

表7-2-7 矢掛支線の施工過程 '･

月

月

月

月

月

4

9

白U

l

.1

年

年

年

年

年

王｣-

4

U.)

ノ0

7

で

EI

EJ

E･I
[

上

T 9年 8月

で 10年 1月

T IO年 18月_1 -

チ

支線建設予測

起工認可申請所要実測

川面 ･中川村税銀鉱定 .小田川実測 ,土地買収交渉開始

土地工収受凶;一進捗 ･家屋移侮

!i

川面 ･中川 ･小田の土地買収完了 .家屋移転進捗 .′Jヽ田川橋梁顔役工碍

開始

全区の90%唆=

小田川桁梁竣工

総額 21万 7･008円で完工 .5･8

(堺薬報告啓 上b作成 )

表から明らかをように .大正 5年 4月杜設予測以後 .8ヶ年をかけて姓設したのが約 5.8k例

であるから.いかに工邸進行が遜かっ7TLかがわかろうとい うものである｡技術的に困粒なのは

小田川橋梁だけだから.工郡全体としては比較的容易であったと思われるOそうだとしたら遅

れた原掛 ま資金児以外には夜いだろう｡

ともあれ ,矢掛支線は大正 10年 10月 19E偶 成 したが .鉄道建設のための要務が壌かっ

ただけに .開通に対する喜びも-LL･･であったことは想像に抱 くない｡矢掛町における的通式

のようナを井笠鉄道矢甜支線開通雷己念′｣咽 矢掛地方舜展号によれば ｢tに 日.矢掛町有楽曲に

於て .開通式を朋会すO引続-&矢掛神社境内に於て励遊金を開催 し,山鮫S･･よび名所に模擬店

を開き.酒宴を催すo余興として矢鎖巻番芸妓手踊 り,町内有志 ･留年EBに於て .28か手踊

り等あbo夜は町内一般の提灯行列あb.廿三 .四Efは昼夜の煙火の打超を催す来努には矢掛

名物袖餅子及ひ絵塊哲等の寄贈をなす由夜bo当El,矢掛線は支線全線に捗 りて乗車fiT半銭の

割引をなす｡｣とあb,欠餅地方の人々が鉄道の開通を音んでいる気枯 らが非常に.tくわかる｡
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ただ ,矢掛障iF甥が矢掛町高過 少に作られたため .矢掛町のq｣心から多少離れていた.ので .

閑適当初から矢掛町の町薮まで延長してほ Lhとの要望があったとの記録も残っているか .銘

柄をかけわたrならfr_いが虫金不足のためとても無理であるとのことであったらしい｡そういう

こともあって .矢掛特車場付近の発展はあせ'il望めなかったようである｡

61井笠鉄道の経営状態(大正末期から昭和初期 )

一口に言えば .｢井笠鉄道の技官状掛 まかなり歯准な状態であった｣といえようO『井笠50

年史』によれば ,大正末期矢掛線 ･詣星並の新設Lq)ころから.全般的に伸びていたといえる｡

営薬収入は .運賃の値上げということもあって .5倍弱に伸びている｡一方営業支出は物価上

昇のあかbをうけて4倍前後になっているが .やや好転 したということがし､えJ:う｡ しかし.

昭和初期に入ると.宮燕収入が停滞 ･波少傾向が表われるのである｡このため .経営状掛 まし

だいに悪化の一途をたどり.企業としての成立さえも困難を状態とfr･つていった｡そのFiilI凶と

しては .経済界全体の不況 ,自動11との量と合の激化があげられるが .井笠鉄道としては .地方

私鉄ということもあって .鋳物輸送の増加するように努力する,旅客印体の軌講などぐらいし

か打開韻を打 ら出せなかったD(F井笠 50年史』)しかし.自動車との良合の面では ,かなり努

力したようで .九州の日生鉄道と水戸の鹿島鉄道とがレールカーで好結果でLHていると柑けば .

早速レールカーと議気列車の併用0)認可をうけ ,昭和2年5月25日.井原一笠岡Ft11にt/--1ル

カ一二輪で逆転をはじめたりしている｡そのため .′J､川田勤番と井笠の自動1-和が合併 して .巾

備合同白物凍株式会社を新設するのである｡

7)乗合自動車へ

鉄道での不凍を補な3･,･･うとするE]的をもって .支倉F働 車-進LLjをはか り.大正 14年 4月

18日,笠岡一井原(ul乗合宮某免許を巾折 .稲年 4J322日字潤 一井原 ･矢掛問を瀬-迫大臣に

申宗,1J'･して ,同年 5月dr]認可がおりた｡ついで7月10日笠r･lI･]訳乗入れが認可され ,8月 17

日には .貸切自動車AL=.,='光の免iJfがおりた｡このよう的(-して .8月5日笠間一矢掛 ･矢掛一井原

問 .9月25日貨凧一井原間 .8月22EIには ,fP切自助碇の腎炎を榊始したt,しかし.経営

の好転をさせるところThtではいかず .鉄潜の怖卿 創丸としての子岬 JLか果せ怒かった上うだ0

人IE14年創業時の乗合自動車の経営出払 .､,迅lh･lJ''･り ､･助手 4人 .1人当17の給料40円

58圭!主,車fiL:数4輔で笠岡一井原 10往復 ･rL閃一夕淵 5往復 .矢蜘一井原 1往復であったo

総走行呼 24,209哩で営業E]数 118E].1rJ平均 222呼 ,一棟平均軒離 55唯であり,

乗合乗車人数 &,989人でJ17-金 4.518円.1EJl鵬平均乗車人員 14･7人であった0

81総説(吸後の井'if鉄道など)

戦後の升笠縦 tir･1,他のものと同様 .かなl)苦 しい状矧てあったBその後 しだいに .回役し

たけれども.楓ER-rFIの老朽化と娘Wr状膿の馴 ヒとし(うことでのE11fl増大と.石軸統制の撤廃に

ょるバス交通のfit興Ln=よって .しだいにバス交血との交代をせ-;fられるようになったのであるo

Lたいに主自従鉄の状態になったのである,Lそんが 享,井原婚建設の声がかさはじめたことも

あり,井原 ･矢掛地方に多大夜恩恵を与えた井笠iiW l･も広止されたのである｡ これも世の中の

-545-

L-



流れljCそったということであろうか0時に .昭和46年 5月51日のことであったo

Lかし,井笠鉄道の偲杏が大きかったことはだれもが認めることであり.5Z,その井笠鉄道

が廃止されるところに現在の姿を見せているようを気がするO

参考缶料

町井笠50年史』 高田正規著

『井笠 48年の回顧 』 高浦周三著

也) 井 原 線

矢掛の町の将来の発展を左右するものの一つに ,井原線があることはhfJ7tでもをかろう｡国

鉄岡山鉄道管用_局企画課の話では .-『井原線は赤字になることは確実で .あ7･至L)好せLくそい線

である｡』とのことであったが .地元としてみれば .井原根に対する期待が大きいだけIjC.たと

え赤字線になっても一日も早く開通してほしいところであろうO工野の現況は.用地買収は54

多 .工抑 ま28解の進行率であるが .工-Iliは遅々とLて進.まめ状潜であるが遅れれば遅れるほど.

工耶'lJiの方も多くをるわけで .工郡甥の面からも一一日も早い開通が望まれるわけである｡

○ 建設の目的

建設の目的は何であるかを .関鉄側資料からみてみると,『井原線は伯備線総社を起点とL.

高梁川を横断L,′｣＼田川沿いに西下して .矢掛町を経て .井原市に至り,西下して福塩線神辺

に至る鉄道で沿線o)鎚轟o)発達と産米文化の摂興に寄与することはもらろん ,福山臨海工兼地

帯及び総社市の機械 ･金成工薮団地への線内よりの適助に対して輸送力の増加と時間の短縮を

はかb.さらには.水鳥臨海工番地鮮及び県都聞山地区との交通の便益をもたらす路線である｡』

とあり.矢掛 ･井原地区の産業を図る上でも .あるレりま.福山 ･倉敷方面への交通を便利にす

るために大きな役割を果たす目的で作られているといえようO予許総巷即ま48億円であり,4占

年度までに 14･41位円 .47年度 4･54値円 .48年度以降に29.05位円の予非であるが

｢とても物価上昇のかわから予井内にはおさまbそうもない｡｣とのことであるOそして .矢

掛町内には .弟から,郁中三谷 ･失捷 ･僻f)l小田の三駅をもうけ ,町内の人々の便宜を図ると

のことであったが ,管理局側の話では｢このモーターリゼ-シiン発展n)おり.果して .どの

くらい利用してもらえるものか｡ ｣と多少不安げであった｡

○ 辿殻への経過(地元の期待 )

建設までの経過をみてみると,井原線によって恩恵を6)ける地域は .井原 ･絵社 ･笠岡≡市

と,矢樹 .簸鵬 ･集塵 ･芳井 ･神辺の五町で.沿線人口は約 11万5.000･人ということがて

きるoかっては山陽道が走ってかb,人馬往来がはげしくにぎわっていたが .海岸沿いに山陽

本線 ･国道2号線ができたため把南部に比べ発展が遅れてさておb.地元ではこのままでは産

業が著しく衰退する一方であるから.産米をよb振興させるためE"i-は交通路を充実させるしか

をく.新線を通すことが情勢打開に大きをウェートを占めるということから陳情Lたのであるo

Ei.初の駄†紬 現fL:の吉備線を延長し.伯備線清音駅から.矢掛へ ,そして井笠叙道を経て神辺
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に至る縦貫線で .間LLlと11iju'山を結ぶものであったが .その後 .総社駅を起点とするようになっ

たものである｡

昭和2占年 占月 .例山PI.hl<側 80町村 .広島Lt.主軸 12町村で .聞山 ･軌 山間国鉄吉備線延長期

旨は ,『鉄道が地方全般の運命を制することは .いうをIiたず ,文化の進展向上は一つにかか

って交通運輸に'ある｡その意味でも,井原線の超没は当地方 の避命を決するものである｡i)と

いうものであったo

そして ,昭和 59年 5月広島経済rb-]友金が1とめた『磁後抑 耶月光の基本柄想 』によれば .

『井際 ･矢掛は ,hLrT..山 ･尾道 ･笠間などと共.LAC8市52町村のrt]JLl▲､把あって備後工畔地の後背

地として大き(変容LJ.うとしているハ備後J.Itl･地と水良能海=光地,引3'とを結ぶパイプライy

の役割を果たそう｡』と井原線La=期待をかけてLへるのであるa

碓かに .井原班が開通すれば .矢掛 ･井原は価山 ･祇山は完全に適軌可能区矧 =̂なり.鉄道

を利用することで .そこに住むことができる.15に在るわけで ,過鈍化の歯止めとなることは

いう壇でもをかろうoそういう恋味でも ,地元の人々は井原線に,期待 しているのである｡

そLて ,叫和59年4月 ,岡山 ･rlL渦 両県が出した『国鉄 ･吉備線を矢掛 ･井原 ･神辺を経

て,'(tjLLlまで延長祉設促進につtnて』の肘 rfGに1れば .打■沿線の産米開発 .文化の向上を促

進し.質 ,冊LLJ･水島と福山工業地を結ぶ背後地交通相を整備 し.沿線大型'出物o)鵜墨と大日

の人員 ･貨物を確保するため .このさいぜひとも早期若=される必要がある｡ 』とあるnそ し

てまた ,『非,緊線はその屯要を交iitl幹掛こ7Tj･るものだ｡ しかし.現在の泊緑地域の交通輸送は ,

悶鉄′ミス井貨鉄道をはじめ .井笠 ･両揃 ･ニコ二コ･･5tHLなどのパス全杜が交錐 し.鎧争して

いるが ,どれも途切れ .途切れの逆行で不便で長時間を要する,ilk,(物は民間出物業者や白'R用

車に依存するほかlLく沿線の発展を紺書しているoそのた妙こそ .井坂根は'di澄改姓設郡,Ylで

あり,財戸内海臨侮工光地帯を碓展させ .闇民程前 ･国民文イいAr大きく寄与するものと孫信す

るo L月と結んでLlる｡ これ等の要望宙tyE帥元の非原純に対する391符が娘的されているといって

も過言ではなかろう｡

○ 沿紬の経済効果 ･営業イ耐iFi(幽鉄yul宜 )

井原根について .辿設小言,'J'が山されたためt･C,国鉄では井原線沿線の経済効果 ･営射 肺倍に

ついて誠査 したが ,その結果は一口でいえtrr.『赤字鰍でしかなりえなh o 』とい うものであ

ったらしhoその為 .国鉄側としては鉄湖 垂Etitに乗り気ではなかったようでi)るO

そんな時 .地元(r笑.;i･.;話町あたb)から｢鉄道.tりも道路敷設の方が時勢にあう｣という声がLb

始めたこともあって .研和52年 8月国鉄白瓜酢の基本方針が発表さrL.*)rl自動車道経営の

方へ移りつつあったようだ｡圧働 当局としては .殴鼓専用自動車道として開発 した刺 ヒ本紙白

河と,水部紬磐城棚倉間の自相投が予想遜bo',成果をあげたために井原線も自動轟蹄松にしよ

うとしたらしい｡これは .伯Jd;1mtili'･音訳から矢卦を通って井原へ専用自動車道と.井笠鉄道線

路敷きを利用して結ぼ うとLlう全長 40･1k〝の計画であったが .地元の要望が鉄rLyi-であった
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ということもあD,この地方としてはかなりいい計画だと思ったが夜ぜか立 ら消えてVlるO

亨て .昭和55年 12月の国鉄関西支社の調査に上る井笠鉄道の営穀状態からみた国鉄井磨

線の営兼価値は .年間輸送者 682万人 .培物発懲 トン数 1万 5千 トンとし(う実軒であったよ

うだ｡ このようでは .とても営巣としては成b立つものではなかったようた ｡ その結果 ,堤

初から袋物取扱いをしない方針で進めるようである｡

o 建設経過

:'S-28 建設予定緑 S-54 翰李線 9-54 姓設線 8-59 実施設計

. i.S-41-5-14 井原市で起工式

ともかく,上記のよう把握過をたどりながら,現在も鉄道嬢殴公朗が建設しているのである｡

C) 結 び

大正 10年開艶以来矢掛町に数多くの原意を与えた井笠鉄道も今はなく.そ して ,井原線も超

々として進まぬ=珊犬倍でいつに李ったら開黄されるか全 くわからない状憩であるoつまb.矢

掛町の人々は .現在鉄潜の恩恵を直接うけていない状態でいる｡そんな中で ,矢掛町の人々は .

一日も早い井原絶間範を待 らこがれているといっても過言ではをかろう｡

現在の矢掛町の交通環境をみた時 ,モークリゼーシ｡ンの波がおしよせ .自家用華を持つ家庭

がいかに多くなったことか.町民一人一人は ,鉄道建設をそれほど電要をものとしてとらえては

いないのではをいかと思われるほどである｡しかし,町全体の発展を考とた時 .鉄道の開紫がい

か特電要な串であるかとV)うことは .想像に発く攻レ､であろう｡過去において ､矢横町に恩恵を

与えてくれた井笠鉄道g)かわ少を .将来いつ朗糞できるかわからぬ井原歳においているのであるo

物価膚と物不足のおりから.いつ開設できるかわからぬ井原線の姓投は .大正中期 .物価稀に苦

しみながら開通 した井笠鉄道矢掛線路設とだぶるように感 じられてならをVlのである.

'i.I

3. 郵僻と電信

(1) わが国IjeLLける郵便制姥の創設

a) 朋治以前IjEおけるわが国の通信

(弟 木 酢 )

E]本民族が発祥し.地域的移動が始まる忙伴って .自然･なんらかの適虐手段が生まれ .その時 ,

その堺倍に応じた制度 ,方法によって通信の傍を足してきた｡

歴史によれば .崇神天皇の時代 .四逆将軍を派して諸国の安寧を伝えたとあるから(円木む紀 ).

当時から駅制のあったことがうかがえる｡駅剃というのは ,梯線の所在を前提するのは勿論であ

り,軌里ごとに駅舎を設けて人馬を常駐させ .リレー式に公の通信 .その他を伝達する梅桐であ

るOその設備 .数倍 ,給与などについては官民ともに相当の労費を伴い .保安 ･軍部とをらんで

行政の電要を面として考えられた｡
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大化の改新Lq:いたって ,唐の制度 .文物竜どが入って来 .それとともに駅馬伝馬の制艦や駅鈴

伝馬などが定められ ,交通 ･通信の上E･{見るべきもo)があったが .戦乱の末 .鎌倉時代に及んで ,

京都との問L,AC定期便が設けられ盟臣秀吉にしハたって .駅側の小心は大阪に移った｡

やがて .徳川軒桁と/J:り,大名を諦盟に封ずるとともに,拾政の必磐から駅制を整え .'FTFI],継

飛脚を設けて .老中からの布達や .その他公m惑信ほ佐用したが .含肘(名も7Eたこれにならって

いわゆる大名飛脚を設け .liた大坂城番の士か駁荷の宿駅と結んで ,家令の名弟で私信0)ために

交互に月三度発着する-==度飛脚が行なわれたほか .tL戸では ,町飛助 .主要横地から京都 .大阪 .

1 江戸への連結など漸次 ･飛脚の形を示す忙至-たo

Lかし.これらは極めて稀'Llが高く.しかも随時俺の岬発 .雛幽物件の増加などに応ず/I.ため .

既存宿駅-の補助を必要とするようになり.重大な労Pf甜祝の負担が街道輿他にまで及ぶように

なり.民卿 まその色土[1_把悩んでいたのであるか .明給時代7;C迎え .新式郵便制度が胴鼓されるに

及んで .これらの色相が除かれ .大規模表題イLT耳炎の統括的避雷によって低廉な料金で利用者の
増加をみるに至ったのである｡

わが国o)飛脚制度はこのように公用通信に始まり.その後掛 目末期になってようやく民間企丑

として頚部 .大阪 .江戸を中心V(C誠洋の範と選I絡するため飛脚術ができたが .その設備 .利剛 ま

高価で手間がかかり.かつ当て(･r(:たら;fi:Lot-̂ う程度であった｡
■

b) 明治以後の郵政別段●とそ0)発展

そして ,明治以後 ,荊伝教のは4-1によって .わが国の郵便fS巽は飛既的な発展を遂げるわけで

あるOわがLEEJの郵便■TI韻は .政脚の企F勾･命やVCよったのではなく,全(rlJlJ畠密の砧謝'こよって

その射 的明 かれたのであL).しかも.政府としても久しい間 この斗蝶 をさほど電撃視せず .輿

しへ民間でも軽視する風潮があ1たたhpL,,朽帥'ji⊂対して多郡の支.LL',をtiP.むこともできず ,また民間

･に向っても多く0)収入を望めfL･レ1という,せこtk:舶兜な舶1守のもと .この悪条件を先舶し.郵

便fJf軒の倍光が賎 し茄げられたのは今(前払平0)働きによる0)で冷るnその郵便制度の発巌を年
代i_.Ji三つて見てゆくと次の.i:うであるo

明治 4年 /i＼用船飛脚 ･町飛脚改め克耗ir1-沿L･つの12祈る但打越状岱箱設J'道.郵仰切手発
怒 (5月)

I!'rj,lL告 5年 郵便規則の発布 .全国にも及 .東京 ･大阪間を毎月 1回(約 5日の行程 1

公衆停留の郵送を始めるD (5月)新は暇 .nJ刷物 .心筋 ･鮪品見本の郵便取

扱い｡長崎 ･商館などのTr響恕rl'Jに路紙延長 .脚 寺に吉浄支線開通 (rJIE貞)

明治 6年 飛胸共著による倍iS送達机上-郵便を政肘の年輩とするO料金の距離差改め71)'

内 ･市外 ･地方の三等とする｡郵便はがき発行 (12月 )

明治16年 郵便姦例実施 .普通郵便を4相に大別 .料金全国均一-化

郵便局長の取扱い改革 ,

明治18年 逓信省設置 .郵便と旬i信の揮宮を合同

明治25年 小包郵便法施行 ,小包郵便郎鳴
卜
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明治55年 郵便法発布 .鉄道船舶郵便法発布-現在における郵便制度の基本権iE

明治56年 小包郵便の距離等差廃止 .電位別によって料金をd等に区分

明治42年 京浜問 (2月上 京坂神閲 (4月 )に速達郵便開始 .

昭和24年 逓信局廃止 ,郵政省発足

(海外との僧都送達)

明治 5年 仮海外郵便の制

横浜 ･長崎 .神戸に卦ける英 ･米 .仏の設けた郵便局に併合 して外国郵便串務

の取扱い

明治 9年 上海に日本郵便局設W.

明治 10年 万国郵便連合創立による負約に加入

以後 ,外国との通信をはかる把至 り.内外にわたって郵便制度の普及をみるわけであるO

(p) 特定郵便局制度について

矢掛町内にかけるdつの郵便局のことごとくが特定郵便局であり,また .特定郵便局制虻がEl木

の郵便耶某の中にかいてきわめて特長的夜存在であり.かつ ,日本の郵便串兼発展の基礎であった

し,また ,今なおそ うであるという顎実を跨壌えて .特定郵便局制度というものにスポッ トライ ト

をあててみたいと思うo

a) 郵便役所 (勝定郵便局の前身 )
明治維新に際して .国内は廃謙髭県 .国外にあっては四隣通鵡交通の僕が開けるに従い .通信

制度の必要も一日JLLdELに加わってきたoそのころ行なわれていた飛脚俊は .こく限られた地区を

往復していた把すぎず ,高価で実用性に乏しし1ところから,当時駅逓頑だった前島密は 一海外諦

国からの知識を参考に .新しh郵便制度の柿憩をねり.なんとしても全国的な席倍柵を敷こうと

考えたoLかし.当時日木国内は王政FjRT古になったばかりで ,包内の改革は土台倍から地殻Lと

レーったわけで .約偽密の椛想たる全国通停掬設Leは政府の間では問題にされなかった｡維新早々

で多軸の尉封が必要であり.勿論 .官営など思いもよらなかったわけである.そこで ,前島密は .

金をかけなくて .しかも早 く全国旺拡めようという君想か ら,そのころ廃藩旺県に伴って ,同地

灯ハた名主 ･庄屋やこれに準ずるところの人達を郵便取扱h確に取立てることを思いつき.明治

4年 .煎京 ･大阪間に郵便制度を実地するに当って .開蜂場 .その他沿道の主要地に郵便1JRL所 ,

及び郵便取扱所を設け .ここLK:取扱役として ,これらの人々を買いたのであるOこれらの名主や

T_E監たらは .みんな礼金撃仕の気持らから採節などには的らす忙この御用を努めたOL)で ,その後 ,

日抜くして低料金で,しかも簡便な郵便制度が全国に行き渡ったのである｡ではなぜ ,これら各

地の名望家た らが .この割に合わdW:節を引き受けたのであるかといえば .｢当時は役人になる

ということrk･大きを名だ把したので .ことにE1分の家把いて .いくらか官給をもらって役人の列

tw=入るというのは最も審ぶところであったからですo封建時代では .稚侯から一人扶持 ,玄米ii

合の日給をもらっても栄誉であったのが .-1して朝廷から給与されるのだから.この上ない大栄

誉であると思ったのですO｣(｢郵便創部故 ｣中 .前島密の言 )ということである0
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つまり.政肺とLては地方の名望家たらの感鮒に乗じて名をやり.そ して自･らは采をとったわ

けである｡少 し時代はずれるのであるが .たとえば昭和 5年J/{創設された矢掛町内三谷郵便局の

q･合 .その開設の理由は .現在親子三代目の伺長政辺挫平氏の話によれは .その祖父 .局の開設

者である渡辺端一氏は ,家業の酸iit瀧 よりも安定 した革装を求めていたとレlうことである｡つま

り零細を醸造並がその大きなもoJ(n=圧迫吸収されてJJTlくという過程で .より安定Lた印並を捜し
求めてhたのであるo こ0)ころになると少 し叩竹が遜ってきているよ')である.

I)) 昭和 12年の大政耳 .- ( 三等居から特定局へ )

特定局の歴史を ,その代表者であるFF-rl長の呼称に.Lって区切1てみると.創業から明治 18年

までが取扱Lへ役及び局脚 寺代 .同 19年以後tLIl礼 12年までが三等局長時代 .以来現在までを特

淀局長時代と三時代に分けることができるo三等郵便局長時lU･i,その制度内'容になんら･,T)変革

も行なわれfcレ､まま .半LLl紀もの間続レーたのであるが .その間わが国の近代化は急速L･'L'進み .日

精 .日罷ついで節一次世界大槻を掛 亡.思想 ･祉合鴨折の変造は著 しいものがあったわけで ,従

ってこの制度も初糊の間こそは ,円滑にその機能を富改んだのであるが ,社会経済状勢の推移に

伴って .次'#に時代に対する適応力を失ってきたのである.,そ Lて .昭和 12年の一大放球1-を招

来するに至ったのである｡

n附加12年の制EiE改革により.ほ./,Lg今日Or)特定局制鑑が出来上がったのである｡ここで旧三等

局制度にどんfI長所があり,その反耐 針L:の押掛 て伴い .どんな不合冊 ,欠W()が発生するに発っ

たのか ,そして .この孜町 ごどのように是正されたU)であろうかo

I 長所

Q) PuTI'易かつ軽便たこと

この制JLi=は .梶丹波切制 (紹負い制 )忙上って .局軽皆に必要をもの一切の鎧兜を支給 し.

人的 ･物的の設備 .その他 .窮埼避雷!G'LITf!する一切の芸一任を負わせ .局所配tr.聖-上 .A-･{tも附易

で便利が多レゝ｡

@ 経済的なこと

この制度は .地方名士の公共心と野里に1.斥えて ,これを問涙の軸糸に参与させ .その肘故 ･

才幹把より.后経営を･経前的!̂こしたD

@ 野轟運行が地方的に円滑7Tr.こと

地方にかける有力 ･葡識岩を起用ナFi)ことは .公坑との接触を緊密かつPJ静にL.小米の

発展向上に多いに効果があるo

∬ 屯iJTIL

(i) 従熟月の待遇低下

との制度では ,人イJL坪までも波切線出とL,局長の自由経増を諾めたが .初めは業務内容

05地政が小さく簡単で ,それLK_は局長とそ /]J凍族で十分に胤Eh:あっていたのだが .三等局の

鋭校 ,苛務扱いが .柿類 .戊とも]/C増加 し.自然 ,家族以外のものも雁郁する必要が生じ.
ここに従鼓良の待遇問題が発LJ-こしてきたので･ちるO群舞 .踏切維哲が潤沢でなかったため .
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紅炎且の待遇は低下し.苦境を萌える芦が起こり,勢い人材の採用が内軸とTzってきたo

⑧ 局舎の不良をこと

局舎は ,その局長に柵倍提供さすていたのであるが ,堺破瓜の増大に伴V,.設備のための

軽罪を要することにをb.到底一局長にかいて負担しきれなくをD.局舎は不良にそってゆ

き,串遊遂行上支障を生じてきたo

m 改革の要点
庄)集配三等郵便局の人件班の適格経理

人件斑の渡切制度を廃して政略揮敬 する｡無毒集配局については .昭和 21年まで人件投の

渡切制肝が存続した.

㊥ 集配局局長の手当の増砺

③ 局舎料の支給

発配債･撫塊配局ともに局舎料を支給することとし局舎設備の改脊向上を図ることER:した｡

(I) 矢掛町内にかける郵便局とその発展

矢掛町内の郵便局は ,d局が陶殺されており.そのうら矢掛 ･美川 ,小田の5局は餌配特定郵便

局で,三谷 ･中川の2局は無鵠配特定郵便局 .そしで山田肝易郵便局がある｡その他に .切手売 り

剖d:き所が 44ヶ所 ,ポストが 49ヶ所に設置封 している. (昭和 46年 10月1日現在 )それで

はその郵便局の各々につしっての沿革 .業務内容の推移などを示してみよう.

a) 失組郵便局

明治4年 12月1日,小圧I即矢掛村に鞄鼓される｡開設者は有革平介氏｡閉山県下で11番目

であったO県下でも早い方であるが ,これは郵便局の設圧が参勤交代の適卸 由点E,C沿った所より

早く行Ikわれていったためである｡明治 5･5年に矢掛郵便'tE倍局と改称されたが .同 5占年に矢

掛郵便局と再び改称し現在把至ってLへる｡局舎の移転は三度粍験し,現#.地へは昭和 16年に移
転してきている｡

業務内容の方は ,開設当時は郵便物たけを取扱っていたが .明治 12年に内国為替 .貯金 .伺

25年に外国為番 ､同29年小包 .同55年屯信 .そして .大jTl元年!/tは電信通話耶務 .同2年

電蘇交換坪務を取扱い ,昭和に入って .7年に外囲和文'L'報 .同 14年にラジオ視聴料1ji金串務

(昭和56年に肺臓- NFK藩轄 ).42年屯報配連 .屯語交換串務廃止 (矢掛範頼唱許局に引

き継がれる)75:どの推移を捉て現･-lfLJC至っている｡

8) 小田郵便局

明治7年 12月1d日開殴されるo開設者は席堵佐太郎氏o以後 .あっらこっらと局舎の移転

を行ない ,現在地-は昭和59年に移ってきてレゝるo ム度日の移転である｡

款務内容は .明治7年郵便耶務 .同 18年貯金叫坊 ,同25年内国為替 .同52年小包熊配郡

務 ,同 5占年'l旨倍 (和文)郡務 .I;Li倍為鰍 押 (昭和42年 12月1DE洞 泉取扱い局),大正

元年唱託通話可称(昭和42年 12月10日廃止 ).同5年簡畠保険耶額 .同 11年電話交換郡

務(昭和42年 12月1DEl廃止 ).同 15年郵便年金甲務 .昭和7年軌曲問詰変換群務 (昭和
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42年 12月 10日廃止 )などを経て現&,こ至る｡昭和42年 12月 10日にいずれも'.芯信 ･砥

許関係の箕鞍が廃止されているが .これは唱通合理化,J 少,その朗係の仕野が芯々公社に一休化

されたためである｡

また ,郵便配達の受持ら区域は .当初I,-i-///村を受け持っていたが美山局 ,木の子局の開設に

伴レ､,昭和7年 .現在の4ケ町村になってVIJu｡

備中支川郵便局

的和 9年9月 .失地郵政局の忽rj邸坊として免足する｡同 12年唱和受付 .電話通常野戦 .芯

託交換ftF凝 .保険年金郡･#を開始する｡そして .昭和 16年に郵便の集配をやり始め堺在の英務

と同内杏グ)ものと在るO(磁 舌交換 .傭 娼即 拝掛 ま昭和 52年 2月19日廃止 )現在 .峨a数

12名であり.躯配区域は矢掛町内宇角 ,下価兼 .上市末.契屋町馬頭 ,宇戸谷 ,上霜末とTrつ

てLJlるo

a) 中川郵便局 -■TヽL

昭和25年5月 .中川郵便局として発足し現在に至ってしづる｡特定頼iB配郵便局である'職員

は局長以下5名で .局長は三谷郵便局の局長でもある渡17]_捷平氏が兼任しているO

法務内科ま.昭和25年発足当時よわ変わっていなし1｡Tii報受付 .郵便受付 .貯金 .保険年金

受払い共襟などである. =.‥

a) 三谷郵便局 ､

昭和 5年4月 1日.小田mL=_糾 す取≡成宮野 1529の2番地にて,JT務を緋始するO当初より

郵便 ,小包 ,為宙 .貯金 .保険 ,年金甲･Aaを取り壊tn,脚和 19年-12月 1日'Lは許耶妨開始 .昭

和 22年 5月1E日11胡受付事務開始 ,同年4月 11tj'･JE報配達即務開始(昭和 5･9年 1DJ]1d

El屯藤倉酎 ヒによ卯和文･tli朝配迂耶務収LJや的 )TItl和44年 10月20月失横町LiJf三成 1585

の1に新範移転し.現在に至っているo

局長はrlli和 5年 4fLr_り鯨辺毅一氏 .昭和 10年 4月より路辺平介氏 一昭和 4占年 7月J:b渡
辺捷平氏と移って育ているC親子 5代である.前記した特定郵便局制度の特長の-つであるJF'17長

の世匙制がか こ希われている｡.

/) LLJ田研易郵便局

El.I_iq14d年 8月2日開設 .現在に至っている｡局長は金丸収-氏で .他に新提1り吉を経営してい

る｡冊泉郷似局というのは,｢郵政省とし15孤脇のLr･のものでは-/kく.郵政共演U)一部の委託を

受けて.それを収扱っているものであるさつtL) .磯節の特定局制艇とよく似たものであり,勾ユ

在のP7Tの切手売 りさばき商と同fi-rのものである｡ただ .その請負いの斐妨髄節が広いのみであるO.i

イ矢掛郵便局長藤井御 得氏.)ということであるO

英軌 勺容は .貯金 ,為宙 .仙･'Si.年金 .郵政などの-1磯 を行71-ってL̂るD失格郵便局より炎務

の指導監督を受けている｡

参考文献

矢掛町町妙嬰矩｢やたげ｣ (46年度胤 )
雑箆 ｢公鞍点｣臨時増刊号 (蔭韓凝滞新陳杜 )
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(fj 矢掛町に於ける缶詰 ･唱倍

明治25年に東京 ･横浜間の電話交換が開始されて以来 .電話はその機能性という点に於いて従

来の通信方法よりもその価値を認められ .主要都市を中心に各地に普及し,そして ,その方法も生

活の多様化 .科学の進姫に併い発達していったo当時逓倍者では.その設匠に併い .実急増するirrllu{

要に応ずるため明治29年度を初年度とする7ヶ年触杭の第一次電話拡張計画 .明治40年正には .

訂二次環常拡張計鞄J.b'作られ .それぞれ国会で可決されたo岡山県には .明治 56(1日 5)午

5月9Elに屯活の堺務を開始し,同年8月には .長距離市掛電話線が岡山まで延長され ,名古屋 .

京都 ,大阪 .神戸 ,岡山相互間の-Ji外適評も可能になったO

矢掛地方に最初に唱話 ･屯僧共襟が開始されたのは,矢掛郵便局に於いて明治45年 4月であり.

当局は郵便局が .郵政ql英と乗務という形で始められたo以下そ0)足ど9を弟瀕記録によってみる

と大体下記の様になるO

明治 4年 矢掛郵便局設正

岡 14年 確信堺務開始

大正 2年 '電話交換串務開始

昭和 42年 5月 矢掛T3報屯許局開局準備室設置

昭和 42年 12月 矢掛'a報韻語局開局

自助改式 井原局-業者集約

全国即時通斎編入 ,小田局を範中合併

昭和 42年 12月の矢粗電報電新局の設腔により.それまでの郵便局の斐務として行なわれて来

ていた'LE信電話串業は,一本にまとめられ .矢蛤電報噂話局に集中せられる様になった.ただ現在

でも矢蛾町の7つの郵便局に於いては .顎僧の受信業務だけは行なわれている｡ .

<相帯 ･屯倍>

屯話 ･堤倍という通信手段は従来の日本古来よりの一般的な方法である｢手紙｣をどに比べて ,

それの持つ械能姓とlハう点に於いて.数々の日常生活の巾に深く探透し.開設以来急速に普及し.

敬L･.I-fEなかもその改良 .D,隅 が進められているO現在の様に ,盛僧桐が発達し地理か 時間的な距

離を鹿越した通信手段としての'L'IT語の占める割合は大きいものがあるO

旧山陽正の宿場rFJとしての.J*掛町よb.現在のようか｣､田郡矢掛町までの発達の除kは ,その

血債方法の改良把より,地域性の拡大 .柱済脱の拡大 .円馴 ヒ.又日常生活の便利化f3:ど.現在

の失脚町にとっては .その発達に欠くべからざるものであるOそして現在の様75:EF.宿様式が多様

化し,文経済 .政治 ,文化 .地域的風習などの大きな折れ の中で ,FJ=.活している我々にとっては .

｢仙｣との交流Lri.欠くべからざるものであった｡それは .特に以村部などに強く見られ .時に

はそれを持ってして,その地域の社会的特質ときえもする見方もあるO実町に於ける生･iA･lて於し｢

ても.近所とのつきあいも頂壁を4=清手段であり.それの円滑化という点l,C於いては,現在のJll,

脇の中英である有線放送が大いに利用されているo (有線放送については後にo )

昔の山陽道の宿場町としての矢掛町とh!-つの町が .他の近郊地域との交流を保 らながら人
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Llの増加 ,そして周辺の村との経済的交流75:どを埴て .さらに数社の様かト田郡のLf.心地として

の矢掛町に到ったのであるO普oTJ一個の独立 しjt宿場町を .文化 ･教育 ･商兼 .そして道路など

の削NJKより.よb多くの他の紙地域との捲折的 ･人.rP的交流 .又企-Xなどの誘地で多くの地域
との人9-的交流にJ:り通信細の即時化は時代の賃魂するものとfJ.･ったo今ではJukliJjの占ケ町村に

対しても経済相肖現地としての側諦iも持つように凌り.経済活動のlJji糾ヒIJCも必要7TZ手段であるO

'LZi信は .芯U-a･の普及により.その受信 ,右イi僧 は反比例的夜的係を保 らながら現在に到ってしハ

て ,現在では .いわゆる冠婚雛祭的形式としての利用が殆んどであり.矢蛾町内どうLでの主流

はやはb'rii'託である｡表 7I5- 1は砧近数年和の屯訴施設数の増加を示したグラフであるo

衷 7-5---1 倣 施設数 5000

45年 952

44年 1,CF65 2008

45年 1,4占2

46年 2,112

47年 2,951

48年 5,421

100〔)

1-

./メ.////
_/ -

I+ il 一十 十-一 十~
45 ,44 45 4占 47 48

即 ~ ト 1(矢苫駕篭笠 昌蛋嘉芸より)

45年から45年までの増加率はそれほどでもそし,那 .45年よb48年は急激を伸びを示 し

ており.堤近の.it;語の過信手段としての価値かLlかに大きし､かそれを示 しているOそれL'C対して

'･'E報の方は .身近なPf料ではあるが ,矢BHu'何従属局開局の 42年を境いとして以下の碓lnLIなる｡
取扱い'iG報数

41年虻

発信 6.450 着信 7.581

42年度

発信 4,192 相E.;･ 5,d78 し

45年度

即諾 1.53D ')"引かまrl軌,沖rよりrLlii#'Ld忍局-蜜言E

(矢川 珂腰 局 ∴ri教義よ13)

この表をみても.'JiI茄がいかに利用価値か大きいかわかるOそしてさらに現iL-:の町内のTLつの

通信を取 ㌢入れているそうであり,実 ,回線の故をふやして .さらに通信細の充実を計るそうで

ある｡

<有線放送1j域 >

て荘･ii;公社のni話とならんで,舷近各地のkiL村など!,eみられる.有線放送滞米があるo矢ti柵 に

於いては .7町村が合0け る以前LJ{於いては .美川 .小田のA'-油 に於いて行なわれてレ､たが .令
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併後は .現在の矢柑町出払そのセンターに於いて共務を行なっているo大体の概要は下記に示す

通わである0 -～,-:-l lr､.-rJ･･ ､･,,I
昭和 59年 矢掛町全域忙殺nI.

47年 8月 自動化を完成 .それと同時に中川 ･■山田の両支JTr柾投｡ 11月に営炎を開始

加入状況 (47年 8月15日東在 )1' -

一般加入 一

加入者 5,886 't.I

･'●･ .. ▲fL

l

､ 実言古芸数 5,88占 増設 71 5,957

公共加入

加入単位

受常器数 8d

ll'出 払

加入単他

受話器数 72

総 計

加入単位

受話器数

.､LJ- J
45

増設 5 91

10

増設 9 81

5.939

4,129

(失掛町飽鮫Bt'料より)

矢即 J全戸数4･20ロ戸の甲 959西 口入しているので哲郎 症 95鋸 恥 数億を示 して
いるo加入希望者は,Ja初より組合朗 維L合月の区別なく.(¥5C2.､0■80)の負担金と毎月

400FLlの巧用を孔えば加入LLj来る.恥になっている｡

有線放送設位前と設位後に於いては .周辺/&村部LK肘 ハて行奉ったアンケー トにーよれば大部分

どが大部分であったOただ .不便を点とし･lえば .いわゆる同時四線盈使用しているために .時々

通話不能に在る時があるが .｢料金も安く.血判部などに於いては ,地域(.るJJLの作策 .賂会

などの鞄塵 が出来るため ,便利であるo ｣などの恵兄もあったo有線放送gI某は ,特定の地域の

相互間の通話の便利化 .そして一斉放送などLKよる教育文化の向上夜どを[=3指したものであるが .

矢掛町F.'iT,協側の許によると.｢我々の有放弔弘は ,公的堺兼の側面もあるが .それと同時に出民

間の相互通常を目的としたもので奉るから.通話の障省となる様な .センク-よりの一斉放送は

/少なくして便宜を計っているo ｣と答えられたb

これからの矢掛町内における通信辛酸は ,次の様夜方向に進展すると思う,

現在の屯々公社の自動回線もその数に限りが来ていてさらに増設の計画があり.それが完成す

れば当鮎の弔ながら通熟地域はさらE,'C拡大するが .それに対し有線放送は .矢掛町内だけの地域

的なものであり.咽投の見通しはないと思えるOさらに哲及率は99啓とすでに飽和状唐にあ畑

それに加えて通常のLLJ.来る時が芯々公社のそれに比べて劣るため .これからのLB村部には.屯々
公社の方が進出すると思う｡

(片 岡 光 )
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第 8 章 経 済 構 造

1.農業の発展

(1)椎骨耕地の変化

矢掛町の耕地は,′ト田川の氾濫原上の水田と山Orj斜面 ･厨状地 ･自然堤防上の畑地よbなっ

ている｡昭和 45年の戯家一戸当Dの軽骨耕地軒槻W,,約 55aと少たく,したがって零細経営を余

儀なくされておD.同年の総LLk家数に対する甘煮戯家の割合も1割vcみたないものと凍っているO

表 8- 1- 1 耕 地鮮常 状 況 (中位 :ha)

' ■ 田 の 面 静 畑(果樹園)粗 面 備 -- 宅 間 二 毛 四I そ の 他

725(64,8) 98(-5.8) ム25(5占.□)l 594 (55.2)

l 590 (54,8)75O('占5.2) 88(リ)占42(57.5)

752(占5.5)- 90( 8.∩)i占42(57.5)85( 7.7) ‖ 5(5言う｢事I -1 589 (54.7)728(占5,4) 58占 (54.i)

727(占5,2) 101( 7.1) 占18(55.4) 8(0.7) 588 (54.8)

751(占5.0) ''ロ( '._8)i_5竺 巳 _塑 25(乙0) L 595 (35.0)

' 往) ( )は% ｢切 払洞爺称｣ .rtL堺 旗林業センサス｣ よb作成

東 8-1-1の大正1年から昭和5年･.iでめ政事蛇ノ｣潤 ･美川 ･山田 ･矢掛地区の総計である｡

矢掛町VCかいては,総耕地両船のうちで畑地GJしめる削合が,かな打烏V,ものとなっておb,近年
1

にいたっても･ほほ T が畑地であるo これ払 山地が大半をLめる矢掛町の自然条件vcよるもの

であるo昭和25年以後の経営耕地総両紙をノ｣ると,tl榊n55年を除 くと侮年減ってかD,昭利25

年から昭利 45年の間に, 8.8啓の減少をみせている.皿の而桃れ 年次別にみると減っている'hi

全耕地両横にしめる削合からみると,徐々に)汁.仁しているo 畑(′こかいてLtt'共vc減少しているO襲

8 11 - 1ケこおいてその他 と在っているのは,畑作物や,はす,イ軍などが 野F.Jに作 ったり'休閑

地だった9した田を黄･Dしている｡昭和 40年でW,その他の田の しめる割合が 5･ム串にも通 して
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-4

､へるが,昭和45年では2.2車に下っている｡昭和 5年にも商い数字を示してVlるが,その内容は

'昔年の内容とは,おそらく異なっているものと想便できao

0 1.OoD 2&000ha
･+ l_

りLl

昭和25

55

40

~45

｢Jl 1,8ム5

1.I ･.' , ' I O ･.II
d 了 r へ .っ

一毛田 二毛田 ･その他 畑(果樹園)

図8- i- 1 経営耕地の 変化

次に図8-l-1によると,-毛四･二毛B]忙大きを劫 的三みられる｡昭和 25年には,田の両

統の ふ れ めていた-毛田机 年を追って増大し,昭和4坤 で払 田の面桁の ÷ vc適してvi

る｡醇VC昭和 40年から昭利 45年vcかけての増加が故しく,昭和 40年の一毛田ajlTt1恰rbi,糊 口

45年の二毛印の割合と等しくなっている.とれは,泣作が渡ったことを恵味するものであり,し

たがって,その結果払 褒作物の生産淑少に現われてきているoそこで轟作物のひとつである麦類

の栽培状況を表8-112によってみてみることVCする｡ (イ苛vcついては別攻参照 )

'' 表8- 1- 2 麦 類 の 作 付 面 府 の 変 遷 (単位 :ha)

Il 大 安 ▲ 襟 裳 小 麦 ビール衰 計 ｢
' 昭和 2 2占 595 419 1)041

151 50 551 479 II 1,040

i a 14 dd0 占22 1,09ム

1 11 12 494 dd2 1 1.1ム8
14 9 589 875 i 1,275

↑ 25 7 595 占42 1,244

tTL 28 21 ; 517 574 ● 1,111

●.- 5 1 j 20 ー 599 455 1.251

I. 55 55 552 571 1,158 1

57 15ム 288 l d1ム 1,040
4 0 1ad 1占2 55 占85

45 9G J 108 585 589

45 59 t1 55 155 549I

47 p.--/Il_/-一一′~,_// ./ / I 97
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注 (1)斜線部は史料に項目がもうけられてなかった所である｡

(2)｢陣仙IL.肺 町村務質覧｣I ｢現勢調査簿｣･｢世界彪林業センサス｣I-り作成

全体の作付両歌をみると,減少しはじめるの仇 昭和25年以後からであるが.著しい減少をみ

せているのは.昭和 57年から40年Kかけてと,脚部 45年から47年にかけてである｡波少面

節の上では.前者が 557haと,後者の252ha上9105ha多いわけであるが,減少寮をみると,

54･5多忙対し72･2多と,後者の方が圧倒的であるO･おそらく,聯和 17年Ji-Iの二毛作Fiの刑合仏

まの作付面俳から推測すると,相当な減少をみせているだろうと思われる｡しかし,r即 し145年寸

では,減ってきているとはいえ,かな17麦は瓜墳されているO麦の作付面横が水稲の作付両横Iをう

わまわる年があるのVj:'畑に麦が柵えられていたわめであろうo全般的に,矢掛町にかいてQi ,漢

の作付率は相当高いものであると言9ことができ上うo平野地帯ar)出家が,ほとんど麦の栽培をと

Dやめた昭利4D年代に入いっても,まだかなりの軸特率をみせている.しかL,凍 和 47年に散

滅しているところから,今後またふえる可神付け/)>ないのではたかろうか.碓類別にみるi:,昭和

55年まで,全体の48- 50串をしめていた搾安が.昭利 57年以降,急敢th=汲少し./J＼麦が圧

せ屯勺VC多く在っている｡

(｡) 稲の生産

a) 稲作付面杭の推移

表8- 1- 5 水 稲 の 生 産 t'D 変 速

作付両横Pa3収健丑 (ーり 孟 空 撃
I14L-.l唱和l 5151.100 2.580 25占

2 1.100 5.5 20 5 21

上告:.o:≡5.418 5112,220 200

5 一.100 5.810 545I

I d l.llO 2.890 2占1ち8占0 550･rl-1.:三8nOo5.7占0I549514
･ニ ｢:享739ー 5.55ーo

巨oa却取も収球敬(t)

1.tl

12, I 515 11
195 12
1
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i1 作付珊 冠 順 か )__1& 当雌 ,549 i 作付両税ha.塀礎塩(t) 1Oaa.当収豆I昭和 15i 1.日 0 日 .970 昭和 51 1,15D 4,590 582

14 1,100 1.950 177 lI 52 1.200 4,528 559

15 1.150 5.580 I295 l 55 1.210 ! 5.120 425

1占 1,180 5,740 51占 1 54 1.200 4.占70 598

一1 17 1,210 4,040 555 55 1,.90 1 4.05(】 541

18 1,218 5.910 524 5■占 1.180 4,490 -l 580

19 1,120 5,5占0 501 57i 1,170 4.470 581

1 28 1.'8D l 2.800 l258 1l 58 1,ー58 4.258 57占

21 1,1占0 も占50 515 59 1.110 4.158 572

22 い 70 4.0占0 54-7 4D 1.118 5,940 555

一一㌢' 124lL 1,170 4′020 I545 42 1,090 5,180 475

25 1,180 4.200 55d l 45 一 1.Opt) 4,220 587

L 2ム 1.170 5510 299 44 1,080 4.占20 428

27 1.170 4,580 595 45 971 5,占50 57占

28 ■1.170 4.570 574 4占 8占占 5.7占0 .454

し 29 1.170 5,470 I298 47 89占 5.920 458

荏) ｢現勢鯛査縛｣.r水陸禰収機丑累年統計智｣･｢岡山県政林水産統計年報｣よb作成.
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図8-1-2水稲の生産
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表8- 1- 5および図8 - 1-2にかV,て,大正時代の1 0a当b収丑は矢掛 ･小田･山田･美

川地区の平均である.作付両横をみると,昭和 1年から昭和 14年ycかけては, l,100haのあた

bを上下してvlたのが,昭和 15年から昭和 55年にかけては,昭和50年を除いて, 1･158ha

以1の作付をみせて卦D,中でも昭和 17年 ･18年 ･55年たどは 1,200haを越えてV'るo L

かし,昭和54年以降は,徐々VC減少L,昭和 45年と昭和 4占年では,それぞれ前年 と比べてお

よそ100haの汲少をみせている.昭和 47年に,前年よ950haほど増加 しているとはいえ,昭

和 46年とともに 900ha台を削っている.

このような近年における作付面傍の減少の背景忙は,労働力流出がもたらす経営の縮少'土地利

用形態の変化 昭和 45年度から始iった米a)生産機 による水田経営の変化などが考えられようo

b) 単位面械当b収茄の変化

次に, 10a当b収丑の変化をみてみよう｡単位両横当b収長は,作付面横のよう忙社会的 ･経

済的要因に規定されることは少なく,もっぱら形容を受けるのは,災害や栽培技術による. ここで

比特に,過去vEおける水稲故等状況vc注目してみてゆくことにする｡大正 1年から昭和 47年まで

の矢掛町の10a当り収量のうち,全国平均を割る軸 約 ÷ であるが,県平郎 なると約 ; 那,

それを下まわっているO全体を通 じて, 18a当b収丑が250k9を削っている大凶作年吐, 大正

15年 ･昭和 1年 ･4年 ･14年 ･20年の5年であるCこのうち昭和20年は,全国平均をみて

も20SkO,さらに県平均は195Iyと,全国的な大凶作の年であD,それからみると矢掛町の258tlO

という数字は催いとは言えない｡ しかし.昭和 28年を除V,たあとの4年は廉平均 ･全国平均を,

大幅に下まわってV}る.

C)単位両横当か収丑と災審

『岡山県点薬土木史』(岡山県土地改良巷薬団体連合会群)によると,昭和.14年の単音概況が

次のよう忙しるされている｡

. ｢本県における既往の大草魅は,大正 15年 ･昭和 4年及び昭和8年を列挙 し得べく,其の破書

は皆甚大をbLが,之等の早魅払 何れも,挿秩後をDLも,本年の早魅は挿映前K其の端を

発したる為早等kLて-J8甚大夜らしめたbo清も4月及び5月の降雨丑は わずかに 117

粍 7忙して明治24年エD昭和 15年に至る48年間の平 均 287粍7K此 L5割 6分に過

ぎず,為に溜旭の貯水もかんがい期直前において7-8割にも適せざるのみならず梅雨期間の

降雨丑もわずかに 48粍SKLて前記 48カ年間の平均18粍dK対し, 2割 5分に過ぎなか

ったo尚7月上旬に至る31も未だ-植付L碍ざbL地凍 7.500町歩 欄 の枯死せんとするもの及び

萎潤せるものの地積1占･aOO町歩をbたD, 7月下旬に至_bては概ね溜他姓枯渇L,河水も平
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時の約 五 に渇水し･草書はうす ずす疎刻を倭か ･- ･｣

この記舟から,大正 15年および昭和 4年vEも大草魅があったことがわかる｡とれらの年の失#t

町の 10a当bl欧亜が樹 こひくいの払 単等を⊂!むった割合が他地 区 よDも高か ったと考えて

いいだろう｡昭和 1年の凶作の原閏は環料の鳩係で知ることができないO『小田川下流域誌 』(岡

山県立矢掛高等学校生徒会舶 ･昭和 51年 4月 )忙よると,

｢･･- ′｣＼EE日日棺岸用水地帯の用水源は附丑の川及び貯水池である｡川は篠派で常水少なく,

出水時は-時vc流下して取水施設を破損 L,貯水池は集水面横が狭くて.利用能力が低く,た

めVC早天VCはその被等比大きく,又紛争 も絶えなかった｡大正 15年には減収50飾以上 昭

和 14年vcは池水,用水とも全くなくて穏付不能となったものが多く,櫛付したものも枯死し

て減収約 1万石に連 Lた｡ ････川面地区代,昔エb草書VCは特VC悩んでいたところである

が,この時vcは種子 もとれ-/rかっ九とvlD｡ ･････｣

当時の早場の激しさがうかがえる.小馴 傾 樟地域は, その後たびかさ在る単音に備えて,昭和

17年,小田JI帽岸用水改良番茶に君エ ｣,途中大東亜戦争の影郷vcよD完成が遅れたi),計画が

変更されたbしたが,無串昭和 2占年 5月忙完成をみている｡

昭和 20年の凶作の原因は,特に風水番に上るものと思われる｡前記 『岡山県亜美土木史』によ
ると,

｢終戦後の昭和 20年 9月 17日の夜から,県下i/C大暴風雨があD, ことVr一吉井川の出水が甚 く,

その被害は昭和9年の風水害とならぶ大食をも.rLjであったが,さらに 10月 9日, 10日の両

日,再び出水 し,その被害を追加した｡相川堤防決済 1,0占2カ所,田畑流失浸水 7.710町歩.

稲 占7.1占0町歩,米流失その他 2占.占94駄 糞流失その他 77.占95俵 ･- - _｣

昭和20年は,輿.全園平均とも大正 1年hJ兼.食低の収i-をみせているが,矢掛町においては.

大正 15年,昭和4年,昭和1 4年と続 く4番 目の赦低記鐘である｡

次vc,戦後vcおける不作年を順を追ってみてみることにする｡峨後の矢#1町の 10a当b収過の

動きは,ほほ県平均の動きと一一致する｡そこで簸料の関係もあるが,開山児全体の~水稲被害状況を

みることによって,矢掛町の様子を探っていくことVCする｡以下の資料qj:『水陸稲収硬藍累年統計

脊』 (農林省岡山統計調査事務所,昭和 45年 8月 )によるものである.

昭和2占年 〔県平均289kO,矢掛町299kg(+10)〕

本年度の水稲作は,全期間を通 じて鑑条件の気象状態の下で推移した. 占月下旬～ 7月中旬お

よび8月下旬～ 9月下旬にかけては溢 し(.低塩 ･多雨 ･か照であD,様々の被害を誘発 した｡

また台風ケイ ト･マージ .ルースの来卒に上る瀬音 と,これら台風の通過後(晩蛾 の出穂尉

花期間中)には最底気患 100C とい5異常低5_と7M ,登勲障害による多大の敬答が発生 し*_O

さらに 7月下旬～ 9月中旬のか両性,一郎犬水田に十春を発生させた｡このように,気象条件

がきわめて悪 く,被害塩は五万占.700 トy,敏等率 15･5飾となった.

嵐水寄 :ケイト台風 (7月'1日～ 2日),lil- ス台風 (10月 14日～ 15日)の被害が主である｡

ケイト台風はl週間にあたb奮雨を伴って停滞したため,低地の水害地帯で払 冠水日数が7
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～ 25日間に及ぶものがあD･･- ･｡ルース台風は,県北部の早場地帯の刈取後の水稲の

托失･希発芽.県南部地帯では変色籾 ･潮風書を発生させたo

冷害 :低温･か照 ･多雨の気象条件に上D,水稲の生育は遅れがちて,出穂期は平年に比べて7-

1D日くらい遅れ,穂揃期間も長かった｡特に県南部のイ革跡栽培のものは イ革の刈取期の

天候不版に上る田植えの遅延が,早冷vcよる登熟障書を一層甚しくL,減収壮激しいものとな-

った｡

昭和 29年 〔県平均271kO 矢掛町298Ig (+27)〕

本年也 最も韻書の多い年であD,被害率は22年と極めて高く,全被書のうち約70帝は気

象被等が占め,主をものは風水筈と冷害である. 占月. 7月の大雨による水音と,台風弟 5号,

弟 15号による風水害は登勲VE悪影響を及ぼし,大きを被害をもたらした｡さらに出港後比気

取が低く,か雨･か照に経過したため,畳紳 書などの冷音を発生させ,減収を大きくLた｡

台風第 12号の影響で, 9月12日夜半から束の風が強くを9, 14日早朝から森風雨観に入

った｡両立は少なかったが,県南部の晩生種は出港遁後にあたD,強風による穂づれ,変色楓

不稔粒が発生し,全県的に比例状 ･葉鞘の製叡尊の被等様相を呈L.減収丑は 1万9,000トン

に及ん乾,

昭和 52年 〔県平均549tQ 矢掛町5591¢ (+ i0)〕

風 水害 :台鹿弟 7号,弟 10号にエi)韻書をうけた｡第 7号性 8月2D日東製L,県南部の水稲

に菓先の裂蕗を,中北部の中生稲に若干の変色概を発生させた｡

いもち病 :9月上旬から低転･多雨の気象となD,県南部にせくぴぃもち病が急汝に事姪した｡

とくにイ革跡作かエび多肥載積のものに甚しい韻書がみられ.禎音量は平年の 2倍vcなった｡

昭和 55年 〔県平均558tg 矢掛町541tク(-17)〕

風水専 :7月 8日の水象 8月 11日の台風第 1 'TB･ 8月'川 讐連署･ 8月29- 50日の

台風第lA-a, 9月中旬～ 10月上旬の風雨vE上る傍朕などの被害が発生 した｡

病苦 :9月1旬以降気取が低下し日照不足と併せて,聴くぴvlもち病 ･縞糞枯病 ･とま薬指病を

多発させたot'せ集結病払 例年発生する秋落地帯以外にも全県的忙発生 Lた｡

昭和 40年 〔県平均540tg 失避PT555tゥ (+15)〕
●●●●

冬期から春先まで焼いた異常気象にエD,水稲の生育は遅れ,さらに7月下旬には戻b梅雨が

あb･搬中北部では集中斉雨をもたらし,煉南部では僻産イ茸の収捷執 晩期水稲Q稚付けを

遅らせる結果となっも また9月vc比台風第25号,第 24号が来襲し 出糠期直後の水稲に

被害を与えた｡

風水害:9月 15- 17日VCかけて台風弟 24号の影響を受けて継続的72集中辞雨があD,県北

部で250ミi)･南部で5dOミ.)の降水丑を記卑した｡また ｢広戸風｣は平均最大風速 55～40

m/8OCを記卑し,脱准･倒状･桝変色の大破筈を与えた.
稔等 :9月上旬～下旬の低湿は'水稲に受精陣尊を与え,さらに生育を遅らせ,豊熟障害による

韻書とをD,骨米の増加.千粒重の低下と在った｡
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以上の被等概常軌 岡山県全体のもe)であるが,職後の矢掛町の,中でも不作期における単位面

子Lrl当b収益は児平井Jを上まわるものが多いと壮いえ,だいたい県平均のそれと一致しているたy).

この較科は矢掛町に関してもかなb参考VC･frるDではないかと思 う｡

d ) 平均単位面･桃当b収Jii:.;の増大と社会的製図
これまで,単位面的当b収jJi-ケ封L会的要因tK:規定されること比,少-rrいとし, Lたが って,ニEとし

て災音の面からの検討を試みてきたわけであるが,水稲J半夜Jj,一削 IL面触当i)収載の動向を, そJ-)

社会的背骨を除外視して純粋vc災寄 ･躍弟技術的 肘筋からのみとらえることは,解釈の偏向となi),

全体的把握には触理があるO そこで堀後に,大正潮から近年に至る-単位面桝当 り収Ltの増大の過程

を社会的要因をからませて.I,,かせか(,C追 ってみるととにする｡曲民屑は,地主 ･小作層を問わず,

いかなる時 も,生産力の増大を望んでいるoそして,そのため(仁は技術的進薮 ･改良が欠くことの

できたい単車となるが.時代の流れにあってQi.各偶人個人が過払 それらを考範 適用すること

は考えられず,必ず敵 の大筋を通じての指示が･みられるはずであるO失脚 TTの場令,大TFitl似 前

の水相生藍に悌け る雷捕斗が別へので比蝶でき{=vlCr,であるが,明治後期のいわゆる ｢L明治良法｣と

いわれる土地生産力追求aIj_の農業技術体辛のi*人が血祭をみるの払 一般的(I,C壮大止脚(/こ入ってか

らである.岡Lll照でLrIt,明治 28年 12月 15日,抑令凝 48号で退会設於規定が定められ,明治

52年作は盛会払 55年VL'抹勅令出金令の伽淀がfj･7h-7れた.これにーiEづいて,全町F'に,郡市

町村盤会が出梅化される｡この出会を油 じて,占-A級改良.お｣二び書風駆除予防法 (短冊形由代 ),

禰病予防法(塩水部 )Trどの技術改良が進められていったO出金の指頒者は,地主あるいは_上殿僧

であD,彼らVこよって二価字の虚業生産力が促進をみたことは,地主的土地JlJT有制 Fで仇 やtrを柑

ないことであると同帖L,こ.その先駆者的舞力は甜仰されるべ きものであると冨えよう｡このよう衣

地王制下の放茶技術体系の畔進仏 米の土地ノート塵JIO脚太一→′｣､作料の増徴-･地主層による米の商一口■

化をめざすものであったと考えられる.矢胡町 において,LILL会a)ぞi-料I,j:手VC入らなかったため.そ

の詳細はわからない｡矢耕町の 10a当b収.iJ告別 8-1-2VEよって概観すると,大正 1年かC.,

昭和25年頃にかけては,あせb大きを鳩1mg:iみられ7Tzいo比較的轟しっ数字i･みせてVlるの比 伯

和7年から15年の 7年聞ほどで, 9年の51叫中か ら11年の 5ム0†97tでの問rk常に稚保している.
昭射頗 VTL入ってから(/ま'ifllの水稲歩筆励lEJn柾の紳輔もぐんと唄えている｡匹r8-1I2の折れ線が上
摘亘にさしかかるのは,け'li和25年以降であり,多少¢｣二下をくbかえし75:がら近年に至る.茸で粛

実Tj伸びをみLTてれるOとりわけ,昭和 50年から比, I･5年を除 き常 ('C570to以上 の数字が

保たれ,中でも約 Ⅰ の年は400- 蜂えている.そLて･伽 気づくととL,L 職前{- られた大
きな不作が消波Lたことである. これ比,鞠耕水鞘竹の徹 の完備によって,天災,ことPこ早哩に

.とる破%･軍が激減したためであろう｡水井め 蛭に似せれなかった矢掛町の,単位両横当り収Liが一

全体を通 じて県平均のそれとIrとも大きT:喜連を九せていたの払 早魅による大膝寺を破 った5 ･4

年であD,観に述べたよう灯仰 ｢12占牢5)]ドニ′Jtf-日用沼樺用水改良車業が完成 した後払 グラフの
波は県平均のそれとほぼ同じ動きをみせてくるO ところで.生産力の発展は･JP'1氏原の分解とも倣
抄に関連すると思われる.あとでみる よ5忙如押付:;かいて,自作退屈は大正米畑から昭和のはL'

-5ふ5-



めにかけて徐々に増加していき,それに対応して,′｣＼作曲屑は減少する帆 句がうかがえる｡昭和前

期に,こころもちではあるが,中位両横当旦川丈丑が上昇している①払 このことと何か結びつ くの

では-/=いだろうか｡その臥 峨時体制に入ってからは,天災ともかさなるとはいえ･作付両駅が増
えているVCもかかわらず.単位面材を当b収血はひくめである. そして超地改革を経て以後'眼VCみ

ぇて増加 していくわけであるが,雷 うまでもなく農地女革は多数の自作瓜屑を生み出した｡概後か

ら近年に至る単位両横当b収11の伸びが,戟Furの地主的土地所有制ではなく. このような自作農的

土地所有のもとにあってみられたということ比,重要であD,単re技術的御厨のみからこの現象を

とらえることはまちがいてあろう｡ また.忘れて紘ならないの比 叡作物 および柵 乍物 と'単位

面税当b収丑 とe)関連である.耕地経営状況を先にあげた表8- 1 - 1でみると,二毛作田は近年

になるにしたがって減少しており,畑作物 もわずかながら鮮少しているO このことは,戯薬経営が

多角化から単一化の傾向をたどっていることを示している｡近年にかける米の単位面積当b収iLLlの

増大は,この点をとりあげても納得のいく現泉であるといえよう｡

(,) 繊械化の進展

全国的に,櫛板イb9増.連な伸展をみたの払 昭和 29年ころからであり,動力耕うん機 ･ティー

ラーによる例 うん作英機械化の時代の叔あけであった｡その背紫を考えてみると,戦後の日本経済

のむ興VCよる馬鹿成長下において,曲典労働力が減少 したことが,壕大の原因と思われる.実際に,

磯械化を可価托 した原因として考えられるの帆 jik地政雅や雑兵化VCよって自作農屑の所相が増大

Lたことであろう｡ しかし,固定資本としての横線､e)穀類はかなb大 きいものであって,曲集所

稗からみて割の合わない場合 も出てくるのではTrいかと想燦される｡あとでみるように,横紙を所

有せず,謂負や賃作男vc-/Cよる鹿家 ･あるV,仏 教戸で機械を共同購入Lている農家が,かなりみ

られることは,それを塊づけるものであろうO

_表 8- 1- 占 耕うん機･トラクjZ一台教の変逝
()内は10Ⅰ'S以上

紘台数 ll普及率 堺動型桝うん
㈱ 他人有 共有

511 551 1･占

牽 引劃 及 び トラクク ー

55 229 50 145I 77

41.0 1dl 1,061(lA) 77( 5)

45T 2･5亘 7｡1. 2,191(115) 1日 (18)

1.158(19)

2.557(151)I

任) ｢岡山腕市町村勢贋覧｣.｢Ltr界曲林兼センサス｣ よ9作成｡
I
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衣8-1-4をみると,耕うん椴の台数は昭和28年の 11台から,昭和45年の 2.557台,港

及三組こして0･5多から76･l藤という,眼をみはる伸びをみせている｡昭利 55/lF前喋から,それ

-1での廓戯榔耕うん機 よ9両他紙で利用度が高い摩引型耕うん機及び トラクターが出まわb比じめ,

昭和 55年t,?=総台数の=･7多たったのが,昭和 1̀0年に比 B占,2‰ そして昭和 45年に比 100串と.

すべて牽引型及び トラクターVCとってかわったO帝引型耕うん機は.比較的安価でしかも雌蕊であ

ること,-,iた付拭晶を取祢えることによって,多様な利用が吋能であることなどがその特徴である｡

次に共有台数UL棚J合をみると,雌利 55/LFに駄台数の 16.2多をしめていたのが,昭利 40年 ･45

年にはそれぞれ7.4飾 ･占.2帝と裁 ってきてLJlるO違和聞入所有率が増 して:B-･9,これは各出家が

排作を個人でしあげる峨向が強まったことを示 している｡ しかし.このことについては,共同機械

利用率を合わせてみてみる必賓があろう｡利用埴忙ついては後でみてゆくことにする｡け糾 榊 0勾三

の牽引刑及び トラクター 1,158のうち,10頒73以上のものは 19台(1.7多 )であるが,昭和45

年VCは2.557台のうち151台 (5･占飾)と.5JF･tH]¢うちに大きな型がか7Tj:り普及してきている.

しかし昭和45年の 151台のうちわけをみると,20倍7J以上の大型抹 1台 しかを(,他tttナペて

10倍力台であるから,それほど大型化 しているわけではない.矢掛町の耕:')ん博の一it_告及率は'55

-/lT:･以後を全国iT'1-均と比べると, 55年に2即急どTまわっているだけで,後はすべて1頚わってい

るO全国の普及寒は,55年 9.0多, 40年5ム2帝,45年 占418解と;たっているo

力 防 除磯台 数 の 架 遥哀 8- 1- 5 動

二 吾 耳

E

C).2J
動プ)噴 荘 搬 必

個人有 .共 有 計 ;個人有

琵軒五喜±韮
C).2Jrl
.1 220. L 241 1

1.475 ! 48.0 507

58 7

粉

有

#f
I
,
i
機_ A

子音 ≡⊆ 主 5!102[927

注)｢rlbluJ尿市町村妙雅 ｣I｢他舛JT箪林業センサス｣ 再 作成｡

動力防除機の普及率をみるi;･･昭和51年から40年まで比比掛 I/J徐々に伸びているれ 4 叫 三

から4 5年にかけて,一息に41･5飾もの伸びをみせているoLかし耕うん機に比べると,全般的に

普及素はぐっと低vt｡昭和 40年寸で払 紘台彪Dうち,ほとんどを,助力妨柘輔がしめていたの

が,附加 45年(.てなって,動力散扮磯が急報7TE籾加をみせ .動力uE好機をしのぐ占2･9車の普 及 を

みせている｡これEtt,動力散粉機が非常に作剤帽 が高 く,励プ〕噴鍬頚の 壱 ～ 嘉 の,l:ji能率であ

ることなどUこよるものとILl.われる｡又,動力Z7如卑韻が昭和 4 5年においても,i/7とかなbの普及率

を保ってVlる理由として帆 薬剤瀧が経済的で,幣制効果が高いため.個人防除 Vこ依利であること

などがIyjえられる｡共同防除に適しているのri此 力故粉機である｡だからLrfb力微粉機のうちで火イf

台数のしめる割合仕,動力噂蕗倭のそれエDも,号だ動力故粉機の出はじめの昭和 55年をのぞき'

-r567-



常に稲いo rL I , -j -Lj .
● I

表8- 1- 6 動力 脱穀 機 及 び 動 力相 播磯 台数 の変 遜

I L 勧 力 脱 髄 機 地 力 籾 府 機 .

台 数 普 及 率 ㈱ 台 数 普 及 率 ㈱

昭和 28 481 〔 14.2I/ 127 i7 Z

5 1 828 24.7 104 5,1

｢■'ー-t 声5 1.451 45.0 1ム占 4.9

荘) ｢岡山県市町村葡劉削 ･ ｢他界戯林薬センサス｣I.b作成

表8- 1-6によると動力脱穀機壮昭利 .i5年において, 45解の鞍及をみせているo昭和 55

1年I.li後の数字b*.知るととができないが,昭和 45年忙壮自脱型コンバインも姿をみせていること

から,ほとんど,先忙みた練うん機に匹適す る普及が見られるのではをいかと想像されるoH開 口55

年の,動力脱穀柑利用私は94･5車で,同年の総台数 1,451台のうちに敷戸共有台数がハかほど含-iれ

てL̂るかは･,13からないが,かなりの鵜家が借用あるいは実作鼻をたのんでいたと.L&われる｡動力籾

構樹蛇,おそら(叡戸共有利用が多かったのではないか と推測されるO

黄 8- 1- 7 19 7 0年 の投機 具 台数 と利 用 状 況
単位 :台 ･戸

･. 動 力耕 うん 機 .段 用 トラク タ- i

合 計 偶 力 別

5p白未満 5-1Dp8恒 -,5p8-,5-20p828-ユop-Bl50ps凶二

･.個人所有台数 2.lP1 840 11,258 110 2 l 1

L､共 有 台.#総台数 1 4占 5 4 9 4 1 82,557 874 日 - 2 128 2 壬 l1

i= 動力墳岸根 動力散扮機 Ff]碑林 ●tl莞 豪1 自脱型コンパl イ ン 栄 .衰E完 蔑 lBt用オ-卜三輪 .トラクク

I触^所有台数 507 l B25 5 59 ; 2 856 459

i 共 有 台 数 41 1 0 2 1 7 岳 .. 290 2

rF b _a 5∠l8 927 4 4 日 5 1. 1 2 占E 461

荏) ｢世界蝕林業センサス｣ 1970 よD作成O
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次に東 8-1-7によって昭和45年の鹿触具の利用状況を見ると,水EElI,tにかいて府も槌t,.i:化

の遅れていた刷椴作勇払 収雑作薬が,田織機,刈収機,自脱弛コノJl'インなどの指発改良にJ:って,

実用昏及化rL)段階vc入D,中小型機械利用による-1TLた傾城化体系が水田作につVlては抑み立て

られつつあることがわかるC,

昭利45年の動力耕 うん機.戯用 トラクターの利用虚家数枚2･aol戸で, ?1･2秀の利用寒 をみ

せているの忙対 し,昭和 55年では57･5多とい')数字である｡

】
表8- 1-8 19占0年rL)戯作姓の王なる動力源別怨家教

科位 戸

l- - i T 1
Iか).:息.'Jい .-

! 二 二 上 -/仁 ':三上 '_/:上T:IIF :/Iu/: ;I:二 二 ;-:二ノ弓TpJ-

注) ｢他界政体井センサス｣ 19dn よb作成｡

表8 -1-8を合わせてみると,まだほとんL･の曲家が嘉力vEたよっていることがわかる｡桝起

作英及び代かき作業vtかける動力の割合をみると, 57.9啓という数字は合わないようであるが,こ

れは一部分でも利絹した鹿家は舶人されて甘,～,表8 - 1 - 7 ･8忙おけるIJb力は,大部分を劫プ)

を利用した農家数だとみるべきであろう.7Eた,血力即僚機 (動力噴施樺 ･動力散粉倣 )を利用 し

た出家教は,昭利 45年で帆 1,790戸で,利用峯Sa･5啓であるCL,忙対し,l昭和 55JJF-ではl.10占

戸, 2516別珪vl｡しかし病虫害防除作業vcかける動力鵬械利用ii;,.'.は粧i和 45年度にかVlでも,請い

割合とはいえ72い?そして･まだか加 の地家で手動機帆 人力VC上って行-/iわれていると考えら

れるo此作物の運搬作薬は昭和55年では,そのほとんどを人力及び惑力にたよっていて,動力利

用率比わずか2.4針どあったのが,昭和 45年にVj:, 14･8蕗とかなDの伸Uを見せてV,る｡[H相磯

･刈取機 ･自脱型コンバインなどQi,Bij発が(研和 41年境で,またごく般近のせいか,刈取頓の5･5

多を除くと,他は 1飾vTL碗たTLい利用率である｡

衷8- 1-9 水稲作の作業を油良に出した曲家歓と面棉
単位 :戸 ･ha

1 由 起 l代かき
l鹿 家 教 * 両-･娃家教府磯(h)

昭和 40 1,07 1 255 5 4 7 i 一一8

任) ｢世界曲林薬センサス｣ よD作成O′
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衷 8-1-9を見ると.稲刈Dを請負に出Lた瓜豪放仕昭和40年から45年の間に, 100戸

以上ふえている. しかし面積をみるとわずか20haの増加vcすぎない｡ それぞれの作昇を請負に

出した一戸の平均面棟で 5反を越えるのは昭和40年の稲刈b作業のみである｡これは請負をたの

む姓家が,ほとんど零細経営良家であることを物語るものであるo零細虚家あるいは,煎薬姓家が

高価を曲機具を購入することQj:,錘蕉収入から育って,割があわないことである.稲刈b作業を紺

負いVC出した戯家が急激にふえている原因として帆 同作業は他の作共vE比べ,特に労力と時間が

かかD,機械化も遅れてV,たのが,昭和45年vc入って動力刈取機が現われたことが大き75:理由で

は丑かろうか｡耕起と代かき作業は.共に耕うん機 ･トラクターでなされるものであるが,請負vI

vc出す場合は.耕起では減D,代かきでは増えているoそのFP.由として,昭和 40年に耕起作業を

請 負いに出した1.071戸の虚家の うち,親らかが昭和 45年vEなっで桝うん機 ･トラクターを購入

したと考えてはいけない7tyろうか｡好例 40年VT_代かき作業を鞘負いに山した曲家払 耕起を請負

いVC出した漁家のおよそ半分しかないのはなぜかよくわからない｡

(=) 幾民屑の分解

哀料の関係で,矢掛町に.お･ける農民層の分解の模様を一貫して追うことは不可能であるoLたが

って,ここでは雌地改革を主眼vE,それ以前は大正期から峨前にかけて,それ以後は職後から現代

にかけてとの,かかすかに 5つVC区切って分解の模様を考察してみたい.

をか,矢掛町(軸酌は旧小円郡の中の矢掛 ･美川 ･三谷 ･川面 ･中川･小田･山EElの各地区 )と

しての峨前の幣料払 大iE期の15年間と昭和の初期以外,明治.昭和の他の部分とも入手できな

かった｡

a.) .大正期を中心とした職前eI)幾民層の分解

まず,表8I1-10VCよって土地所有と耕作の関係の変遷を,小作地の全緋地に対する割合の

増減にも･いてみてみることにするO

史料の関係から失脚 J全体での動向をみることは不耶 巨であるが,次に示す図8-1-10によ

って,卦･かまかな変適の傾向は概鶴していいかと考えられる｡大正期は全体を通 じてあまD大きな

動き虻みられない｡大正末期から,小作地割合は徐々VC減少していき,それはそのまず昭和期に入

っても続く如くであるが,地区群vC統一性が欠けるので断定はできないo

地区別にみてみると.小作地削合の全体のレベルが澱も高いのは矢掛地区で,大正中期までは占0

秀近くを保ち,末期忙減少していると拭いk, 55飾台の数字をみせているo矢掛地区は,当然,

あとにみて V'く自/ト作別姓家戸数にかいても,小作曲家の割合が群をぬいて高いO曲地改革の所

で,詳しく述べるが,矢掛地区Qま,他の地区に比べて地主の戸数が非常VE多く,それに比較して耕

地面篠は決して多いとはいえなVlなど,特徴的か由区である｡/｣､作地割合の全体のレベルが次vC高

いのkt･三谷 .川面地区で'大正未払 昭和初期において45虜を越えている｡その他の山田･小

田･美川地区でb:i, 50車台から2D歩合で,ほほ似かよっている｡
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表己- 1- 10 (その 1)小 作 地 制 合 の 変 遭

山田
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′｣､田愛川.
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i

小作地-i面郁
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町)

;
耕地面耕
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盃璃j

耕地
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×1
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意作
動

･町,
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⊥
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乳卦
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.
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衣 8- 1- 10 (その 2) 小 作 地 割 合 の 変 遷

il 矢 掛 川 面 -. 令小作地 耕地両便 ′｣､作地膚 瑠 小作地 耕地両税J ′｣､作地面 _級 小作地 耕地両横 ′J､作地面 横
面 廠(叫 叫 面 併×180 面 横画) (叫 頂｢地面 凍★10｡ 面 疎く叫 画 ー研~ー惑一面 横×108

大正 1 155,0 227.0 59.5 I l - ～I I

2 154.4 227.1 59.25154.占 227.0 59.5

4 15キム 22占.CI 59.1l5 155.7 22占,4 59.1

占 155.1 22A.4 58.8

7 155.0 22占.5 588 I

8 15411 227_A 58.9

9 155,4 22A.A 589

10 135.5 22占_A 589

ll 125.7 217.1 57.0 115.5 245.1 4占.5 l一

12 121,1 217.1 55.8 T15.7 245_占 I46.5 152.5 522.4 4I.5

15 120_9 21aO 55.5 115.7 244.8 4&.4 l_52.A 522.5 47.5

14 120.dl 218.8 55.5 114.1 244,8 4占,a 151.8 525,1 47.0

網 目 .I 115.0 244.0 47.1 151.5 525.5 48.8

)2 .115.0 244,0 47.1 1..51.0 524.5 4占.A

5! 115ー0 244ー0 47.1 9.9.2 ,5?5.5 5O,5

4 I 9ま2 52-1.2 ･29.0

5 I 10♀5 242.A 45.i 92.4 528,2 28.2

A 94.A 527,0 289

7 8&5 242.5 5ム5

8 88.5 242.5 5占.4

江 ) 現 勢 調査帝 よ b作 成
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次に･′｣r＼作地割合の増減に柾目Lてみよう｡最も大きな動きを示すのは三谷地区で,大正 12年

の47･5多から昭和5年の2&2多まで,わずか 7年間の聞vc20飾近 くの減少をみせている｡山EEl地

区は.大正初期エD末期にかけて徐々に減少Lているが昭和に入って増加して右･少,小田地区は反

対に,大正末に向って増加L,昭和に入ると減少LてLへるo美川地区は,大正初期から末期にかけ

て,横ばい状態で,その後減少Lている｡矢掛地区は,年と共に,ゆるやかを減少をみせている｡

川面地区は,昭和初期に,一時増加しているが,径淑少してしつる｡滅/少の理由は,小作^の土地月

収 .地主の土地取9あげ ･′｣､作人の土地返却のvlずれかであろうが,明確をこと比,よくわからな

いoをか昭和初期の減少は,小作騒動とも関連があるのではなかろうか.増加の理由としては,也

主が袋付ける農地が増えたことであろう｡

次VC自/｣､作別姓家戸数の増減の変化を表 8- 1ll 1右･よび図811-5によってみてみようO

矢掛町全体での動向は,大正から昭和vcかけて自作鹿家が増加し,/J､作出家が減少している傾向

が読みとれる｡自/｣＼作曲家吐,増減をくb返 しつつ横ばい状態であるが,地区群が異なるためと.

欠けた地区もあるためVE,上の自作 ･/｣､作曲家忙ついても英の動向は採れないo次に地区別の動き

をみてみようo山田地区の自作鹿家は大正甲畑から増加の傾向をみせ,それと対応して減少するの

は自/｣＼作鹿家で,/｣､作曲家は,自作曲翠とともVC相和 7年から9年の閲を除いてqJr加している｡山

田地区の自小作幾家の割合は,大正半ばtでは.倒苦る7飾以上という巌も高い数字を示 Lている.

小田地区は,自作農家は横ばいぎみて比あるが,どちらかというと増加の傾向がうかがえ,′｣､作出

家は大正末舶よb減少している0日/J､作盤家d.大正1U年頃,一時増加するが,昭和に入って減

少Lている｡美川地区の自作盤家は, 5口車の卓たDを上下するまったくの横ばい状態をみせてい

るが,昭和8年･9年とは増加している｡糞川地区比,他の地区と比べて,′｣＼作放尿の割合が最も

低 く.一番高い時でも7L4多であD.しかも,大正末期から減少を続け,昭和9年には,わずか

2･7帝VCまで下っている｡/｣､作姓家の割合の低音に,自作曲家 ･自小作鹿家の高$1J合によってうめ

あわされているO矢掛地区は,乗用地区と反対忙.小作農家の割合が最も高 く,大正元年の59･5頭

を最-Gに,最も低い昭和元年でも59ム飾もの高峯をみせている｡その反動 として,自作出家 ･自小

作典家の割合は,他地区の中で一番低く,良/ト作曲家の割合が小作幾家の割合よDも,大正末期ま

では商いという現象 も現われている｡矢掛地区のそれぞれCL)動きをみると,自作農家は徐々に増加

し,/｣､作曲家は減少している｡自小作農家は.増えたb決ったbであるが,幾分増加の傾向が6)か

がえるo川面地区払 三者とも,傾向は統みとれない.三谷地区は,自作鹿家kt年と共に増大をみ

せている｡このようにみてくると,自作鹿家 ,小作兵家 ･自′｣＼作鹿家の増減の動きは,綿密Kから

み合っていることがわか9.その動きが赦しvIFlど,なんらかの形で階層分解が進んでいると考え
られる｡その分解傾向を表8 - 1- 1 1か上び図8- 1-5からだけvcよって推測することはむず

かしいが,い くつかのバターンを想像できる｡それCd:,′｣､作層が土地を雄祐して 自作胤 あるい比

自/｣､作層になる場合,自小作屑が同様に自作屑になる場合,自小作属が自らの土地のみによって徴

自作層になる場合,′｣､作層が雌集から転巣する鴇合在どである｡様 々をノくターンが'からみ合って
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表 81 1- 1 1 日 小 作 別 鼻

山 田 小 田 美 川

自作姓家戸数 ･J､作良家戸数 自小作農 家戸 数 計 l自作兵家戸数 小作鹿家戸数 自小作農 家戸 計 自作血家戸数 自小作農 家戸 数 計

大 1 140 53] 526 519 105 99 228 452 189 4 295 48占(27.叫 (102) (占28) (loo) (245) (229) (52B) (100) (58.9) (oB)(dos) (loo

TE2 15占 55 5dd 門≡d)189 98 2謂55)445 148 25 5ー8 JF.100)(24.S)(95)(砧Dー (245) (22D) (100ー (50.1) (5.1ーり48)

5 128 48 5765a11 551 107 95 24占 448 171 29 292 492(25.2) (87) (100ー (25.9) (211ー (549) (100) (548) (591(59_5ー (loo)

4 129 46 57 552 10占 9占(212)250 452 152 55 295 482(214)(85ー占83ー (loo) (255ー (555) (100) r515ー (7.5ー 化1_2ー (100

5 150 49 577 門doo) lPd2191 95 244 445 149 54 295 47占(2i4) aBー(678ー (21上】ー (551) r100) (51.5ー (7.1) (61.6ー 〔100ー

6 l51 58 577 得 Ol 105 97 22g.5ー442 ー49 29 295 475(2iS) ( 9.81 (d7.5ー f2ま81 (219) loo) (515) (il) (占2Aー (loo

7 1~55 48 579 5占0 105 90 245 45占 148 29 2Fd42.1 471(25.8) (8ムー (d7.上目 (100) (255) (20JSl (558 (lOOl (51.4ー (ム2) (100ー

8 '5ih 79&,)SPd',.8ー Sd2 125 97 219 459 148 50 294 472(lOOー (2aD) r22.1) (49.9ー (loo) ｢514ー (占一一h22) (loo)

9 ー5ー 49 582 5占2 122 722..1219 458 147 50 291 4ム8(2151 (B7ー (681]) (lDDl (27.9) (50J〕ー (10n (51̂) (dAー(622ー (100)

101ム9 110 27占 555 98 99 252 449 148 51 290 4占9
(50.占)(19.8) (49ムー (100) (21Bー (228ー (562) 100) (51.i) ill)(dlB) r100.)

ll1占9 108 27占 2号.581 105 82 258 445 148 52 291 471(50.dl(19,5ー (49.9) (2五ムー (184ー (SaDー(109ー (51■ー (Aaー(ム1Bー (loo

ー2 1占9 108 2ラム 555 1d8 85 27…加 444 148 55 291 474

(班.dl (19.5ーLd9.9ー2?.69.91 (100ー (245ー (187ー (lODー (ユ12ー (7.4)ldl̂ー ‖OO)1516?5udl'PPv5ー i?508) llD(24B)85(187122g占5ー445｢100ー145(29.9ー 51(ム5ー505(占まムー4?.?oD)

14171 9占 2?59.., 54占 112 75 22056A)425 145 ld 518 479(51.5)(17_dー 100ー (2山1 (1え2 (100) (503ー (ま5ー ldiA) (100)

昭 1 175 90 2H.Bー 545 148 78 218(49.1)444 14F505) 17 317 479(51.71(ー65ー r100) (5王51 (17.占ー (loot (55)(dA2) (100

和 i165 lP28DD)270 541 147 7(2162) 2ぞ至DB)445 145 17 518 480(50.1) (49.9ー rーDOー (5iDー (TOCIl (502ー (55) tdA5ー (100

5 ー40(29.1ー115(2DBー2私Tー ?子6001 145(51.0) 'tSA)507(ム5占1 4占8‖OO)

4 1占5 1占 27ー F子吉JJ 145 15 SD7 1447(29.6121.1) (49.5ー (511】ー (52ー (占58ー (100)

5 1占4(29.711ー8(21Al2(740a,) 552(108) '鵠 1.0ー '251)5C)7(d581 4d7(100)
6

7 17F,2.84157ー278(52Dー 亨謂 oー 147(51エー 15(281509(659ー4ム9(too)455(1008 ー75(52.7)門,5ー2i;82D) 535(ー〔柑) ld4〔5∠血) l(5291278(dl.ll

9 175 8ー 274 552 1占5 727ー275 450

( )内は多
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遷餐め敷戸家

矢 掛 川 面 令

自作 ･J､作戯 自小作 計 自作.A 小作 自小作 計 自作農 ′J､作 自ノト作 計

農家戸数 家戸数 鹿 家戸.数 家戸数 盛家戸数 曲 尿F B 衰戸数 農家戸数 曲 家戸 数

占0uOフー 555(595) 147(29.8) 5占0100)568(J旦gj497(100ー

占2109 55759.5) 1占9(29.8)

占7(155ー 251(4占5ー 199(4DJ])

占7155)250(485l 200｢402ー 497(100)

57117 244(旦PA)207(44ムー 185(57.9) 48LigBj4占4_Lユ旦む4‰ )4占5100ー

57025ー 200し生型_)280(412)58(⊥1.9) 228(4.89)

58t125 205445 200452 I

57LlA57l23 20占(445) 200(452) Lld王(100)
20ム〔445182 20〔】(._4521205 4占5(100) l

(bl15̂ ) 448 173BL)128 潜 ;2L551^81 199 4Pfooー 118 78 298 494(40ムー f458ー lJOO) 1欝 ) (15B) (占n5) 4去声 )
a.'5.7182 2n4 447 408 7さ 508(14i) (ムー.740B 455) (一oo) (51.4ー(19.9一.(4&7 (100) (257) ー80

占さ 18〔】 205 4̂8 129 p‰ 1..7㌔二R｣4ロ8 1ー9(242)ほ‰)I50562,0) 492
Ll4A72 (4n2ー ｢451ー (lOOl (也lF呈.i) (TOO) 止 し178 198 44E3 8D. '払 834(0PDO) 117 占5 508 49n
∵p 59.7 442 川口ー449 (2ま9) (1ユ2 (629) (TOO)
178 1◆98 129 8992 .199 Al14(門oo) 12 59 509 490

(1占5ー LiAi) (44.ll 〔100ー (5ーム) 249) 〔12L))｣辿 1_｣ 也57 512 495150 78 -ー99 407 124

･(E…二≡ミ監 増 が ) 仰7B ､42T7ou) (ー25.1) (ll.A) (4お ) (川O1一18(50,l) 福(l5912占占(54D) 492( l oo)
1指.,) 78 ー9㌦ /1427oDl ､ー58(Sol) 75i(15.1)275(54B) 49訂~(川口)
1乳 9日 (7.a.ウ1 ーi'JJWJ4㌢晶 17!oB) 75_(148)2占9(54.4) 494(100)

1

155(555) (215; lP言,1)潤 .∩)84 I

Tt9,20) EfAqー 1(929,目 黒 D.)

荏) 現勢 調査 紳 よb作成 ( )内はFo
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lヽ

冊 細 的叫 糾 鍔部 組 路 地卿

▼
｢一l

図8-1-5 日′J､作特月Ij農家戸数の変遷
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いると想像される. .

表8- 1- 12 耕地所 有 規模 別曲 家戸数 の変速

- ｢ 5反米融 5反～,叫 1- 5町 5- 5町!5-10町 10町以 計

山田 大正 1l 1.007 509 ! 251 52 9 5 1.815

2 ? 1.02 8 449 25占 52 9 4 一.778

5 1,055 455 255-～ ー 20 占 5 1.774

美川小田矢掛也区め統計 4 1 1.055. 451 225 19一 A 5 I.757

5 日 ò 2 4一5 225 19l A 5｢~｢JJ√ ー
占い 025 4d1225 22 9 4 1.744

hMT-'17il,024l4占O225 25 9 4 1.7458一.05占一5占255 25 10 4 1.7占2

9 1.040 457447 222 22 10. 4 1.75510 1,015 245 25 9 4 ; 1.741

ll 1,021 447 244 I1 19 ~̀｢ ー 4 1.744

ー21 1,025 4一占I 2 5 0 1AI 9 4i 1,750

注 ) 現勢調査沖より作成

表 8-1-12の排地所有の裁家数の変遷をみても,大きな動きはなく,分解傾向を知る手がか

bは得られない｡わずかに5反-1町層が減少L, 1-5町JSが増加しておb'残りは増えたb減
ったDである｡

をか表 8-I-1Tと表 8- 1-12の輸Jt寮戸数が一致したいのは'原資料化説明がないので

言明できないが,表8-1-12に少いては.まったく盤地を持たない農家は計上されていないと

考えられる｡
I

b) 鹿地改革当時の鹿民層の分解

峨後の農地改革が矢掛町の農民層分解においてどのようを意味を待ったかを見るためVC･tす･
矢掛町vcおける改革の進行と結果をみるかけてあるが.その前PC農地改革vEついて一般的な説明を
しておこう○

■
明瀬錐新の地名改正以後,日本の農業は,地王制支配のもとに進展を続け･地王制下の零細規模

凸家屑は高車小作料のもとIT,壌端7t労力集約的72多肥農業を柳 は れるが･農家の負債はかさb1
低米価のもとで比.農業危機を耗刻化するだけであったo

世界恐侯を契機とする農業危機は,日本井本王鍵 )削 胡 vC結合 した地主制との関係を断ち切る

傾向にあD,集地改革-地主制の廃止を必然的71ものとしていったo弟 2次大戦での放吸は･日本

の民主化を要求し.秤 の々民主化政策が取られたが,叔村の民主化は億も根本的なもののひとつと

-57.T-
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されたoとくに地主制の風上･塊地解放の昏罪が強かったが,幣原内閣は1945年(Fh:持口2日年 )
11月,F軒議で巣地制度改正要綱を決愛し, 12月に茄 8 9議会で,地地明亜法改正案を通過せL

めた｡ これが,窮 1次曲地改革法といわれるものであるが,その特徴はポツダム盲管で贋求されて

いる日本民主化の一環としての姓地改革の意国を徴温的に受け入れ,改革としては不徹底夜もので

あったこと,′｣＼作塊の意見や良民組合の晋求を,あ-.lbとb入れない地主層との妥協線にとどせっ

た_卜からの改革にすぎ夜いものであ｡たt_となどであるOその内容も自作畠創設のための鹿地所有

･D移転は地主･小作出のイ同人取引にまかされたこと,地主保有地は5町歩まで認め,,｣＼地主の存在

i･ゆるしたこと,金紳小作料をとったが,地主の抜け道もあったことなど,内容的にも不徹底をも

のであった｡この第 1次批 出改gr-法払 占領軍総司令部の承認を祷ることができず,登科仁は,釈

たな指令vcよD,地 殻串転を虎案Lて.昭和 21年 10月自作曲創設特別措愚昧案と故地網亜法

改正案とを国会に提出,通過成立した｡これを第2次点地改革といっている｡その改革要点を以下

に箇条番さしておくo
'kて

o 不在地主の/｣＼作地は地主が道 1本隔てた醗村にいても,その村に住所がない時比,全部政府が

見取すも

の在村地主/D小作地払 j牌 道 4町歩,内地肘掛i平均 1町歩(現ごと,地区ごとVC異なる)を

越える/｣＼作地を,q収するO地主が自作 LTいる軸合は,自作地.,｣＼作地を合わせて平均2町･5反(

腺ごと地区ごとVr異なる)以上を漸J削ノてはならないo

o戯地の政府買収価格比 軌i常食価格の 40倍(厘当9750円平均),畑は48倍(平均

450円)庖地証券vC-⊂支払うことo J

O月収掛 也は,国が小作人に厄旗売りわたす｡小作^の支払いは,勧弟銀行から'2 4年賦低利の'

敵環を受けてELjに支払うとと｡

o換地.Fl収売渡しの計画の立案,壌鞄 紛争の処理をL:を行なうために,市町村越地委員会,都

道府県盛地委艮会を･L-･いて処理する｡市町付出地委員会は階層別代表ゐ選挙で/｣､作代表5L人,地主

5人,自作2人,選挙によらない学科経験委員故人をかく｡

o小作料は金納とし,施行令て那 rJに決める｡金納が不可能が IJ外的場合ITも,収疲物価賂ゐ25
h̀T,,

妬(田)I 15解(机 を艶 て椋矩 - o ;七 'J .一L
c地主が土地を取9上げることは,特別(,C倍速連反の串実がないかぎbできないとと｡

o農地の改廃 単軌 /｣､作契約の解消などVCついては,戯地委員会の髄を樟て,知事の許可が必 '''1'

要をことO . I ･一･■_-

窮 2次盤地改革仏 殿地婁見合の字によって,H抑 122年5月5 1日の轟 1回矧枚から,昭和主も

年7月28日の第1d回買収7tで,後に述べるような若干のもめごとがあ972からも,すみやかに
ヽ

行なわれ与たo矢掛町紳 けるその内等を頂 地等伴準 突#調査8J(昭和25如 月現在 )に'よ三
てみていくtことVCLよう｡

以下みるところは･費料が不ぞろいをため,統一性㌢こ欠けるのは.しかたが毛か｡た｡
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表 8- 1- 15 川面地区に甘ける放血和枝の自′｣､作別C3地比較

巨 gl蓋 巨 1-_-_ 蓋 ≡ 霊 F 蓋 l

荏) ｢現勢調査簿｣･｢凸地等開放実額調査｣ 上b作成

卜

衷 81 1- 14 改称.前後 の 自′J作 別J72家 戸放比僻

√■･LJ_

単位 戸 ()内申

- . .: . ..A ∴ … .̀ 1㌦ .I

荏) 昭和 5年 - ･｢現勢調査紳｣よ9, 昭和25年 - ･｢世界曲林葬センサス｣ I.9作llE

表8-1I15VCよると,川面地区の場合,改革後小作地は総耕地の 16･9容をしめる忙すぎ7TJ:

くなっている｡全国平均a:t約 †0歩と比べると,やや多いが,この数字から矢掛町にJ.Jlいても,秤

生地主的土地所有か′､し,耕地にふけ卑小作問係れ 如 敗 私tJCよ｡て,大幅vc耕地の上にしめる

比運が減少したと推測できる｡ (他の地区は史料の棚係で比較し硝T=かったQ )乗 8I1J 4忙

おいて昭和5年は山田 ･剰 I･川面 ･三軍地区での割合を示し･昭和25年仏 矢掛町全体の故事

である｡ これVC上ると,ufJi和 5年VC払 50.8弟であった自作曲家が,改革後H, 5?･2串にも敢JuL.

自′ト作曲家と合わせると.夷に92･9多忙ものはる｡ そして,′｣､作曲家は昭和 5年には 1418年をし
めてvlたのか,由和 25年把は,わずか.rl･4,5にすぎなくなっている｡ これよb矢#l町において

鹿地改革は,その意図を充分vc:まっとうしたことがわかる｡

さらVC地主一小作側係の変化の内容妄執休政宗戸数かよび酬削こおいてみてみようo

表 8-1115と表 8-1-1占拭矢掛.三谷,川面,中川,′｣､乱 の各地区の総計である｡そ
れによると.'851戸の個人地主及び185戸の法人地主が, その′｣､作地をTl収され'あるい比財産

税として見地を物納してかカ,これらの瓜地の売渡しを受けたもの払 1.7dl戸に達しているO表

に現われた地区の当時の総虎家戸数は不明であるが, こa)数字はかをDの割合VC遜Lていると推定

できる｡

川面地区を取bあげてみると,川面の場合,稔農家戸数 45,戸のうち502戸(約 d7飾)が売

渡しをう打ているOまた,売渡Lを受けた耐紘 攻寄前の′｣､作両横と比軟し七みると･改革前の′｣､

作'uq-桜 457.5m]のほほ70C1pi･Cあ/tる 5194町が柵 L.･3_-受けている｡ なか･表 8-1-15に
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表8- 1- 15 異収 を受 け た地 主 の所 有規 模別 戸数

(矢掛･三谷 ･川面･中川･′｣､田地区の総計)

5年未満 5反～,叫 1～5◆町 5-5町 5-10吋 10-5叫 5dq-以Jjl 計

至在村地主 241両 55 20 5 4 2 298

不在地主 49噌 25 10 555

法人地主 在村地主 ･44割 .8 15 2 1 17占

不在地主 噂 .7

本市町村vc居住して本市町村以外VCだけ買収された農地を所有 していた地主戸数 221

〝 忙おいてだけ鹿地を物納した地主戸数 5

本市町村に居住 して本市町村に所在する農地を財産税として物納し,本市町村にかい

注 ) ｢農地等開放共耕調査｣ よb作成

表8- 1- 日 売 渡 を 受 け た 戸 数 及 び 面 積

(矢掛 ･三斧一川面 ･中川･′｣､田地区の総計 )

'＼､ 戸 数 ■i 南 棟

＼ヽ鴇 ゝ ＼ ＼現在 ~村内にある農地の売渡を受iけた戸数 I.篭 温霊 !売渡をう ∈ 村内VCて.売渡をう 村外から売渡をう 冨芸皇三言 闇 芝芸1けた戸数 iけた面横 けた面疎 ける自作地 ける′｣､作地面 横 申 凍

;自 5反未満耕相 58¢⇒ 1 画 1.4m 0.1㈹ 50ー9印) 1こ-4㈹

市架 監 計 占0 i! 5.a 7&5 4.014 0.7 19.之 0.7

町頂 5反 未満 150 1i,0 nl ?1.5 17.4

村 村5反- .町 224 4 1 '54.I 1.1 122.1 51.4

内 .集'1町- 2町 28 1 57 0.4 2D.2 7.占 .

…星雲l農市.gt居 5反未 満 170 285 n.一 188 417

ち反- 1町 4ム0., 1 110.5 il lO?_9 17一.5

1町～ 2町 51 I2 皇 9.8 0.4 12.A ー4_9

5反 未 満_JIBE- 1町 5一占 9 l 52.4 2.0 4.? ･79.5144 Il 44.0 1.4 25.a 5L8

1町-2町村 .現在不者 l現在在 ､ 22 J 7.5 9.A 8.7

7｣ &4

19 i(f 2.0

注) ｢農地等開放突脚 空Jより作Tl!;
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おいて矢掛町以外の地域のみで,出地を只収された地主戸数が非常に多vlのが,特徴的である｡
以上,みてきたように,敗戦という歴史的畔itJJにかいて強力VC推進された農地改掛てよって,寄

生地主的二.-.地所有が封除 され,自作地的土地所有が支配的になったわけであるが,在村地主にかい

てL･j:'焚付地保有は l町木浦ならば認め らTLたわけてあるから,その範開Vこおいて地主および.その

坪付地は残存したわけであるO矢掛町にかいてW,改革直後の戯地袋付状況および,惜入状況はど

うであったろうか.これをみることに上って,改革後も残存 した地主 -小作関係を把挺することが

できるわけであるotナ焚付状況を表8-1-17によって見てみよう｡

襲8- 1- 17 村内居住地壬の倣地甘イナ状況 (職和25年 8月 1日現在 )

(三谷 ･川面 ･中川 ･′J､田地区の総計 )

二_竺___｣
十----

-:;∵二二二二∴二二三二一二∴'∴
注) ｢典地等閑放薬殺調査｣エb作成

表8-1- 1 741,三谷･川面 ･中川 ･小爪各地区の総計である｡これによれば,改革後もをか

21戸の不耕作地壬の存在があD,寄生地主的土地所有が改革vCよって完全に在くなったわけで壮

ないことを示してV,るO (21戸のうち川fAfが半准以上の 11戸をしめてB･D,全鹿家戸数からvl

えば,それは2･4年にあたるが,その他の地区で6-[もっと低いと想傍されるO )経営規校では, 5

反から1町までの経営と, 5反未満の零細挫骨がほほ同数で,全地主数の90帝をしめてかD,轍

も経営規模の大きい層でも1･5- 2町で,わずか 5戸にすぎ75:いo

次VE表 8-1-18によって借入状況をみてみると.農地を借入している曲家の経営規模は･大

きくてl～ 1.5町であD , 1町以下の零細経営が 97卑近くで,圧伸仇 に多い｡借入面棚は2反未

満が大半をしめている｡これよb改革後規模内容を縮少しながらわずかVC残存する地主一小作関係

紘,階層的vc仏 領付借入共に,零細樺営層に圭としてかかわるものと7乞っていることがわかるo

また改革VCよって大幅に創設された自作殿も.改革が原則的vc-erl経常両脚 こVrt手を加えず･小作地

の所布枠の移転に終わっていることから,改恥 †ェの群ずt(･t蜘 面ffL-と改･Lf･L後√せ れとのJT畔 ほとんど

卿 ,EJIT'し､とみて,紺地の弄渡LをうけたnLやbtf･珊 -祝を乗 R- 1 -1 I,'J'-上ってみれば･ 5反
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◆ ∫ ■

襲 8- 1- 18 本 市 町 村 姓 地 の 借 入 状 況

(昭和25年8月1日現在) (川面･中川･′｣潤 の総計)

借 入 面 疎 広 狭 別 点~家 数

1反未満 l- 2反 2- 5反 5- 4反 4- 5反 5- 7反 計

憶者 2反未満耕作 78 18 I 96

2 - 5反 105 -100 55 5 245

5 - 1町 155 125 7占 42 8 1 585

1 --1.5町 7 9 i 2 ー 2 ! 27

1一5町 以上 ll

ET 525 250 117 49 9 5 i 755

他市町村居住者 12 2 t l'4

注) ｢戯地等開放爽掬調査｣よb作成

未鵜 あるいは5反-1町が多く,改革によって創b出された自作曲的土地所有が,すなわち零細

所有-零細経常として.たちあらわれていることがわかる.

次に,曲地改端佳行過程における訴原のもエリをみてみることにするo市町村点地姿見会の作成

した農地只収及び売渡計画番vc対して,不服のある地主及び小作人は市町村虚地委員会に対して.

異議a)申し立てを行ない,そこで為された決定について納得できをV,場禽 更に都道府県盤地委員

会に訴顧することができる｡これから取i)上げるの比,矢掛地区と山田地区(他の地区に関して比

較科が手に入ら'覆かっも )にかける,岡山腺炎地委月余に対して出された訴願の内容である｡

. 表 8- 1- 19 訴 願 件 数

｢こ...総件数 ll 地 主 側 か ら 小作側か ら 】令社 .法人 一団体 から l不 在 在 村 宅地関係 針

秦 却 25 2 占 7 15 A 2

容 認 12 ll 5I 0 7 10 2 0

江)矢掛･山田地区の ｢訴願にJ淵する軌l(昭和22年以降)エb作成●

矢掛地区の場食 地主層の内容が.他の地区と比べて少し特色がある｡それは個人在村地主 ム4

戸に対し,不在地主 75戸と･'他のほとんどの地区(山田地区は不明)が.不在地主が.1在村地主

a)2倍から5倍をしめでいるの忙比べ.不在地主の別合が樋概vt少ないこと,また,それでいて,

地去e).松戸教及び規模vc削(てQi･他の地区(山D]村は不明 )をすべて上回って･7;,少,矢掛地区以
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外VCだけmlJ.収された出地をFTTr有していた,'ifrL -,.tl.:Iわ♭,他の地区(′こ;[,･･いて不在地主 とTrる地主の

戸数が105戸もあることなどである. 衣 8- 1-19t.こかける総件数のうち,山田地区のもの比

10件し■かなく,小作側よb出された件数の8件は扱て山Efli地区のものであるOこれらをあわせて

考えてみると,矢掛町全体での階層別詐取件数を轟 8-1-19VEよって探ることは少し撫理があ

ることがわかるだろう｡

さて,衷 8llI19によると,や仕り地主側から出されたものが圧倒的で,全件数の 7割hJ上

を占めている｡そして過半雛 棄却されている｡全体をみても･÷ は棄却されて卦9,,｣･作側から

出されたものも,総件数 8件のうち, 占件が亜卿を受けてLJ,る｡また, 1人が何件かかけている勘

合が非常に多くみられ,総件数5 5件のうち, 18件が5人の人間によって泡されている｡在村地

主からの5件と宅地舶係の5件は同一人物のもa)であ1),他に宅地関係の 5件,5件,不在地主の

5件,小作側の2件杖それぞれ同一人物からLHされている()以下VE,訴願内容の代表的例と,それ

に対する裁判内容を簡卿 こ記してB･くO .

敗訴の内容 〔( )内と械 判理由〕 >

<不在地主か らヽ

B訴願人と′ト作人は親族関係V･CあD,相方とも月収を希ilせず,史に,訴願人の母比終始在

村しているから.不在地主としての毘収決鐙は不当であるO(母が在村 していても,所有

名義人が不在である以上.躍収は当然でも9,従って地主や小作人の恵志希望は掛酌され

るべきではない｡ )
l:_

<在村地主から>

U 訴願人は自作地 4反8畝を布す(i)で,小作地の保有は中央農地委員会の定めた耶和22年

5月 14日の岱示忙よる2町5反渉が適用されるべきであるから,r机 U腺炎地賓良金山定

めた2町,Jh･L･ま法的根拠がないoまた買収対価が一般諸物価からみて,安価であb不合理で

あることもJJrlん 本件鹿地の矧P(決定は不当である｡ (中央虐生地委員会rL)承認を待て,2

町歩(/C改定したものであるから,法的効力を有す｡環収対価紘規定tIこ従うべきもので訴願

人の申し立ては認められない｡ )

U本件彪地は訴願^VCとって常頗上必啓なものであD,また開梨希望者は自作曲ではないか

ら除外してほLv,0 (訴願人は被異収地以外に山林 2町歩程度を所有しているから,営鍵

上支障があるとは思えない｡また鯛布云々は則 q後,知事の頚任vcかいて適否が寓査され

るべきもので.5'i収是非の条件ではない. )

O本件虎地は昭和 20年 11月VC,小作人 と並地返還の契約をしたのであるから,出地改#･

の基準日以前vC,自作地になってかわ,/)､作地としての昂収は不当であるo(小作人は実

際は昭和2 1年 占月下旬まで年賓を払っていた為.鹿地改革の基準日以前に'自作地であ

ったとは認められTrい. )
I: ･･･. t･

<宅地開係>

O宅地の矧欧対価は自作娘‖LlE11′_;Lt,相 法r･:上って,時価を参酌して決定すべく規定されて
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いるにもかか-1つらず,趨淋'#岱市vcよって,対価を定めたのは不当であ9,皆示比法律を

改変する能力はない｡(宅地の只収対価は同法令vcよって中央地地委員会の定める遊撃vc

- よらなければならTrいと規定されているので,本件宅地の現収対価を農林省告示によって

定めたのは,定法かつ至当である｡ )

｡蝕地の場合は全面的に納得するが,宅地は虚地とは性格を異にするので,見収仕不当であ

る｡(借地人は経営面棟は必ずしも大きくないが,ほほ専業に近い出家である｡叉,その

任せするところは鼻糞地帯である｡そして本件宅地の上に払 明らかVC農家の建物が建っ

ているoこれらのことから月収は当然である｡ )

<小作側から>

凸本件鹿地は訴原人が10数年来′｣､作 してきたものであるが.昭和2D年 2月1占日vc当時

釦行長であった所有者から,仲介者を通じて返濃の要求を受けた｡訴願人は狩出であ9.

返還を森認すると'著し(生活に支障をきたすので,この畢双を斬 ったが,所有者は銀行

を辞職して21年 5月頃から実力で本件姓地に入耕した｡そのうえ所有老壮この点地返費

を串後において正当をらしめる為めに,自ら農地委員である立場を利用し,万事うまく取

9はからった｡従ってこの処置を不当なものとし,本件此地の見収を行なってもらいたい｡
(訴願人は昭和 18年以降,′｣､作料を滞納しているうk, 1カ月の猶予軌間をかいて返還

を要求された時,当時400円の作舟排は受けとっている｡それなのに訴願にてる孜どと

いうのは,まったく信義に反するものである｡ )

0本件頗地の所有者は槻争後一時在村したが,現在Qj:不在であるから,本件島地について毘

収計画を定めてもらい7tい｡ (所願は行政処分が存在する場合に,これに対して不服をも

のが提起することができるもので,本件のように出地買収計画の定立を要求する如きもの

仇 訴願として認められない｡ )

<社会 ･同体からゝ

C本件曲地は当会社が工場畢務所a)建設敷地として,使用目的を変更したので,環収計画を

除外してもらいたい｡(建設計画は･なんら具体性を有せず,目下の情勢下vcかいては,早

急実施は困難であると思えるので男収は成立する｡ )

｡本件出地壮神社の神田と称 していたが,昭和 ,4年玉島裁判所にかVlて,部落民 59名の

共有地であるという判決を受けたので,神社所有鹿地として買収を行なうのVj:不当である｡

(形式上は一所取入の名儀vc在っているが,元来この点地は神社の神田であ9,また,覗

在その/ト作料は神楽弘 部落丑にあてられているので,月収は不当ではない｡)

勝訴の内容

<不在地主から>

qそれ7tで訴願人は自作してVlたのであるが.昭和25年春,医師を開菜,家族とともVC岡

山市VC移-たため･本件曲 也を他人vC耕作させているという理由から.不在地主 として買1t.

収決定が為さhたが･′J､作人は思かす.日周人夫として使用人を使っているにすぎないか
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ら一買収は不当である｡(調査によるJ･,任)fj八g:1日当をJiえられるEf原契約のもとに.

耕作している･ので,′｣､作地とLてiJ:収 した ことU.適当でなく,欄 人の申し立てを容認す

る｡ )

<宅地尉係>

U盛業に関係のない商家を見上げること仕妥当では.lhLrl｡ (ね地只収に附帯して宅地を月収

する場合には'その使用者が良基を営んで甘(),かつその上VCある建物が兵家らしレ､もの

でなければならない0本件土地の借地人は,鹿耕地 5反あせDを耕作しているが,本業は

綿打某とみるべきであり,かつ,本件土地にある槌物は.帯締に面している町並びの建物

であって,一見して商家とみる他viないO従 って只収には相当しないo )

<小作側から>

u本件鮎 也について,所有者が掘出した小作契約解除の許可中誠kt不許可となっている｡従

って本件戯地壮訴願人の小作地である｡そうすると所有老壮規定の′J､作地の限度を租過す

ることになる｡超過面横の部分を昂収するVC当たって比 地主が取上げによって不当に耕

作している本件点地をまず只収すべきである｡ (訴願人の請求比もっともで,これを存監

する｡ )

幽地改革は全国的vc~.!めがれをいもOI)として.地王の寄生性を否定 し,その没落をもたらした｡

以上みてきたことによって,矢掛町vEあっても,それは充分うかがえることである｡戦前vc比収穫

高の半分VCも逮っしていた高率現物′J､作料が改革に上って法的(,E低審金納′J､作料vE転化され,改輩

後も残在した地主: ,｣､作関係にかける地主の屯均は以前とは大きくくつがえされたo

c) L'A地改革後LDh_民層の分解

以上にかけるJ:うな出地政軍を-て釧b出された寄生地主的土地所有の排除-自作曲的土地所有

の形成が, 改革以後現在t,こ至るまで,どのエ)に暴騰していったかを,自′J､作別鹿家数の増減,経

営桝地規模別鹿家戸数の変遷の動向をどをもとにしてみてみよう｡

凄 8- 1- 20 日 ′J､作 別 農 家 戸 数 の 変 述

単位 戸 日 内は帝

自 作 自 ′J､ 作 ー 小 自 作 ′｣､ 作 雷†

大正 1 (24.7) (50.8) (24.5) (100)

8 (25.8) (5dLS) (l97) . (ー100)

昭和 1 (2a2) (52.9) (18.?) (100)

25 2.029(59.2) 1.15ム(5i7) 18占(5.4) 55( 1,6) も42占(100)

55 2,258(占7.0) 950(27.6) 15占(4.0) -4-4( 1.5) 5.5占8(100)

40 2,194(占85) 8占0(2A,8) 125(ま8) 29( 0.9) 5,214(100)

荏 )大正1-昭和 一年 ｢現勢凋奔沖｣. Ji和 25- 45'LF ｢世界農林業 センサス｣より作成



襲 8-1-2 0にかいて,大正 1年からn/d和1年甥では,山田一失JJL.小田,矢掛地区の削合で

あるC これによると,盛地改連によって決定的にもたらされた自作曲化が,以後原調に進行してい

ることがわかる｡昭和 40年から45年にかけて自作曲家qj:,ほぼ 5割近くの伸びを見せているo

そして自小作農,小自作曲.小作品も出地改革以後,除々VC減少して,昭和45年には'それらす

べてを合わせてわずか5帝にすぎないものVCなっている.また同年の/｣､作面相は約 12haで'これ

雌 常総耕作地軸 帥 すかa7秀であるo戯家戸幣の上での割合よりも鯛 のうえでの蕃蛤 の方
がこのよう(̂=ずっと使いのqi,一戸当たDの平均′｣､作画機がきゎめて少ないことを示しているQ小

作地をもつ捜家の一戸当9,｣､作面樹は 1反5畝ほどである｡Lかし今私 これらの兵家が小作地を

見い上げて自作化することは,昨今の地価の値上がれから育って,たやすいことでid:72く,むしろ

自作曲化するとしても,それらの出家が小作地を手離すこと,すなわち地主側の土地とbあげの方

向で進んでいくとみる方が薮当であろう.碇営総鹿家戸数の減少が続いているのは,離虚化が進ん

でいることを示してかD,その前段階としての経営規模の零細化も翫みとれる｡ともあれ農地改革

を起点vc所有と僅常の一本化が進行してきたわけであるが.次に経営規模BrJ鹿家戸数の動向を見る

ことによって,その内等を検討してみ.1うO

襲 8- 1- 21 経 営 耕 地 規 模 別 段 家 戸 数

()内は 帝

5年末構い 反～ 5反 5反- 1町 1町～ 1.5町 1.5- 2町 2町以上` 計

昭 28 745(2 2.0)恒 9(24-.8) l,598 47.1) 198(5.8)Ilo (0.5) U 5.59O

I.51 755(21.9m -Ds.r(24JO) 1.占28(48.5)i.8.(5,) A (0.2) l(0.0) 5.55占

55 789(25L4)巨 35(2l.7) 1.占20(48.0) 22占(i.7)い D(85) 0 5.578

40 709(22;,)巨 .5(22.5) 1.556(47.8)l248(15)12 (0.4) 2(a.1)い さ,4.

荘) ｢岡山腺市町村勢贋覧｣.｢世界飽林尭センサス｣によE)作成｡

黄8-1--21をみると,昭和 28年から51年にかけて5反末梢の零細蝕象 及び 1町- 2町

0:,中経儲層以上の鹿家は滅少し, 5反- 1町屑が増加し.ているOその後, 1町以上の中経営層以上

は:, 1. 2の例外を除いて徐々にふえているが, 5反末梢の年細魚僧は昭和 55年以降も.観少を

続けている｡これは改迎以後の自作曲が一部の上層を除いては雪弱孜等細腕 常にすぎず,農薬だ

けで充分に経営と,州L5-を続けていけるだ_けの年産条件が確立されていないという状況の中で,下層

出家は氷菓化 あるいは姓地の売却を金線をくされていよいよ等細化し,ついVCは経営廃止に至れ

他方中縛営層以Iは経常の不安定から逃れるために,少しでも経常の拡大をはかって自作地を買い

足していったということを意味してほい]ないだろうか｡昭和5 5年以後 5反- 1町の中濃層が減I

少し,加わbVC5反～ 5反の中温層が増加しているZ)紘,すなわち中般厨の経営の縮少と読み取れ

るo壌lJJ後のJi生民鳩分解のノミターンにかいて,矢掛町k現われた分岐点は -町歩で奉D,その上部
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を受け もつ中農屑)/;1上払 ど;J守'1:とってすrI.,耗常総殿家戸数の8多忙も満たないこと,そし

て上層増,下府減という傾向rLt.臼4=此度の描且的弱きと,不安定さを反映したものであるといえ

ようo以上みてきたように,改革後の地毛Jrtの乍解比 一方で壮自作化のitE行する中にあって,経

営規模の抑少という形で現われてさてかD, これは次vc述べる氷菓化の進行と綿密に結びつくもの

である｡

(松 岡 文十 )

_Z1.I,.-



>

2.鼻 業 構 造

(イ) 土地利用の変化 と戯地転用

矢掛町における土地利用の変化をみると,襲 8-2-1エ9,田や畑の面棟には,それほど大き

な変化はみられないが,-毛田は年 増々加 し,ニ毛田は逆に減少しているのがわかるOまたこの一

年間,稲を作らなかった り,全 く何も作イ寸しなかった軌 及びこの一事間,全く作付 しなかった畑

の面嶺の急増には苦しいものがある｡果樹園面硬も一 ･二の例外を除けば,全般的にみて押少して

いるように思われる｡

表 8-2-1Vi,昭和 55年鹿を100とした時の昭和 40年度,45年度の割合を示 している

が,例えば山出地区V)地合, この一年剛 伯を作らなかった田の両便は,昭和 55年度 100に対 し

て,昭和40年度5286.9, この-年間全く作付しなかった田は,昭和40年度9400.0というよ

うに,極めて異常な変化をみせているOもちろんこれ払 山田地区に限 らず,矢掛町全域に見られ

る現象である｡

それで綻, この田や畑として利用されなく凍った土地はどのエうな状態にあるかみてみ よう｡

これらの田や畑の多 くのものは,iB･地転用きれることになる｡典地法第 4条.5条転用許可申請

啓をみると,-毛田,二毛｡],普通帆 果樹園などカ5宅地 ･工場敷地 ･作業場 ･倉庫 ･駐車場 ･山

林 ･原野 ･土の採取などの目的のために転用されている｡ この場合,転用される前の利用状況は,

二毛田 .普通畑が圧倒的に多いことがわかる｡これは表 8-2-1の二毛田の減少や作付 しなかっ

た田や畑の急敵を増加と大きな関係があると思われる｡

.曲地法第 4粂 ･5条転用許可中綿酌 こ出されたものから,矢掛町の地区別の転用件数をみてみる

こと忙しよう｡

矢掛町の股合,襲 812-2上D,約 4条で仕,附和 46年がピーク,窮5条では.(昭和 48年

以後の托料がないので明らかではないが )昭和 47年が,この4年間におけるt='-クである｡4粂･

5粂合わせた総数でみると,昭和 47年匿がtf-クである.岡山県の場合をみると,表 8-215

エD,昭和 45年藍がピークになっている｡

この速いは,どこから生じて来るのlfろ)かO

矢掛町では,昭和 59年 ｢矢掛町企業誘致条例 ｣が施行され,企-BLに対 して渉菜的始後5ヶ年を

限度として,奨励金を交付 したD,その他の狂助を行うことを決めている｡奨励金の交付に上って

同定染渡税が免除されることに-&るので,これは企革を保護するものであった｡

=業誘致という都市的なものVC,米作範換の賓諸も加わって,虎地転用は:上b進んだのではない

だろうか｡

衰 8-215上9,昭和 44年から職和 47年までの4年間vc,第4条に関する転用が589件,

第5条に関するものが 448件,矢#I町にかける総数は 1.055件と大きな数字を示 している｡舞 8

-2-2上9,矢掛町における昭和 44年度の転用件数は.第 4条 ･5条合わせて220件,昭和

45年度は214件.昭和46年度は 255件,それに対 して.声 8-215エD,岡山県にかける

転用件数は,昭和 44年鑑壮 15.029件,昭和 45年度は 14,086件,昭和 46年度比 10.554件
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表8- 2-2 矢掛 町 に かけ るi:･i地 転 用 件 数

ド-｢ ~-lZ5条 .I
S.47 !S.44 S.45 S.H lS.Jt7

8 18 l 14 25 52

1 1 1̀ 5 51

5 4 15 2 5

2 1 ■1 1 4

8 24 22 ll 54

5 0 2 5 4

4 7p 15 5 18

14 1 2 1 4

1 4 1 9 7

ll 17 ll 2 9

7 4 4 9 21l

1 15 4 4 24

5 15 1 1 2

1 D 4 5 10

1 4 0 占 7

□ 0 1 4 9

5..44 S.45

10 16

5 2

5 9

10 1■421

d 7

5 5

44

5 5

)I 5【 5

占 2

1 5

6 7

ll .15

8 1

0 5

0 0
｢ て 亡⊂ 亘 ｢

衷 8- 2-5 矢掛町のET.E地転用件如

S.44- 47 (単位 ･件 )

任 ) 葬 8- 2- 2エ,;)

荏) 凸地法第 4粂 15簸転用許町申謝辞に上る
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である｡ということは,矢掛町の転用件数の岡山県における転用件数vc●対する割合は,昭和 44年

度が約 1.7帝,昭和 45年匿が約 1.5%,昭和 4む年度が約 2･2啓ということになる｡また',転用

された南棟拭というと,襲 8-2-4(転用許可申書沖 を整理 した値であるが )のエうになる.

表 8-2-4 矢掛町vcおける出地転相面疎r単位J )

暦 壷; 田 )畑

4粂 S.44 l Z1.155 9,108

45 1.5,050 27.722

46 22.558 17,840

47Ii 21.225 _18.525

5& S.44 24.178 55,005

45 50.802 15.145

46 26.660 24.552

荏) 戯地方第4条 ･5粂転用許可申請8より作成

襲 8-2- 5 岡山保における典地転用件数 .面棟

総 数 (4条 .5粂 )

処 理 件 数 許 可 面 横 (ha)

許可件数 不許可件数 総 数 田 畑

暦年 S.45 10.454 4 625.7 4占4//1 80ad 160.422ム5

S.44 11029 18 891.1

S.45 14.088 4b 1,055,1

旺)･r故地の移動 ｣(拙林省典地局管理部鼓地諌 )vc上るO

この上うに故地転用せざるをえなくなった原田を｢魚地法第 4粂 15-粂転用許可申甜苛 ｣の転用

理由から調べてみると,

a),急傾斜地でも●って,隣接地は山と竹やぶであD,近年特に野猪d)故事が甚大で,作付不能地 と

なり.労働力投下V'Cともなう採井がとれないためo
I

A)･山林vc接しているため日当たDが悲く･また竹やぶが繁茂 して新作できないたや｡

ど),老人では耕作不便のためと,老齢で耕作不能のため｡

主に以上の上うな理由があげられ.排作するに仕不利な土地であること,猪の硬等,労力不足な

どのためVC.採算がとれず,点地転用にふみき.?ている07fた,以上のことにつけ加えて,もっと哉
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極的な理車をあげているものもある
｡
例えば
,

i).
倉庫.土壌･木材債湯などを作るため｡

Ji)
.
家を新車するため
｡

iill士の採取のため｡
以上の上うな理由がある
｡

それと言うのも,
採井がとれなV'た玖思い切って
船出を転用して宅地にしたり,
農糞のみでは生

活が困難をため
,
他の仕事を始めたb(例えば,
放物工業･養鶏･家具裁遺業などであるが),
あ

るいは,
土地を売って
現金収入を得ようとしたのではないだろうか｡

なお
,こ
れ忙は米作転換の要請なども少なからず,
かかわっているものと思われる｡
矢掛町vcかける敷地転用の内わけをみてみると
,
衰8-2-6より,
農家住宅
,一
般個人住宅と

も昭和45年匿
,46
年度に比べて
,
昭和47年度には大きな変化がみられる
.
また.
住宅敷地総

数をみても,
第4粂･5条とも,
昭和47年度には急散な増加がみられる
.
特に第4条では農家住

宅の増加に
,
第5条では一般個人住宅の増加に著しいものがある｡
植林は年々しだいに増加していることがわかるO
とV'うことは,
企業誘致という都市的なものと,

全く反対の植林という農業的をものが,-
楯に進んでいるというおもしろい現象があらわれてくる
｡

しかし,
これらの相反するものも
,
農地転用という点から考えると,
同じ方向に進んでいるのでは

ないだろうかD

それが昭和47年度をピークにして淑少しでくるということの原因のひとつに,
野菜を倉敷に出

荷する上うに夜D
,
連邦農事から近郊鼻薬へ変化したことカ叩係しているので什ないだろうか｡

また
,
昭和47年に矢掛町開発車羊の調並に四する条例が出されたことや.
昭和45年から昭和

46年にかけて｢水田転閑についての農地転用許可に関する暫定規準｣が出され近年住宅･工場

等の用地とするため
,
土地の需要が大とな9
,
1た,
米の需給事情の捷和にともなって,
その生産

調整を進めることが繋急の課鑑となっているC

そのため,
集団的佳良農地や土地基盤並価か華を実施中の農地など比,
第-種農地として,
原則

的に許可できをいとと,
単なる東亜保有や転売,
投機などの目的で水田を取得するのは認めないこ

と
,
用排水･被寄防除について周辺にできるだJけ悪影響を及ぼさない上う配慮することなどが決め

られ
,
典地転用の急増にブレーキをかけたもq)と思われる｡

そのために
,
昭和47年度tで増加してきた農地転用も,
その後
,
減少
､
していくのではないだろ

うか
｡
表8-2-7の
矢#町の地区別転用目的の内わけをみてみると,
昭和44年から昭和47年まで

の4年間に
,
山林に転用されたのは第4粂･5粂合わせて155件で,
乗川地区を中心にして山tt)

地区
,
三谷地区と続いている｡
東川地区で牲上市末,
下高未
,
内田に多く
,
山田地区では中
,
畢山

田などにみられる
｡

1た,工場
敷地をみると.
全地区では256作で対日地区
,
矢掛地区
,/
｣､田地区に多くみられるが,

他の地区との差はそれほど大きくない｡
矢#刑こ全射て=菜が広がったことにTrるOこの
勘合
,
外部
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襲 8-216 典地法萌 4粂 ･S条の梢合の免地転用 (単位 1̀･) (矢掛町 )

▲_･.lTI

4集 5粂

件 数 EEL(叫 畑 (句 計 (Q 件 数 田 (a) 畑 (～ 計 (Lや

農 家 住 宅S.45 .I.I..-.ST 5lLIL 9 14 2 2 5 7

S..44 5 5 8 ll I 1 5 ■0 5

S.47 24 24 56 占0 12 占 0 dl

一般個 人住宅S.45 5 5 9 12 2 2 254 4

S.418 2 4 2 占 占 18 18

S.47 占 18 0 18 ■ 42 9占 ー15~0

住宅 敷地総数S.45 占 8 18 2_占 4 4 ■754 ll

S.48 5 7 10 17 7 25 25

道 路 そ の 他S.45 I 1 D 865 】 0

S.46 2 41 41

J-. S.47'L 45 '512 575

植 林S.45 ･:､4 ._D: 55 55

S.46 7 ,95I 57 150

5.47 15 ■95. 81 174

総 数S.45 14 10 79 89 14. 48 52 72

S.48■l 15 ･154 155 289 14 172 122 2■9.4

J･I;､ 5ヽJ.

-594-



から入ってきた=場もあるし,鼻糞をやめて新 しく放物=業 .家具製造業凌どを始めたものも含ま

れ,そういった=場や範材偉観が増えてきている｡この･%合,=場敷地の中に含まれるもの技,作

菜壌 ･賢材齢場 ･材木僚壌 ･乾免娘 ･鶏舎などであるo

表 8-2-7からみると,宅地は.第 4魚 ･5乗合わせて560件で,山林や工場薮地に比べて,

その数は著しく大きいものであるo

そして,地区に上って壮士の採取がさかんで,総数仕 77件,そのうち三′谷地区が 61件をしめ

ている｡三谷地区の場合,横谷が圧倒的に多 く,東三成などでも土の採取は行われているctれ

山田地区でも,中や里山田キビで行われている.

公共施設 24件は,変電設備 ･ライスセンター .学校給食センター ･病院 ･鉄塔敷地 171-ル ･

レジャーセンクーなどで,その他 1占4件は,神社境内 ･私道 ･駐車場 ･店舗 ･水路 ･物健 ･倉庫

などである｡

このように,地区に上って転用に特色はあるが,昭和 47年をピークにして,島地転用が増え,

その轟には前に述べた上う凌事情があったわけであるが,農地転用の鮭果,経営規模も変わるだろ

うし,盛業の老齢化,そして兼業の増加など,また新 しい問題が生 じてくると思われる.

T
.･l1

'
l

L
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(｡) 土地所有権の移動と共著経営

｢般的に言えば,峨後-Hしてふえてきた耕地血棟pi.経済が高匿成長に壮いった昭和 35年を

境に滅b初め,その後年々わずかずつ淑 b続けているOそQr)理由としては言うまでもなく工菜用地

や宅地-の転用が増加したから1_Jが,それ以外に労力不足に上る耕作放棄や,暁畑切替畑を再び山

林へ転用することに上って耕地が渡っていることもJy.のがせfl-い草実である｡そのBt地に関する法

律として魚油法があるO現在の農地法は吸後の 194占年から5C年にかけて行われた典地改革の

基本精神である自主銀民主義を維持し.地主制圧の軌 ～を防ぐ目的で, 1952年vc制定され｢｡
1

これにり 農地の巧貸他-tきびしく制限され最古では自作農が全鹿家の80多を占め,全耕地のう

ち′｣､作地はわずか 5留程度にとどまっているoLか しわが国の典薬は近代化がL､くれているうえ,

貿易自由化など国際的な環境 もさびしさを増 してお り,経常規模を拡大して生産性の向上を努める

ことが急務となってきた｡これに対応するため現行法を改正することにな9,土地の効率的な利用

を図9.戯地の権利移動の制限を大幅把捉和し農家が経常規模を拡大することを容易にするなどと

いうことせ 骨子に 19占9年 2月農地法改正案がだされた｡そして先軸の統勧化に上る姓茶経営の

規模拡大をめざしている｡

その虚地法のうち,土地所有権移動に関する条文として必地法 5条と20条が如 デられる｡

5条に払 出地7tたけ採草放牧の佃利移劫の制限について述べたもので. 20条は比地または採

草地放牧地の賃貸借の解約等の制限について述べたものである｡

赴地法第5条にエろ訊渡歩由別譲渡件数を調べてみると.次表 (8--･2-8, 8-2-9 )のよ

うVC区分される｡譲渡件数では (全l乳 岡山県,矢掛町と頒日に多少のずれがあるため,直接比救

することはできない )矢樹町の鵜合.昭和 4___4年が最高で18占件, 45年は 152件, 48年は

155件, 47年は 145件となっているDそして 44年～ 47埠の間では44年が聴高でその後

上下の波はあるけれど年々滅少の傾向を見せているo全国及び岡山県の場合もヤ比b昭和 44年が

45年から4占年の間では最高で,年々狭少している｡理由として一番大きを比重をしめるものは,

相手側の要望ということで, 44年VC牡 58･9卓,45年24･4飾, 4占年42･占多. 47年 50･

9飾とその割合を大きくしている｡贈与を除くと次に労力不足ということがクローズ712ブされる｡

全国,岡山県のパーセンテージに比べると矢掛町では低い数字になっているが,その削合は年々高

くなる傾向にあるO廃軌 転築,桂･P,･崩小ということが全国,岡山県のと比較してずっと低い数字

をあらわしていることは,失#町 の盛業が経営規椀藤小をあまりせず,米菓化へ進んでいったので

抹ないかと思われる ノ ( 図8｣2-2) 群集,兼巷化 ということV.上昭和 55年から45年のセン

サス資料上Dとカだしてみると,この 10年間にひどく進んでいる｡ 55年～ 40年の5年間にお

いては専選が著しく減少し,第一種非業戊家 (亜美を主とする兼業姓家 )がしだいVr一増加 した｡し

かし40年～ 45年の 5年間においては,第 2凍兼要農家 (nt妥以外を主とする凸家 )がすごい勢

いで増加し.専業虎家は 1割にもみたなくなって来ているOしか し鹿家が鼓地を持ち,しかももっ

と多く持ちたV､と望んでいるのは.自分の生指を守 9,栄えさせたいという欲望があるからだろう

けど最近は見地を鼓繋生産の基礎として有利に運営し上うとVt.う以外に,多分に資産保有的な意味
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ぁいが強TfってV'･ものではTrいすごろうか.戯菜人口が流出するの忙あまb典地が移動しないのは鼻

糞から他産業へ転業した人の働 き先が比較的不安定だか ら必家は解席や老後に備えて最低生活保証

を確保するため任地を手推さないということが,ひとつの原因となっているoそれ以外に最近は盛

地転用に伴って越地価格が高 くなるという現象であまb姓家は土地を手離さないということがか プ

られるo趣地の流動がどういう階層の間で行われているのかを調べてみよう｡

階層間での良地の動き 売Tl曲家の性格を調べてみる｡(図 8- 2-1,衷 8-2- 10)

昭和 44年においてW..拡大戯家の中心は 5反未滴とLJlう零細戯家で,約半数の47･4率をしめて

いるOその反対に縮小鹿家Id.5反未満の階層ではなく5反以上 1町未満の階層が中心で, 62戸

(46.6肇)であるDしか しどちらにしても1町未満という零細出家が売買の中心で,机大歳家,

縮′｣､趣家のどちらも90率程度 しめているO

昭和 44年

拡大典家

縮′ト曲家

昭和 45年

拡大出家

肺小出家

昭和 46年

拡大戯家

粕′ト鼎家

昭和 47年

拡大地象

縮′ト出家

(52.4) 54｣ (57.1) dD､､＼

図8-2- 1 耕地両横が増猟 した鹿家の性格一経営耕地規模別構成一

昭和 45年では昭和 44年とは少し性格がかわってきている.拡大患家の中心は零細でれあるが

5奴以上- 1町未満の階J酌 ;中心とfrってきている｡拡大出家vEおいて. 5反未満は 47ld‰ 5
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表8- 2- 10 耕地 面秋 が輔渡 した農 家 の性 格

一経営耕地規模別柵成-

(5反未満 )

昭和 44年 昭和 45年 昭和 46年 昭利 47年

拡 大 出 家 65 54(52.4) 58 27(47,4) (29.5) _(21L )_

桁 小 拙 家 59 50 52 45

(5反以上- 1町未満 )

昨拝口44年

拡 大 鹿 家山 --665..呈,fJ ,." ,

(1町以上 1.5町未満 )

昭和.46年1 昭和 47年

(51.9) (54,9)

二二壬二二二
反以上- 1町未満qi41.8動 1町以上～ 1.5町未満仕 1114肇であるOこのことは少しながら出

家が規模拡大をめざしているということでV,tないか と思われるQ

昭利 46年では,拡大出家の割合の変化がみらJlるo今1であせり変化のみられなかった 1町以

上の経営規模を持 った出家が経営規操拡大に動いているということだO拡大地家 129戸のうち1

町以上というのが 24戸 もみられこ｡そ して5反未満の鹿家の拡大 というのは58戸 (29.5解 )

である｡しかし一方で01麻小曲家 も5反米柄か ら5反以上- 1町未沸vr_移っている｡ しか しながら

昭和 45年からみられている規模拡大の戯さが,昭和 46年に比やや推 し進められた形 となってあ

らわれてきている｡

昭和 47年L･,Cおいては,46年 とT='いたい同じ1うな傾向をみせている｡拡大拙家においては,

5反末梢が27戸 (29.7% ), 5反以上- 1町未清が 50戸 (54･9多 ), 1町以上- 1･5町未

満が2戸 (13.2解 ), 1･5町以上- 2町未満が 2戸 (2･2多 )となってレ､るo鮒′｣磯 家は,9割
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1)再選B生家,兼業裁家の割合の移 bかわD

o lO 20 50 40 50 占D 70 80 90 18〔虜

2)専業曲家,兼業出家割合の変化 (斐川)

5)尊繋兵家.発車農家割合の変化 (矢掛 )

昭和 55年

昭和 40年 .

[I

昭和 45年

4)卑菜鹿家,兼業盛衰割合の変化 (小田 )



5)専菜LHi宗,難業姓家割 合の変化 (山 f])

1 6)専諾鹿乳 兼業出家割合の変化 (三谷 )

nLJ和 55年

昭和 40年

日脚U45年

｢｢

｢二二~三 二__ f≡≡≡≡≡∃

｢:T二三三三二二~三l

- 1)専業鹿家,兼讃戯家割合の変化 (中川 )

8)専業飽家,米英段家割合の変化 (Jl価 )

昭和 55年

昭和 48年

昭和 45年

荏) M It5:055
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表8-2-8 矢 掛 町 津 渡 歩 由 別 譲 渡 件 数

甘 言 - そ こ S.44 S.45 S.4占 S.47

5.■経 営 縮 小 5 1.占 5 5.8 - 1 0.7

占.労 力 不 足 19 10.5 ll 85 26 21 14.5

8.就 業 不 能 - - - - -

9.部 署 柴 庭 1 0.5 1 口.■8 -

12.冠 婚 串 - - 1 0.8 -

15.土 地購入 焚金 . - - 17 12.9 -

16.災 署 に 起 因 1■ 0.5 1 口.8 -

17.分家相続 焚金 - 2 1.5 -

16.-般生活 資金 5 1.占 - - 2

19.相 手側の要望 72 58.9 55 24.4 ldd 42.6 74 50.9

20.贈 与 に 上 る 42 22.9 1由 15,占 28 18.1r 55 22.8
21.そ の 他 11 5.9 5 2.5 - k 1 0.7
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強が 1町未満蝕家でしめられているD

.I tJ,-

～.EJ

以上のことを相瓢鼠でみてみる己とにする｡匡l8-2-5は柾に受手つま.b拡大出家,横に渡手

つまb冶小曲家をとっているD

昭和 44年に斗いては,.鮫でかこんだ④㊥の中心つまb拡大の中心は大きく言って2カ所, 5反

未満の軌 5反以上- 1町未満の屑となっているoLか し45年, 4占年といくうちにその線分で
暮一

囲まれた形は横長の楕円形からだんだん健に超きてきてしだいに立った形になってきている｡つま

り蔽′J蛾 家の規模は下層部に,拡大良家の規模は｣二億部にということをあらわしているO

また図(812- 4)では縦に拡大後の面耕,横に拡大前の面桝をとってあらわしている｡線分

で囲まれた滞円形は‥44年と47年を比べてみると47年の方がエb上部にきているOつまり前

者と同様規模拡大の波は上り上層部に進んできていることをあらわしている｡

ま と め このエうに高鑑成長の中で良家はそれぞれの条件に応じてかわっているが,そ

.の中には緯督耕地をふや し,経営規模を広げている曲家もあるCつまり僻 口44年では:土地所有権
の移軌の中心は5反未満であったが,その後LTLJv'忙拡大良家つまり移動の中心は上層遊家に移っ

てきたoLか し一方 1町末梢のうちでも, 5反未満の出家の増加もみのがせをい｡(図 8- 2- り

大正元年 37･.5卵 相 和元年 45%,昭和 45年 45･5解と削合をふやしている｡経営観喋拡大を

希望_するL:B家も少しずつ増加する反面この動きもある｡拡大する出家は強襲化,そのうちでも第2

祐乗芋化の進むなかで専業としての漫家への道をゆっくbと歩いているが,一方貯 き化の淡の中で,

雅男化への道,規模酪小の道を歩いている旗家もある｡経営階屑の分化は有力な蔦民が新地を広げ

て姓)a,合理的を大規模経営として発展 していくのが本当であろうが,日本の零細農新制 という虚

芋欄迫や,不安定夜来選曲家の滞留という舟件のもとで帆 耕地の流動性 も小さく経営規模拡大の

動きは非常に弱い｡矢掛町の場合も例にもれず拡大の赴きは非常に弱いものではあるが少しずつ徐

々にT･はあるが進んで農民階層の分イヒも進んでいっている上5忙思われる｡

(牧 野 睦 子 )
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1 (町) (使手 )

図 8-2-5(その2)受手と渡手の経営規模の柑姻 係 〔B'45･5削 り(相続は除く)〕
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2

(町
)

(受
手
)

0.5 1 (町) .(渡手)

図 8-2-5 (その5)受手と渡手の経営規模の相㈱関係 〔S4d･5条より (相続比除く)〕
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千1町 ､_＼＼＼

裁家政の或る率をさしひいたもの

鹿家叔叔 55年～40年 -4･9飾

40* ～454-･ - 4,4%

左 6.5 5-S.40年

右 S.40- S.45年 (農林業センサス )

図 8-2-5 経営耕地規模別にみた兵家数の増減

･-411-



大正 1 5 10 15昭和 1 55 40 1 45

1.28058.9 1.185 59101.028L55.01.55占47.41,62048.81.556l47.8!1.45748,8 5反以上-1町未満

105 5.2 14占 7.5 97 5.0 218 7.5 25占 7.t] 251 7.8 255 7.占 1町-2町

図 8-2-a (その1)経 営土地 両横 の変化 (矢掛町 )

1lr.-..Llr+1
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5反未満 81.5 61.5 5?_4 5a5 60.5 5a1 56.0

5反以上- 1町未満 18.0 55.4 5.7.4 58.4 55.6 55.7 57.1

1町- 2町 n.5 5.1 5.0 2.9 4.1 占.C! i.5

図 8-2-占 その4 経 営土 地 面横 の 変化 (矢掛 )
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B.51 55 40 45

昭和 1大正15 55 41町 45

5反未納 41.5 5占,4 56.6 57,0

5反以1-1町未満 51.4 48.7 48.0 50.8

1町-2町 7.5 14.9 15.4 12.2

2町-3町 D 0l O 0

図8-2-占 (その5)経営土地 両税 の変化 (三谷 )
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大正 1 5 10 昭和 115 5 55 ｢ 40 45 一.

5反木浦 19.5 57.6 57.4 2?.2 2ム7】I 55,0 51.5F 54.5

1町～ 2町 1.9 5.4 2.a 8.8 a5 7.i 7.? 7.7

図 8- 2-6 (その2)経 営 土地 面魂 の 変化 (美川 )
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大正 1 5 1 18 J昭警 三 5 10 15 55 40 45

5反未満 12.9 15_8 34.2 55.6 35,? 1 42.4. 42.1 45.7 41.4 44.5

l5反以上- 1町未満 86.占l8.a.7 61.1 62.4 dCI.5 48.6 49.6 489 49.4 47.2

2町-3町 0 0 0 0 0 0 0 ロ 0 0

図8- 2-6 (その5)経営土地 面僕 の変化 (山田 )
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5反未満 24.5 ･25.8 57.6 4■5,口 51.∩ 48.2 48.∩

反以上- 1町未満 54.4 58.1 ･52.4 44.0 4ー4I.4 45.-2 44.4

1町-2町 2a8. 181 ll.0 ll.0 4.A 6.占 7.6 ]

隠 8-2-6 拝 の6)経 常 土地 面珠 の変 化 (小 田 )
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5 10 55 40 45

昭和 1大正 15 5 10 55 40 45

5反末梢 74.0 占4.5 54.5 51.2 55.4 55.2

5反以上- 1町未満 24.5 22.9 4 t 9 ] 47.2 145.2 45ー1

2町～ 5町 DI 0 0 0 D 0l

図 8-2-占 (その7)経営土 地 面横 の変化 (川 面')
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肝

川

什

山

[
日

日

〓

=
=

S55 40 45

畔和 55 40 45

5反未満 42.2 42,6 4占.占

5反以上- 1町 未満 5口.4 50_7 45.5

1町-2町 7.4 4.7 7.9-.

2町- 3町 0 0 0

図 8- 2-a(その8)経常 土地 両横 の変 化 (中川 )

注)
-41?-
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ケう 果樹 ･工芸作物 ･輩表の盛栄

a)孝義について

矢掛町の蓉頚粟に入る前に全国的にその枕観をみてみると,経済的に占めている地位が商いこと

がわかるO開港以後外貨独得に偉大な功練をあげ,鼠家犀辞の大数源となbつつあったことはエく

知られている｡従って蕃奇凱 元来壷易を主たる日額 として柴え換 た産業である｡ところで明治

時代の世界産甑は 2万 トン台であったが, 5万 トンを越える忙散 ったのはわが国の増産のためであ

る｡

衷 8-2-11 世界生糸簸餌

42,161 45,245

6.165 4.457

5,408 2.855

1.59占 2,12占

55.194 5占.71占

(昭和 18年 日本国勢図会 )

日本が大将増産 したのは一に米国の消費が肝盛になっていったためであ9,その輸出の割合は表

8--2- 12に示す通りである｡

泰 8-2-12 わが国の生糸の生産と輸出入

生 産 輸 出 輪 入

大正 1 157 10.2千七 149.7盲万円 7.8Tt114.8盲万円
1u 25.4 15,7 417.7 14,9 594.5

昭和 1 54.1 2占.a 7.54.1 -~25.7 7〔)♀4

5 42.A 28.6 419.1 2占,9 598.7

ll 45.7 50.5 595.5 25.7 555.9

12 42.5 28.7 409.1 22.8 525.9

15 41.9 28.7 504.5 25.占 297.9

17 28.4 0.5 4ム7

18 15.9 0,7 50.5

(昭jtl25年 日本国勢図会 )



米国化かいては生糸の輸入衝のうち日本からのものが占める割合は昭和初期から15年とろにか

けては9割前後にものぼるのである｡

昭和初年ごろ生糸輸出は値も高かったので, 7軒～ 8億円にのほ9,さらに各種の絹魁晶輸出を

加えると,垂糸脱係の輸出総額は 10倍円にも遺 し当時のわが国の輸出貿易は 20倍円内外であっ

たから,我が国は生糸を米国へ売ることに上って1Lbの必要な生括教科を諸外国から輸入し得たので

あるo昭和 12年 7月の支部事変. 16年の太平洋戦争などの転期をみていくと,昭和 12年 2月

には糸価安定施設法がしかれ輸出品として一定維持され,価格の統制が行われたo昭和 16年 5月

に紘蚕糸業統制法が発布され各市町村には親政かつくられた｡また全体の統制として日本養糸即 川

株式会社がつ くられたoまた海外編出の体制 も雀えら九つつあったOが,わが国生糸積出忙殺後の

止めをさしたのは昭和 1占年 7月の米英の狂金政結命であるOこれによ9日米間の貿易は:不可能L,C

なb生糸の輸出も全面的に停止された｡そのため国内で消柴 し東亜共栄圏内で有効に利用する方向

-進一ねばならなかった｡責糸は束アジアの特亀品といってよく世界産額の 8割は日本の産額であ

った｡昭和 20年にはわが国の食現 綿花,その他の不足物質の輸入を必要とすることから,責糸

がその見返晶 として再び対外的となったoLかし峨後は化学操縦,特に合成放縦の発達から検出も

減少し,重化学=業の発達から貿易細道 も変化 して,貿易上の役割は大幅に低下したDまた点地改

革や,農村労働力の汲少から鶴の生産比峨鮒の 50-5%,生糸47.5帝にそれぞれ薪少 した｡しか

し国民所得の増大JP.岩年労件h者の賃金上昇もあり,国内摘発が概前の 2倍以上ER:増大し19日 年

以降は輸入が輸出を上回 り,今で仕 イクリアと世界窮1位を争う輸入国となったD表 8- 2- 15,

14

表 8-2-15 わが国の重義裳推移

桑園面棟 (千ba) 788 187 1d4

蕃車戸数(千戸) 2,21占 809 514

【舶 本省｢孝養統計年報 ｣ 1968年

衷 8-2- 14 世界の生糸輸出入

(日本縮裳笹会 ｢国際絹業協会会報訳文 ｣)

-4211
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(b) 矢掛町における苛蚕

矢掛町に尊重が入ってきたはっきりした年はわからないが,歴史的に調べてみると,

明治 5年 11月 8日 ′ト田腺桑茶披荒を禁ず

明治 6年 10月 ′ト田県拳蚕に獣を布連す

明治 18年 小田郡に桑園醗作地及び奉茶粥習所を搾取す

明治 22年 小田部の有志大いに巷喪に奨む

と,い!記原が残っておb明治の中はとろには,すでに行われていたらしいのである｡また′｣､田川

沿は度重なる氾渡のため,他の作物にはあま/h適さず,また良質の桑ができることからだんだんと

盛んになったようだ.しかし矢掛町全体忙輩泰が普及 したのは大正時代となってからであるa(秦

8-2- 15) 一戸平均産葡収入は全国平均には/#るがかなbなものを曲家にもたらしていたQ

表 8- 2- 15岡山県及び矢掛町の重責許の推移

蕃 養 戸 数 垂番掃立教丑 鶴 生 産 数 丑 桑 園 両 横

年 次 矢 掛 岡山県 矢 掛 岡 山 県 矢 掛 岡 山 県 矢 掛 岡 山 膿

明治253545大正 5 戸167 1875『2q799 秒2占2 l *17_42755?7441.585 石281,5 川..2『14,329,,._2'da%45.179.2 町.反51.7 ..oy.溜2552.55P20.A5.778.2
10 5占1 29,72占 1亡599 177,占79 5505.5 805.5方 108.0 6025.A

昭和 115 1328 4599占 4.8占5 289.721 1砧7,571 288.8 8.590.8

1D 40∫】51 2056.454 15占4占89 9,418.2

ll 58≠15 1一974,856 1530615 8_878.9

12 Sd.151 1,942,199 1547519■ ● 8ddd.4

15 51.518 1.546956 1045ロ84 7.794,6

14 28,508 1.52q755 917587 騨50,7

20 1qZ8占 578204 18417占 1852.8

24 ミP一7 175.117 114,988 1229.01

25 4.99d 177370 117.780 1049.占

2占 4;675 161194 10471占 ha80占.4

50 5,670 巧804 箱1号268 2.9.F 4叩 潜 784.1

圧)岡山,qの貞科･･洞 山腺統計年報 (明治 55-昭和 14, 25～ 40年 ) 7

岡山県鞄一班 (明治 25年 ) 盤林省統計表 (昭和 20- 24年 )liり作成
矢掛町の資料･･世 界必林菜Ityサス ･現勢調査簿よb作成 ノ
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(参考までに昭和の初期ごろの教師の給料比月 30円程度だった ) (表81 2- 16)

表8-2- 1占 一戸平均産繭収入

矢 掛 町 全 国 平 均

大正 1 97円 円291

5 112

10 128

昭和 1 1占4

2 191 422

5 148 52tl

4 1占4 25占 注) 世界農林薬センサス,野中幸兵衛若

『蕃垂』より作成

取引托もっぱら仲rt人を通して行われたが 井原方面などへ売りに行った少をど非常に盛んであ

った｡しかし戦争前には能率が今日ほどあがらず,若い労働力はとられ,Tiた戦争で輸出がきかな

くなったため桑園整理を奨励され,そして絹が合成頼経と添合でき

F 戦を境として矢掛町でも急に衰えたC(表 8- 2- 17)

現在仕′｣､田川沿も堤防が完全にでき,可能な韻所ではほとんど

水田にかわっている.
かつて腺下の大産地であった矢#
町も今

JP内職でやっているといわれる程VCをD,かっての
桑園比大部

分水田
,
果樹園に変わっていたり,タ
バコが檀えら九たbして

いる
｡
また飼育法もかつての島田族から丑年族,
改良蕨となD
,

労力もかなり省けまた〝種〝
や出荷先はすべて特約で行わか

ている.

(C)矢掛町の果樹･園芸作物

大きを流れは一
部養女C)後身として導入されている｡
商品作

物として栽培されてお
P

,
価革,タバコ,
如軌園芸作物があ

げられる
O
果樹は昭和10年とろ布入され,
もも･表し･ふと

ないという見通しから第2次大
黄 8- 2- 17

矢掛町の巷轟戸数の推移

♯泰戸数 (年間)

昭和 2占 898

27 479

28 占21

29 590

50 544

55 546

40 258

45 245

荏)世界曲林菜センサス上9作成

うが中心であるoももとして仕,現在絶えられているの仇 いわゆる2代目で挙るoつ~より牛車の

後身として多 くは昭和 15. 6年に転換 し,全盛期を20年頃vEむかえた｡そして続いて現在ある

ももを戦後掩えたのである｡晶唖は茶 Ⅰ期は,すいみつとう･天津 ･土用 ･丁モスなどで,第Ⅱ期

は岡山わせ ･大久保 ･すなどわせなどである｡竜Lについて杜若林地区をあげてみたいOとの地区

rl 壮昨年から発足した果樹研究会へ52軒の)も 10政軒が加わっている0品種抹幸水 ･ヤクモ ･オ

クサン･20世紀である0-1た現在で比低地配管の防除や機械化で時間を能率的に活用 している0

生産者と業者で共同して市塊を騒き,半分は組合を通 し倉虫,笠岡,井原方面へ版売しているoた

-425--



だしオクサンは主として京阪神地区へ出荷されてレ､る｡(襲 8-2-18,衷8- 2- 19)

表 812- 18 果糖栽培 規模別凸 家政

100未満 loo-50t7 500-500 50α以上 計

19占0年 472 255 51 15 692

1970年 577 257 72 14 720

荘 ) 世界曲林業 センサスよL)作成

表 8-2- 19 品 目別果樹栽培 の推移

も も ぶどう 日本 な し

19占5年 栽培面積-a 959a 2dd )※

うち成園両横 711a 116

収 棲 息 449t 85

1968年 栽培面積 820 280 i※

うち成圃両群 55□ 260

収 機 丑 .■ 524 541

1975年 栽培面積 51【】 210 40うち結果横面故 510 200 50

(岡山姓林水産統酎年報)

注) 日本なしは19占5年19占8額町 毎の統計が別 ､｡

ビニール-ウスの園芸作物が最初に行われたのは昭和 54.7年のト:/ネル作りのナス,ピーマ

ンが殺初である.また昭和 57.8年には町の指定としてキューリをつく9,40年とろにはイチ

ゴもはじめられた｡これらはすべて戯協が指萌 し,農協にすべて出荷されてhる｡(表8-2120)

襲 8-2- 20 品目別園芸作物栽培の推移

キュウリ a + い ち ご

19占□年 生産 戸数 4,478 5205

版売 戸数 45 45

19占5年 生産 戸数 1.670 1.540収穣 面棟 54400 700〝

版 売 戸数 占49 174

1970年 生 産 戸数 1,841 1,981 514収穣 面横 1.841〝 2500 2占7〃

荏) 世界鹿林業センサスより作成
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(⇒ 畜 産 の 動 向

l

α) 矢掛町における畜産

矢掛町内での畜産の状況は,やはり主雅とは言えないけれども,しかしながら畜産の振興を日ざ

して矢掛町畜産公社を設立,及び昭和45年鹿に大規模草地改良調査部画地区採択に伴い小田地区

大規模草地朋党-ill紫が計画され,矢掛FrE娼係としては,字角田地が完成し業務と開始している｡字

角団地については:.後述するが,その他町内のいたる所で飽食や牛舎が見られ,町全体にわたって

普及している様である ｡

b) 牛馬頭数及び鞠 の変遭 ._LL._

(i) 峨前の状況

槻前の飼蕃状況についての托料で,舷も古いものは現勢調査体であるが,これも欠損や不明の部

分が多いので大まかな状勢しかつかめtLいのが盈急であるo孔 矢掛町は 7カ村が合併してできた

のであるが,内6力材しかなく.中川地区が不明である｡ (衷 8-2-21,22. 25)

表8-2-21及び衷8-2122についてみると,職前は,田畑を耕すためtr=牛馬を使用して

いた串もあって,役牛につレ､て払 各戸 1両ないし2戻 (仔牛も含む)平均飼･正してiI･]),その総

頭数はかなり多い｡月討こつレ､てみると.前数仕比校的少なレ､のであるが, 1戸に1頭の割合で倒番

されており,ほとんどの曲家t.rl,役畜のため(,I-,牛が燭を1-2頭飼拳していたことを示しているo

頭数の方も,牛馬とも多少の変化がみられる位T,ほとんど変化は'jtいが.ただ.敵 ,除々に少数

になりつつあると思われる｡牛と篤を比収してみると,牛の方が圧倒的に多いが,これ払 耐久力

の強い事や,仔牛の売買によるEiljJ収入がある部等が理由であると思われる.

衷-8-2-25の真如こついてみると,各地区とも飼亜戸数虹さほど射 ヒが見られか(のに,羽

数は,かなり増加してかb,これ壮経営規模か拡大されたことを示して'nると思う.また,飼拳羽

数の増加に伴い産卵偶数も当然増加している机 内題羽数の増加率に比べて産卵個数の増加率が格

段に高いのは,飼養方法の変化や.飼料の改良串に 上るものと見られる｡

以上のことから,比例に必輩であった牛偶の喝益比当然のことであり.柑 こ畜産として取bあげ

られるのは拳鶏のみであると言える.-また乳用牛についての資料をみると,わずかに矢掛地区のみ

で, 5-4頭飼亜されてレIfc,にすぎず,機前ではW jl土ほとんどたされてい75:いと言ってよいO

(衷-8-2-24)

(ll)峨後の飼輩状況

職後になると,それまでは姓耕(,=必襲な役粛として,また肥料をとるために飼養されていた牛信

紘,捜桝の機械化や化学肥料の普及とともに 次掛 こ減少し,現在に至っているO衷-8-2-25及び図1

-8-2-7に見られるようIち昭和50年十物､yErlJ140年代拗 けて,牛属とも非常な減4枚たどり,棉

に昭和58年と昭和59年の 1年間に激しい減少を示している｡こ=のように役畜としての牛馬の減

少には,先にも述べたようlち 昭和50年代から曲村に汝透してきた耕うん機をはじめとする鹿薬

一一425-



の機軸化が第-の原因である｡また人手不足によって機械化が促進され,それが牛馬の減少をもた

らしたもr)とみるのも妥当であろう｡現在で蛙,役牛として飼育されているものは筏とんどなくな

り.わずかに肉用牛として飼垂しており,それも少数の鹿家が肉用牛をつくろのに専業化してきて

いるようであるO

峨後の特徴として,戦前わずかしか見られ75:かった乳用牛が時代の流れや,鐘家の収入をふやす

目的のため徐々に増加してきたことである｡表8- 2- 25からも見られる様に飼養頭数は年々伸

びており掛 こ1戸当た.Dの飼輩頭数が昭和55年に旺 1･ム頭であったのが.昭和 46年には 占･5顔

と,約4倍にたったことであるが,この主な原因は牛乳の珊要の急速夜伸びや,細械化によって曲

潔-あまD手がかから7T=くなった事及び,蝕照生産による収入が低く.それを補うために雅梁化し

たもの等が考えられる.しかしながら,欺案としての顧鍵では人手不足などから,一戸あたりの飼

養蔚数にも限鮭があり,大規模経営のためには専業化する必礎があることなどから,熊薬としての

所農技発展性に乏しいと思われる｡

一方轍前カミら比敏的さかんであった輩租技峨後も引き続きさかんであるが, (表 8- 2- 25)

しかしたがらその経営規模をみてみると衷 8- 2-2占のように, 1戸あたDの飼養羽数が大正元

年に紘 5.7羽だったものが.昭和5年に性約5倍になり,さらに5年後に姓 10倍以上にと伸びが

目立ち.職後はますます経営規模が拡大され,昭和45年皮では245.4羽にも連している｡この

ような経営規模の拡大の要因としては卵価の値上がれ 兼業としては比較的やり亭すい等があると

思うが.これも一戸の良家でやれる規模には限度がある(Oと,飼料などの蹟上がbrL)割には.卵価

が安い等の理由によって,ある限監以上には伸びにくいものと思われる｡
C) 家畜の飼沓頭数 と農地 の幽係

虚発との北業として畜産が行なわれている切合が多い矢掛町での.畜産と戯薬の閲係を考えてみ

ようo襲 8-2- 27からみると,耕地の所有面故が0.7-1.Oha末梢の赴家が.乳由牛,役用牛

ともに多く,ついで015ha～ 017hd未納の鹿家が多い｡ この硯故払 昭和 55年,昭和 45年のど

らちにも言えるlようであるが,しかし乳用牛については,昭和 45年では 1-1.5ha未満の戯家の

方が飼発頭数で第2位になっているのは.多分,牧草地等の幽係によるものであろうと思われるO

家畜の飼養預数(rl,昭和55年から昭和45年の間に,約800頭肢と賊少が見られるが,役肉用

牛の飼餐顕数の比敏的多い昭和55年鹿の家畜の組み合わせにたる鹿家教と耕地の広狭段階別溢家

教をみてみると (衷 8- 2128)乳用牛と役肉用牛か馬を飼輩している姓家は非常に少なく,大

家畜 (牛 ･馬)を飼券している戯家全体の5か こ満たない｡一方 役牛か馬だけを飼している灘家

が圧倒的に多く,全体の約90多をしめている｡ この表から与る限り複数の種類の家畜を飼審して

いる瓜家は非常に少なく,-種類の家畜を旬襲している生家が多い｡つ-ib,乳牛だけを飼並して

レ､る良家払 戯作薬をすべて機械化し,役肉用牛や席の飼生の必質がなく,そtDかわDとして乳用

牛を同感しはじめたものと思われる｡表8- 2- 28よ9,所有耕地面街がD.7ha- 1加未満の赴

家の家畜飼養頭数が最も多く,これを山林の利用形態別農家数と両群 (衷 8-2- 29)及び畑の

利用形J''LE3月雌 家数と面故 (表812- 50)との鯛係をみてみると,やはり耕地の所有面群0_7ha
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- 1ha未満の農家数及び両群が-i;Jlをしめてい/Lt_i.つずり山林から,7)採草及び放牧 畑の牧草栽培

而城等I.d1.,大家畜の飼舟択況と密接な鎚連を持っているからであるo

d-) 家畜の飼益他家数と段巽収入の㈹係

日獅口55年1度についてさらに家畜の組み合わせと,良薬収入の脚係についてみよう｡衷8-2-

5 1から,乳牛や役肉用牛, 属の飼盛鹿家数比丘産物販売額が 10万以上20万未満の鹿家が澱も

多く,反州こ小家畜 (鵜等 )の飼黍良家数払 2万円以上 10万円未瓶 つづレ､て2万円末溝の段

家が上位をしめている｡これ壮大家畜は姓崇をやってし(く上に必筆であることもさることながら,

乳用牛などとgl)雑業も虚地がある程度必輩であり,そこから出題収入があげられると共にl 段幕収

入20万-50方円の曲家は光栄でないと,蛸 を維持していくのがむずかしいからであろう｡ま

た,曲産物販売敬が少ないJp:-_招 .:杜,姓地が比軽的少ない拙家であろうと思われ,大家畜よりもむし

ろ小家笛の方が鯉営上飼育しやすいと思われる｡つ7fb大家畜を飼養するためには飼料となる草を

とる草地が必要であ9,それ吐出地の所有面肋 ;多い程有利なためであると思われる｡地産物販売

甑:2万円未満の膿家で,乳用牛だけ飼弊している出家畝が少ないのはこの理由によるものであら6)0

この表から見る限bで仏 戯産物販売数が,ある観望ある出家が大家畜を城も多く飼巷している各

になってレヽる｡

8) 最近の家畜qJ状況

表8- 2- 27からもわかる棒に戦後は,役肉用牛･馬が著しく減少し,それにかわって乳用牛

が伸びてきているためtち 般近の特約としてその乳用牛をとりあ､げてみた｡表 (8,-2-52)I.r;i,
昭和45年度6')耕地,/)広狭此階別による乳用牛D和良萌数と飼茸規模別姓家故を表わしたものであ

るが,解 鹿家数(･1,耕地0･7-1.07収束柵が.Li'も多くなっている｡飼蕃規模では,0･7-1ha未

満の出家払 1- 2琉及び5- 4頭を飼塵してLへるものが蝦も多く, 10敬前後のものも少数でま

あるがある｡しかしながら,一般に矢掛町で(lj:′J､規模飼蕃曲家が多いo

次に少数ではあるが存在する肉用牛 (ここではtiL牛比,ほとんどいない)について同じような こ

とを見ると (衷8-2-55),やは9耕地両横｡7-1haの姓地が飼養頭数にかいて萩も多く.

また規模ではやはり小規模 (1頭飼赤が嫁も多L̂ )であるが 5頭以上の虚家が第2位になっている

のもLl･もしろく,中間の2,5,4頭が少夜く4蛋紬ま全然ないのであるo

滋近o)畜産の動向としては,全体的にみて滅,少してレ､る｡つまb畜産は,割合に^手がかかるL,

一日として放ってかけないものであるし, このどらの飼料の異常な侃上がりや,し尿公害の問題も

からんで.伸び友やみの状掛 こあると思うoLか し新しい方面の試みとして,偽を採卵o')ために飼

蕗するの比もちろん,地内の譜饗の上昇に答えて(I).ブロイラ-用の鵜の飼蕃旗家もかなり増加し

て巷ているようである｡

効の飼並状況について.昭,fu55年と昭和45年を比敏してみると(衷 8- 2- 54),各地区ごとに分け
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てみた場合,昭和55年 ･45年共に全地区かなDの伸びがみられるoつまb鶴の方面では一般的

に,拡大してV}るのである｡この中でも特に三谷 ･山四･,ト別地区の伸びがめざましい｡その理由

としては奥田拳鵜などの,大規模経営が次々と生まれたからであろう｡

f) 今後の畜産経営の問題

hままでにも何度か述べた様に,今後の畜産経営については,多くの問題がある｡例えば,経営

規模拡大に伴をう人手不足や,盛敵 ･醜僻の問題,また.それに伴なって発生するし尿公寄及び処

理などがあるOまた,飼料代などの必要経費の異常な値上がD｡その反面の畜産物販売額が低いこ

とによる収入減｡これらの顧循環によって.今後の畜産経営の問題は,まだまだ山耕している状態
IA

である｡

g) ′J＼EEl地区大親株草地開発番茶計画 ･字角団地につレ､て｡(次頁写束参照)

先にも述べたように,畜産振興方乗としてこの事柴が実施され,現在の字角団地及び大倉団地

(これは美星町関係なのでここでは述べない)が完成し,字角同地については,矢掛町畜産公社が

利用している｡それ結,一般に矢掛町育成牧場と呼ばれ,その名のとかb,牛の育成を主な築汝と

してしている｡昭和 48年度現在では.まだ工*が完全に範了してV>なかったけれども.すでに業

務は開始してかD,これからのその大きな役割が期待されている.

(i)その規牧について

字角団地は,総両税 110･0laで,その内改良草地面衝 85･19Lb,野草地面戟 2a,81Laと非

常に放牧帯地が多く,かなbの利用にも答えられる｡

(ii)その施設について

大規模な育成牧場のために施設 ･設備も大規模であD,また公害等も配慮して,充分な施設がも

うけられていたO

(iil)管理遇営機構

矢掛町育成牧場は,矢掛畜産公社が管理 しているのであるが,その運営孜梢は,図8- 2-8の

ようになっているO

以上のように,矢掛町では,畜産の振興を紘かるための施設や設備を充奨させてふ9,将来の畜

産のしめる位碇 も大きく変化してくるだろうと思われる.

I

(竹 下 裕 子 )
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衷 81 21 21 敵前の役 肉牛の飼輩状況

′ト 田 矢 掛 川 面

飼輩戸数 頭 数 飼蕃戸数 頭 数 飼蕃戸数 頭 数

12 170 18占 175 218 . 185 215

- 15 151 178 154 150 217 262

昭和元年 15 144 177 147 185

2 152 158 160 1占0

5 124 170 1占0 146

4 141 188 1占0 181

5占7 142150 187A 155154 179178

9 144 159

18 150 161
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山 田 美 川 l 谷 中 川

飼尊戸数 頭 数 飼養戸数 頭 数 】飼蕃戸数 l頭 数 何章戸数 頭 数

209 255 259 508 165 187

205 226 269 511 162 186

205 225 254 295 161 185

195 195 221 .255 155 l; 157

197181 197188 221255 257 14 1280 161 185182

182 191 258 278

17517'5 187185 22725 1251 259 165 18 1284 159 175298

179172 190 265 518 ;189 285 528

272265276509 296285504-541 285 518 l

現勢調査筋より作成
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表8- 2- 22 戦 前 の 席 の 飼 妾 状 況

′ト 田 矢 掛 川 面

飼輩戸数 承 歓 戸 頭 戸 顔

12 0 0 115 5 5

l 15 1 1 14 5 5

14 5 5 127 129 5 5

昭和元年 15 1 1 5 5

2 ' 1 1 4 7

5 1 1 4 4

4 1 1 5 5

5 1占7 1ヽ 11 11

8 2 2

9 2 2

10 0 2 2
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* 8- 2- 25

r～～-
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表8-2-24
軌前の乳用牛の飼餐頭数

矢掛福豆石㌃｢

飼蕃頭数 搾乳有

大正 元年 0 石当5,7

2 0

5 5

4 4 25,0

5 4 72 ,0

5190.0

__.__2｣ _

158,0

25●0

5 0, 0
60, CI

22I0
25, 0

5 11 0

55I0

25.0

襲8-2-25 近年家畜の飼杏状況 (岡山県

｢頂 肉 牛 (全 町 -al

飼垂鹿家数 頭数

S.58 ー 108 l

31 110 l

衰8-2-27 耕地の広狭段階別僻 地家数及び頭数の変化 (19a0年 セyサス )

r-I 昭 和

乳 用 牛 役 肉

0.5La末 梢 戸 1 戸4 4 58

0.5～ 0.5▲Lt 〝 58 55 247

0,5～ 0.7La 〝 89 107 542

0,7～ 1.0 一& 〝 99 171 657

1.0～ 1.5L.} 〝 55255 45598I 191

5 5 年

-456_



~
bu

.I..卜
1

-

-
J
-
1

I

.rL
F

--･J.--
-

統計年報及び ,市町村勢要転 よ り)

ー~~叫 議 ~- ｢ ｢ p --~~t~

飼蕃鹿家教 l 頭 数

1 I 1 Il 117

乳 用 牛 .j 鵜

8

1

9

1

2

rJJ

2

0

8

.}

1.占 6 5

1.92 0

40'･ 1.92 0

58 0

58r】

787

和45年

1.5 70

1,620

1,6ム5

1.100

襲 8- 2- 26

1戸あたDの鞠の

伺準羽数の変化

I - IT ~高 遠

25." 5u大誓 日 三

日 lO L ｡.4

15

::,I;:服 和 5

,.5;嵩 を 二O,工 三.:

:;72'.5850:侶 :

i.;;･:OoOo書目 :

282.500

524,900

177.aOl】

__ LL

90.0

90,0

125.9

174.5

28~5占



衷 8- 2- 28 家畜の組み合わせによる所有耕地7,1戯 家軌 (1960年 センサス )

農 家 数 中家畜のみ

役肉牛か馬のみ

59 54.

247 57

555 28

占11 10

178 411549■1,657

大 家 苫 飼 華 農 家 数

乳用牛のみ 芸払 打 役肉牛か馬のみ

0.5▲〃未満T 4 1 590.5Lb 〝 29■ 247

0.7Lb 〝 58 ll 555

表 8- 2- 29 山林の使用目的別鹿家数と両群

採草するもの

(19ム0年センサス )

ロ･5Lb未 満

0.5～ 0,5Lb 〝

8､5- 0.7LL乙 〝

8.7- 1.0Lbu
1.0- 1.5ん上 〝

1.5～ 2,0La 〝

育十

6戸主 1･47LL}

11

5占

44

15

1

8

7

nU

7

てJ

nU

2

4

1

1

4

1

1

28.12LD1 7戸

葬 81 2- 50 畑の利用形態別L生家数と面研 (1960年センサス )

0･5Lb未満

0 5 ′- 0.5▲α

0 5～ 0.7Lb

0.7- 1.0Lb

1.0～ 1.5Lb

1.5-- 2.0▲〃

耕地以外の最低規模
以上に該当する彪家

計
L-I-__-_-

ヽ

を作 ってある畑 言畑の総画鞍 牧草地のしめる割合 車定数 ~盲 ~1打 ー-ー Lb

1戸 , 0.51 言仁一丁 ,.,5 0.69帝

75047戸 1.27 76.58 1.66

5,25 150.75 2.49

4.17 182.68 2.28



黄8-2-51地産物販売縦と家古の組み合わせによる凸家歓(1960年センサス)
｢大家畜何重出家教午乳牛のみ乳用牛と役肉牛か罵F役肉牛か駕のみ

股座物腰売額専業】1戸 0戸 18戸
2万円未満i 3 0 782万円以上10万円未満 19 5 1811Id 5 58510万円以上専某71 24 5rI150万■円未満兼業45 7I40250万円以上専業24 9 49兼業占 2 25合計 lB51 52 1.657
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;l1.

乗 8-2-52 乳用牛飼啓頭数 と鹿 家教 (19 70･/LF･センサス )

飼拳鹿家数 2才末偶のも

0･うLJl兼摂

0,1～ u5 //

0 5～ 8.7 〝

CI.7～ 1.0 〝

1.CI～ 1.5 〝
1

1.5～ 2.8 〝

2.8～ 2.5 〝

2.5～ 50 〝

5.8～ 5,0 〝

合 計

1

16

28

55

25

19

95

155

241

152

5 1 1a

9

9

5

po

.〇

･l

rn

l

1

2

4

2

衷812-55 肉用牛僻 良家教と頭数 (1970年 センサス )

仔 轟

-- 1L 】飼軸 家敷 戸 飼 重 罪教頭 出 家

l例 外 規 定 844 9752〔】5 2

a.5▲年末湖0.5～ 0,5 〝

巨 5-0.7 〝 146

l0.7.～ 1.0 〝 284 LI,67

1.0～ 1.5 // ; 88 159

1.5～ 2.0 // 5 5786

Lt22'.05: 52.'50 :
5.8～5.0 〝



飼馨している鹿家 (2才未満の飼率の有無に開院をく)の頭数規模別拙家敬 呈

5-4頭 5-6頭 7-9朗 70-14粛 15-19頭 20-29頭 50-49蔚 孟歪孟夏の 晶妄鮎 の

占 1 2 2 112 l 1 221 171 71919 44 12 4379 85155

肥 育 .中 の 牛

飼巷姓家 鯨頭教総 数 市 蕃 頭 数 規 模 別 姓 家 赦飼輩史家数 1頭 2節 5頭 4頭 5頭以上

4ー7 544 417 5 114 1 5 112 25580 955皇2 5580 45 1 465 412 45140 14 310



凄 8- 2- 54 職の飼蕃状況の変化 (~部 落 ′別 )

S.55年 8.45年

矢 掛 5,7占8 7,751

. 溝 川 i,996 ?,9占9

令 4.889 44.227

山 田 12.278 50,950

川 面 9.481 15,028

中 川 7.048 1D,607

′｣､ 田 6.877 25.581

合 計 55.557 160,871

S50 5355 58 40 41 45 45
年 度

図8- 2- 7 昭和50年- 45年までの役肉牛の頭数の変化

(岡山県統計年報及び市町村勢要覧よb作成 )
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3.林 業

(1)入会林野の解体と林野の所有

9.)入会林野

藩によって支配されてtnた林政時代作は,山林原野の所有形態には次の5つがあった｡

(i)#JR,又は各藩の近接管理経営するもの.(lり 村の管理E,こ崩し,村民共同に使用収益するも

: の, (‖) 1個^が管期 し,佐用収益するもので,入金林野といわれるものは (Ii)であるが, これt･1

-#軌 村山 村持山,百姓嫁山,百姓山,入会LLJ,-1=]'･山など称され,解によっては,郷LLJ,家美山,

∴ 刈敷山夜どと呼ばれていたコそして,そrJ穂の林野の'BJB3妊地元相即地姑の磨卜,る柑 A=かレ･てその使

't い ものと･酬SIiを受けるものとがあ-Jた｡当時の榊 ま公的#純;の末端機軸であると共に･生産と生活

E の為の私的共同体としての性格を有してかb.共同体としての物質的益雄は,村の財産にあった｡村

' 総財産を総有的忙所有し,村民は家を介 し村を媒介として村の財産を所有 し利用していた｡村の財産

の中Kは,金厳その他の動産や柾物も含-i九でいたが,題本的yc孟聾なものは山と水であった｡ ｢山

と水を削する者はtL:r界を刺す｣とまで言われる上うに,特に戯村Kかいては山と水は大切で,生産と

生活VEとって必頚かつ不可欠のものである｡この上うな共同使用的山林は今日でこそ.その価値は低

下したが,当時の閉鎖的で自給自足経済の虚村社会LCおいてLは.きわめて重要なものであっ-/tQ

入金林野は,古くからの幾村の城闇にエb皆AI..避雷されてきたので特異夜性質をもつように怒っ

てきた｡その特異性をみていくとせず窮-(/ど,前VEも逮べたが,入会林野は閉鎖的経済社会において

非常に遺賓を役'J:･llを果 した｡砧品経済が発達してからす,金肥の使用の乏しかったこの時代Vこも･いて

は,特に自林を有しない零細畏民は入会林野を共同便肘Tる ことのできる.EA恵を受け,肥札 飼料用

の採草,薪炭などの燃料採取,建染用札 L7ri.根珪用の茅の採収をすることができた｡券に VC,所有権

uL)主体が不明確であD,土地所有伽と用益権が未分化であった｡入会林野は.普通何 村々甜 寺という

jP/で所有権の主休を表わしてレゝるが.何 村々とhD付は藩政時代の行政単位であ9,近代[-Tl家が成立

発展するV(Cつれ.その地q/_-絃不明確になってい くo又蝕民も入会林野KF･Jして用益鰍"=つし1では,大

いなる軌.Ltを示すが,地WIJr有柚に(rl,あまb幽心を払わなかった｡ こe:Jことは,明治初年の地租改

止時,政府が設定した官有地入会権に納御し,土地所有梅を国に委譲 してしまうことVCみられる｡ こ

のようなことは,入会林野が藩政時代からの脚習を基礎Kかいて存在 し,近代法的基薩を欠いている

ことからかこっているのであるが,それは,やがて入会林野の解体という変革糊を迎えた時,大きな

し 弱点と怒ってくるQ第三作,入会林野は, ｢村｣瑚 商を基礎としており, ｢村｣の損 を規定する

ものとして作用pLてくるO入会林野は.その林野に入会樺をもつ ｢村｣によって管理 処 分 され る｡

｢村｣は,村民V)入会椎を厳 しく規定 し,それに上って村民を秩序づけ ｢村｣の柿造を形成 していくC

鹿村は,村内の柘東は強いが排他的であると言われるのは,この榊連から生 じた特徴かもしれないが,

入会林野の解体伝 単にそれだけでなく,村海稲造町も変化をもた らすのであるQ
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b)入会林野V_)解体

使用収益VC制限がある&,ない鞍と,譜によって異なってtJlた林野制度も,明治桝を迎えると,全

国的な規模で統一され明櫓.大J上,昭和にかけて威儀の-偽をたどっていく0日丁抑 かける林野所有

の変化の指標V:i,｢林貰経済の遊離却E.'A｣によれば,次の上うに示されている,,

(i)封建緒侯の領布していた山林は,すべての絶対恕主に返なされたQ H a8年,鹿捻客数

(il)無主山林Jji言うVe及ばず,農村民の利用するLl｣私原野vc童る音で蚊烈夜規模で国家に収奪され

た｡地租改iF_(1875年 )血らl900年 (な林原野土地下虞法による下庚申綿糸了年 )に至る間

で参るQこれは,その後の小変化にかかわらず,現在の包有井野の規LaをF芝とんど碓定している｡

(lli)この国有林形成の内部側IAl忙おいて.抱弔電主所有林 (商科林 )が形成された9 1a85年

(宮内省に御利用副殻 )から19ロロ咋 (御利他及び立木竹下附規程公布)までo

qv)絶対主載権力の地方末端権力体である矧で村有山林を形成する為,農民の入会地 (共同体 )杏

収奪0 1889年 (市町村制公布 )から, 1919年 ('Ilt(甫有林統一VE無伐条件たる要件を放和の隅

(∨)私的大山林所布の形成は,地券交付(地租改止)忙かける右三石姓,その他土左壬劣榊による｡

名詩の所毛権化忙よる私有林や炎同地の収奪,あるいJjj-,地下地災収等Oただし,日本VLrをいては,

大山林所有といえども,国有林の撮詩的輯界梅定がなければ,その所帯仕確定しなかったQ従って,

大山林所有の原啓的成立は国有林の組成完了(19DO年 )にほぼ諜しい.

これbの催過をみると,まず国有;F陀)Jre･成がなやれ,さら(,こ紘新しく君主右漸うと.創設された｡

又,私的大土地所有が形成されると共作,中,小私道P所有右や,無敬の等細を林野所有者が自余の林

野を所有 した.全国的忙みて,入会林野解体を促す東棟と在ったものは,上述の林野17Tr有の誕化の指

票からみれば, (lE)と (N)の 2つがその主なものであるO換言すれIjf,ゴ二地制圧の攻甚(近代的

所有柄の創出)とq村削(中央払紐的地7.i-制度 )である｡

明治6年の地相改正,地所名称区別,明拙 7年の地所名哉区別改1卜と続く断 の｢連の土地政党仕,
土地のJ:3摘 関係を明確忙して,その流油を伐Eでし⊥うとする青函で出IcTれJt明治5年の地所永代充足

奈訓の解除,地代売見融放 く何地券硬方規則)についで,土地所有rf13の形成をめざすものである｡そ

れまで,所有の主体があし1凌いであった入会林野も,それを明らかにJi･ざるを御なくなった9そして.

所有腔が明らかになったところで,地租故JT=にi'-Jて採せられる広大を山水原野V'E対する地租を郡詣

で負趣 しきれ恵くなD,不本意ながらも,その節,q紬を圏VE詳説LLTL溝う結果tL在ったのである｡

明治5年以来,政府は特産興韻,士猷配達を目的として,簡単,貨右濠,地主などの有を者あるいは,

士族に官林,旧村持林野を払い下げてきたoLかLP,蛸 d年 7月20̀日,村の財産を没収された良民

の反対や治山治水上の考慮から,政府は林野無制限払下の差止布告を出し,村汚林野の綿飴紘一部に

とどIiった｡そして,明治8年5月の地所名称区分VE上って,地融は,畠宮地,官庁地,官用地,官
布地,公有地,私有地,除税地の8社潜に区別され,公有地は ｢野加 瑚 ノ類郡村市域｢殴公布ノ税

地,又 -無税地｣と定態され,旧村持林野は村受公有地として,安全を保障されたoLかし,翌年11

月の地所名称区別改正は,地所名称区別御 ㍍,8訂:アむか01のうち,僻忙公有地の蜘 洛のかへまいさを排

冷して,土他所郡 ;ll空か姻確忙しようと意図 したQそこで,従来の8讃痕の名称区別(,tl..,F_i.されて,

一一44占-



官有地 (4租類 )と民有地 (5種類 )VE大別されることになb,公有地は官有地-Jlずれかに,I...屈させ

られることとを9,いったん村受公有地として安全地帯にあった旧村持林野はIfft鳩 イ酔て陥るはめと

'FEった｡村持林野は,大郷分Ii:官有地(,'C紬一入され九が,出民,D反対によbその蛋協策として.官市大

会椎を認めること托した｡ しか し, こ こで土地所木仲仕名実共(n=攻失 したQやがて,官有地入会枕もI

否定されることになD.土地jJJf右枠と共(Ar,用益仲 も失 ってLld=うfu=J,F,<と在った0-万,土地官有区

十 分の際･級 を免れた村別 冊 は民有地として公的規制を受けぬ村の私的財窪とな-たが･明治 22
年のL'TJ討制の施行 (中央魂惟力地方制酸 )て,その連的地位は-要 してしまう｡町村制の施行(丸 帯

政時代の村を充実 したもの('L-するれ((.Iは,ELfH.1日.J二がArJ〕を持ち布ソJ7た自治粗放であることが求めら

れた｡そこで,村持林iFJ'･は新町村の一部である評議のも(,rJとなった｡政府 も-il-して,村持林野を新

l 町村の下に統一する方針をとっ7tq桝ね ,l柑 て-ま壱隅 石朴封 (梢 等ポ 日 の,読-,公布林野悶発の

為の管PJ!区分,その前巌とfrる入会旭fl'QLの捷粗をr'{淳とした｢公有林野整理開発二謝スル件｣が出さ
れ,それ以a.相和 14年(Lr亙る5口年 町 二.･l･忙払;ijLl)差はあれ,郡箱石林の統一が続けられるので
あるO統一には,触条件的存統一即ち,iTr有鵠 用益拙と共に部鞄から町村に移すというもの,条件

付きの/JSt一即ち,所右ヰ離 町村に移すが,班用収益十㍍ 部BE/ことどめるという2とお17かあったが,

いずれ(,こしても,rFLj旨の取二･諦 卜野と此{士するとも.iT芸qL,もワ†:妄限(,fl弱められてレ､った｡

C.)矢掛町におけるJl.;塩区の‡IL1状
WJ'話-D29年 5月 1円′矢勤 三谷,山rTl,川田.Ti--川の51･iEかせi')FL,旧矢まil町が匪生したDそ

･Z)合評当時,各地区が｢Lていた部芯TJ-′｢H.打TJ∴･)に一二,PHl有林とLて,矢掛町が所有帰を有 _i-ち

ことになった｡しか し,4-uj.ry:;'L局中 てb-していた-HL.吉和 J腋 は./野有簡桃に豊があったCそれでに

不平等だということで,Lらz,比･;三のもとで77mJ甘IHd:爺町村市･,.'i粧 す ･'JことVこしたQ その結果域っ-'t

郡詣有林が各部剖 こ財産区として,ヂ調 の甘正にf･ったといういきICTつがある○襲 8- 3- 1よ9,

広い面.'Il･の財漣区を宥十徳 :･1.≡:,r･jtHtll.:,i;.-已 ,I:)̂ 川(手札 荒川 )で･:iDi),衷 8- 5- 1かこ記収き

れてい-lZL,1他部箔でも･わずか攻から]7T有 し -=<b- 5- 1地区別天県 卜 人工:.恨む

てV,るということであるOも-とも,山打の ｢く
i J:う射 す産区の管糞猫は糾 す,紬 草の｢･人

F の自由に任せてしつるととろもある･.このLl:ラ

l -,lrLB向!1.,以i;iJt皇ど山の必豊亀 7fi空也をLぷ

じない結兄-の表われであろう｡t'･r((仁,打直区
(̂=ついて,もっとも詳 しく調べてみたL̂と思

う｡財産区1'Cは,旧出た区と新J7f巨匠の2と

おb'がある｡旧財産区は群落単位,新村蕗区

は合併前の町村単位によって組取されている｡

従って,失脚丁にある各部落の財産区は旧財

産区に)･iSしている｡部再有林は凸村の臣民の

生活共同体としての村の私有財産であったが,

天.p舟賢鈷人 工 林 i

吾川 町杵:12.■2.7卜か_ilLLi
針 即座 .'--+ 12.iI,aI
署(..Lii,.;;;F∫吉 75_0血

†宕(荒 冒看 50.占んエ577.0/i.a 5J L,i､18.8 一_〟

宕 欄 達区 295,511,a 7.5 ん乙

- -

若佃 拒 67.5▲〝 5.5 Ja I
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明治時代の法律は.それに対してV,かたる対策を出したか,それ机 はなはだ奇妙を ことVC2つの矛
盾する法律からできているOその1つは町村町 他の1つは民法である｡町村制にふいては,原則と

して部落有林野を市町村の一部である部諸の財産として公有財産としてとb扱うたてまえをとった｡

こ･九に対 して民法 (2a5条, 294粂 )は私的財をたる入会権として構成 した｡ この為,現在に至

るまで市町村,財産区の財産を部落住民(入会集団 )として使用.塀益する権利は公権であるか,私

権であるかという忘輪が続いている｡財産区についての法律は,現在は地方自治法,それ以前は市町

町制であった｡それによれば,財産区とは市町村である区が財産を有し.もしくは公の施設を設けて

V,る場合に,その区を特別地方公共ER体としての地位を改められているものである｡しかし.財産区

托川オ産,公の施設の所有主体であるが,｢殻地方公共団体のように広し､搾隈を持つものでなく,その

財経と公の施設を管#.処分する(疋必要75:限度内の朽所IJを持つ忙すぎないoたてせえとしては,独立の

機関をもたず,市町村長及び,議会の管理に肝-TるO従って,財産区独自の立場で土木御車を卦こし

たり,その他の一般的tLi菜を成す能力を持たないDしかし,町村を通じて夜ら可能であるoこのよう

に財産区の権能は,その所有する財軌 又は公の施設の管理,処分に限定されているのであるo歴史

的に言えば,財産区になる以前は部落が独自で決めてVlたことが.財産区になってからは,町村の曾

根下に入9,さらに知郡の権限が加わるとい う5丑構造忙変化してきたのであるoLかし.必要に応

じては区の機銅を設置することもできる｡矢掛町の美川,横谷,,%T三成でも区長を中心に 4人の管理

委員で招成されている管理会なるものがあるoLかし,菅BF.会は財産区蘭有の意志棚的ではなく,町

長から畢託された機関である｡その極限は,消任的であって,(1)市町村の行なう財産,公の施設の管

盟,処分,廃止につIjlての同意軌 (2)財産管理の邸務を執行ナることができるOただし,処分行為に

紘及ばない｡(3)監査権をもつ｡即ち,自らの方針VE基いて管理及び処分行為を行なうことができず,

たとえば.土地立木の売却とか従来の採帯地を植樹地VC変えるとか,穂材地を牧野に変えるとかいう

ことには,あらかじめ知fji'の認可が必勢であるDこれまで財産区の性格,権能などth=ついて述べてき

たが,次に広い財産区を有する美川.三谷(韻谷,束三成 )のそれについて,当地の区長さんの話に

韮Lへて述べてみたいと思うo

襲用に卦いては,町長から委託された区長を中心とし6人の管理委員から成る管理会が (L)山の

手入れ, (li)稚#. (ill)石材管軌 qv)境界設定の職 を行なっているC山の手入れは,苦情

の人が直接管理する場合と.委託管理として請負契約で森林組合に頼む場合がある｡毎年 2- 51Gの

植林をするが, H a当り約 10万円かかる｡そのうち 15多は腺から補助を受け,残如ま財産区が負

ZEr.する｡以前は,撫育班なるものが組放されていたが,今日では有名無実の組赦となってしまった｡

石材管矧r{ついては,矢掛には矢掛石が産出する｡矢掛石は,輝緑岩で約5鯨年前の古生代上部古生

僻から出る石で,斜長石粒石政鉄ででき.熔岩托として輝緑廃駅岩に貫入した半深成岩と輝線凝灰岩

の熱変成岩であb,原石をみがさあげると.すばらしV>光沢を放ち錐貨用として大そ)糞しい｡そこ

で, この矢掛石を財産区から採石し収入とするわけである｡境界設定Veついては,言うまでもなく境

界をはっきD把握しておくことは,いつの場合も必要であるが,管理会が中心に話し合い,常に境界

を明碓托させてかくo次作,財産区に入る収入は.マツタケの版売,僻地札 石材版売などから稗て
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しハる｡マック//の庚売忙よる塀益は普通年で(r150万- 70万円あったが.昨年K至っては 5□方円

と激減し将来は,もっと少なくなるであろうということである｡借地料とレ､うのCri5ム▲aの山林をill

lで牧場として袋しているのである｡そこで,その借地料として 1Ja当9ll200Fl-1を,又立木柵flJi'と

して年制 120万円 (49年度で皆済 )を.受けている.石材版元VCついては,前にも述べたがiHJF掴;tJ

5万円の収益をあげている.一方,支出に馳してであるが,これは稚林 (20万円 )老人クラブ(1

万5千円)P･T･A(15万円)消防 (5万円 )スク- :レパス(20万円 )ノJ､学校のブール迎営(55

万円 )部落長会炊(5万円 )幼稚鳳への補助 (6万円Jイノシシのさく(5万円 )の為作用vlられて

いるDここで注目されるのが,スク-ルバ･x,ブ-JL･運脅,幼確信帥こ補助で学校の為に貢献 してレlる｡

東三成(ておける財産区について｡昭和 55年呪 馬豊山の山火母iがあり. 500Jaの財産区のうち

約半分を焼失してしまった｡管誹としては (I)山の手入れ (ii)林適の軽輔 (lil)格林 (iv)境界

設定である.租林は,山火即で焼失 した立木を補5ぺ く,児の 5ヶ年-言十画指導のもとで年間約 40万

円の補助を受け,計画的に行なっているということである｡収入は,マツタケの版売,立木の販売に

よって得てLへるOマツタケの販売は,昭和 50- 52年唄が般盛勅で,約 100万円の収益をあげた

が昨年は60万-70万円であったC立木の肋売仕官現金が石数を決定 し,一本とと入札するしくみ

I'-Cなっている｡その収入は,いったん町投機に入るが,必項に応 じて払い戻される｡支出は,ノ｣､学校

-の寄付 (普通 20万- 50万円だが,収入が多い年に(,150万- 100万円寄付するO)消防(ポ

ンプの約人 )有軌 水路,道乳 イノシシのさく(菓川でもそうであるが,イノシシが畑を荒らす為

さくを設け,イノシシを9=.取るものである｡今春も大きいイノシシを豊嶋D,苦情 中で食 したそうで

ある｡)この部落では,有軌 水路に対する支出がiitも多い｡

描谷(/こおける財産区LAIつL,･て｡この音偶 では. 200山の肘虹区のうち半分の 100Laを小字の部

落に分割し,山の手入れ,碑林などの作薬を委託する｡植林は保から補助があるか,それは歓 た々る

もので昨年(,=租淋 し如 っゝたそうであるO又,平年は地区の人を商って植林するCJであるが,若い人

が少frh(工機に鋤きに行く為 )ので森林組合t̂C依額することが多ho収入は,マツタケの販売,立
木の販売であるが.マック'/の版完は,昨年来放漉し昨年は 20万- 50万円であった｡又,立木の

版売は,年平均4山を伐扶L.200万- 5CO万円の塀轟をあげているO支出は,消防,老人クラブ

P･T･A.道路(̂I対 してであるQ通路VCついてQTt.町丑に対して(i2- 5割を負iB.Lていたが2年前

から町が金紋免租することVU=った.叉盛道tnr対しては,この負祖が巌も多いそうである｡

(p) 山林原野の存在形旗と土地利用

a)山林原野の存在形態

矢掛町の林野面耕比図 8-5- 1よ少5.981JLEで総画耕
9,a 19Jaのdd多を占めている｡これは昭和40年の㈹山

平均 71車,全国平均69啓と比戟すると,わずかに低い数

字であるC林野総面横 5.98 1山のうちわけは,図 8-5-2に

示されるように.美川が 2･107JPで巌も広く.次いで三谷

の 1.105Jit,そして般も狭レ､のがノ｣､組でわずか501山で
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あるO即ちこのことは矢酬11FEかし､て,LL･†ミLが北一帯,漢-1錐 偏在してレゝることを意味している｡

次に,区分別林野面横の推移を衷 8-5- 2でみてみると,明らかIK針葉樹林の方が広票樹林に比

べてその削合は大きく, 55年～ 45年の lO年間において 9D啓以上を占めているO又,天然林と

人工林の割合は,喪 81 5- 2からも明らかをように,̂ '工林の割合は′｣､さく,55軸 ミ2.790,40物 ミ

5･dG70. 45年が 5.110.である.

このように,^=林の割合が,天

然林と比較してノ｣､さいながらも増

加 してVlるということは,いわゆ

る造林を意味しているのであろうQ

造林,伐採の状況は襲 8- 5-5

で知ることかできる｡造林面棚と

伐採両横の差をとってみると,各

年を通じて,伐採面称の方が広く,

その差は 41年が67149Ja,

42年が 55･25血, 45年 が

789LJE, 44年が 70･9Ja,

45年が 75･58んL, パ占年 うて

しかし,

衆 8-5-2 区分別林野両横の推移 (LLl)

(迅林業 センサス-19占0,19ム5,1970年)

項 目 55年 40年 45年 !

林野 棉林也 針梯棄林 人工林 158 152 272

天然林 5.459 5.571 5,069

広樹栗林ノ｣､冨十 人工林 20 dD 24

天然林 257 555 457

人工林 158 212 29ム

天然林 5,71ム 5,704 5.50占

竹 林 45 47 47

未 立 林 地 90 51 ｢言｢l



黄 8- 5-5 造林と伐採の状況 (矢碁PT匠薬課調べ )

｢I育; 造 林 伐 採
一 般 造 林 ± 治山申薬la-緋I改良..gi-莱 合 計 面 額 伐 採人工植栽(補 助)人工植栽(自 力) 計

41年 l ALZ ▲〟 一a ▲瓜l i89 AILll.1 ー ▲α La 7才15.7001&0〔ー 1.90 17.?D 4.50 57.さ9 105

42 1占.97 1.70 18.占7 7.00 8 9.1 54.77 88 15.200

45 i.70 2.00 a70 9.40l O 0 1alD 92 15.800

44 i.ll 1.95 aOd 5.0〔) ロ 0 liDd 84 12.占ob

45 A.02 1,80 5.82 ?9.00jO:a80I2ま.d2 97 14.250
46 4.81 1.59 848 10.00 0 0I la40 110 ⊥ 二1151_9_!｣

91･6血と年 ,々-ゲ山が大 きくなってVlく振向VCある｡ しか し.立木伐採の目的は,立木の生産で

はなく,主に,91ム建設や昭和 45年か ら肝 されている県営草地的朱印業,昭和 46年からの県営

草地開発附帯郡集にあD.矢掛町を-.まわbしてみても.すごい-ゲ山だと思われるところは見あた

らなかったOをか,造林は佃^からの委託,町役心からの寄託,あるいは財産区からの委託で森承組

合が請負ってお9,7カマツ,クロマソ,スギ. ヒノキ.ヒメヤシ7'./などを植林するとい うことで

ある｡

次に.保有山林規較別林家掛 ･C幽 してC各地区の一戸当Dの平均線宮林野面模は,矢掛 i91山,

る｡ところで表 8-5-4を眺めてみると,調査年次 40年において,各地区で虚●も高い比率を占め

ている林家の山林JR有の規模は.美川-&･除いて 1- 5.14(55年調査ICは, 0･1- 1Aaの規供をもつ

林家が史 も多VIc)に拡大封 L,山林保有の林野数 も上班口している. (もっとも美川('Eおいても, 1

表8- 5- 4 地区別,保有山林規怯林家政の推移

l地区 午釈 林家数構成比 ALL0.1～ 1 ト 5 i I5～TD l10～20 20-50 I5D～50 針

矢料55 10咋う 58 一一一L 1 0 D 149円

72的 2b 2 100(句

40 26 137 l 1l 8 0 0 1占4
15 85 2 100

I 100 58 さ 0 1 0 142



I地区 午吹 林家数梯成此 Jaa 1へ.1 l 1～ 5 l5～ 10 10.､.20 20～50 50～50 計

菜巨 55 129 258 55 5 1 0 406

52 59 8 1 100

40 9 55占 55 占 1 0 405
2 88 8 2 100

45 115 259 57 5 0 2 59ム
29 60 9 2 100

令 55｣～ 19占 45 8 0 0 1 248｢ ｢ 100

79 17 5 1

40 5占 260 5.: 0 0 1 502
12 86 2 10q

45 19ム 49 4 1 '0 0 250
78 20 2 100

'LLlm 55 221 49 1 0 0 0 271

82 18 100

40 52 278 5 0 0 0 31L5
10 89 1 100

45 255 48 2 0 ! o_ 0 505
85 ld 1 I 100

L.LltA 35 159 62 D 1 0 0 202

-A9 5O 1 100

40- 5ム 192 2 0 D D 250
18 85 1 100

也i 45 127 64 1 0 0 0 192bd 55 1 100

7?FP川 55｣ 196 5.5 - 1 0 0 0 250

78 21 1 100

54 246 2 8 0 0 282

12 87 1 100

48 178 54 1 0 8 0 255
7占 25 1 100

小田 55 190 42 0 0 0 0 252

82 18 100

50.加 255 0 D 0. 0 2占5

ll 89 10口

45 175 48 0 0 0 D 225

78 22 100

A⊂コ針 55 1.179 525 45 7 1 1 1,758

67 50 5 100

40 205 1.704 4占 占 1 1 1,961
10 87 5 lrJ0

45 1.144 540 48 4 1 2 1.759

姓林菜 センサス (19ム0,1965,1970年 )
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～ 5山の山林保有林家が増加 してレ1るので,他q地 区の矧句と同じとみてエいが｡)そして当然,矢

掛町全般の合計も約200戸以上の化'huがみられるJ 45年では,55'JFの割合に淑ずる地Lj_もあれ

は.それ以下に減少した地区もある｡ このことに , 5 5年から48年にかけて,山林折釘が4.:祝 され.

国から,県から,叫から,あるいは他人,地区のEl発的なtLJ林原針vr対する対策が施されたものと思

われる0 2 9年 5月1日矢軌 三筑 山田.川面,中川の 5地区の合併で矢掛町が誕生 し.さらV{二Sd

iFl月15日,再び矢掛叫とノJ､即 Jが合併Lて新 しく矢掛叫が生まれかわった｡そこで考えられるの

那,この 5日r1度の合JJFも, 55年から40年にかけての山林鎌祈林針の規校の変化の-理由ではな

いかということである｡

これまで山林原野の存在形博をみてきたが次(･{その山林鹿野は,いか(･'C利用されているか,主(,C林

産物Vこ幽迎 してみていき-/chQ

b)林 産 物

全凶的な傾向として,林藻は穀過の一途をたとってし1るようL'･:思われる｡その原因は,薪炭の消兜

が.昭和50年代初期に始まった都市 ガス,7い ,1ソガス-の急激夜転扱 VE上って全国的に敢搬 した

こと,又,立木の加=忙軽柴がかか17すぎ,LiL近で比外材が多く輸入される上うになったことたどvC

丸められよう｡その#]=JAL,LU(rC入ることを∫櫨めで袖とな少,ますます山荒れを助長1.させた｡てはずっ

と以前VC:i-いては,林業が盛んてあったかどうか考えろ忙際して,現勢調査辞をめくってみると,旧

美川村では,大正 1年～大iEd年の (それ以前以後不P,日 新の生産は.大止 1年が17A.000Bl(1.24

叩])でその後上昇を続けo大正6年比1111-/I0001‡(1≠700円)と増加し孔へろO又,木炭の生産紗 てみると,大

正1年-大正10年むうちで大正d額ま12･80OPT(2.504円)一柳 51艶重症L{おり,蛾 比較的製尉ま盛

んであったようだ｡しかし, 19ム5年幾林集センサスによれば,地利 54年度の自官制炭,企兵か

炭の旧榊J村内の製炭Liは,昭和 52年乱と此奴して,-&似 上の減少とある｡これは.伯和 50年

代初肋の燃料革命の后菜であることは言うまでもなしりクJ',今日VC発ってql.それは,はたほだしい減

少で,製炭Ql皆無といってもいいすぎではなかろう｡又,今日の素材生産Ki,-･V,ても如材用 (特yL',
箱材 ･lP,I)が 2･10D層頑m).JIルブ用が 1･2ム0億柑nP,坑木用が 占50価枕mu,杭丸太用が 21日

儲轍m)が消放されたにすき1ない｡ (1,985年鑑称美センサス)大止 1年～帖和 5年の現勢調41-･.術に

おいては,大止 6年が 1･255桶軌17t,Hlj朴 4年が 2･U0D僻横dで帖も多 く , 1,9ム5年のセンサ

スによる, 4.200潮境〝tとvlう生藍は人口相加.それに伴うtJ,手数の相加など,その他諸 々の条件を

考叙して.私なDに判qr+ると,決して大巾tl生産の増加ではなく,逆VIJ衷退 しているものと考えら

れる｡ところで,この素材の肋売先は,主に矢卦町森林組合を通じて,製材所,箸=功 (特に,⊥蔚

郡右記mTの箸工揚 )などでその.I5.とんどは,y'l;内で哨鍵される｡ しかし,矢掛町内Uj省工機では,栄

子方面からの移入が多いそうである｡昨年 (昭和 47年 )から未の相場 も少しE･iよくなったというこ

とであるが,巌近の物価上昇と比戟すると,またtだ安いそうである｡

次に ,まったけ,しいたけVEつLへて｡旧六･川村の1ったけについては.表 8- 5- 5よb昭和 5年

の5.210斤(値段払急設に低下しているか )が止も多い｡しかし最近においては,襲 8-5- ムよ

a,矢掛町全作で 51Okg(約 516斤 )と,当時と比べて聞知にならめ程であるoところで,その
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衷 8- 5- 5 まったけのとれ高 (現勢調査紳 ) 襲 8-5-ム 傭殊林産物

(S44年鑑矢掛町 )

まったけの半分以上 あるいは 7割が.旧乗川村で,残Dが旧中川村,旧川面札 旧ノ｣､田村でまかな

われる｡そして, 9月 25日～ 11月 10日の間VC戯勤 まったけ問屋を通じて出荷されてVlるQせ

ったけ杖.花脚岩,砂岩などの山の7カマツの根元に先生するが,山の手入れが夜されず,又. マ ッ

クイ虫などが原因 して,まつたけは,ますます減少の一途をた どっている8なか,まったけの入札は

旧芙川村,旧三谷村で行なわれているだけであるO:A.シイタケ(i,表 8-5- 8よD,その生産

丑拙矢掛全体で 1.800七g(5,a0 0七g)であるO出荷する幕政のシイクケ親培を行なっている家は,

矢掛mJ全体で4- 5戸あ り,菜林組合,曲協を通じて出荷されてV,るOシイタケ栽培には,高架,福

令,鳥取方面から移入したはうそうマキが適 してお9, 1月頃切り,枝打ちしてそのまま, 2- 5ケ

月放任 して,それから1m,ほどに切り菌をうえつけるのである｡収唖は年に 5回されるが, シイタケ

栽培には温度差が必要な為,なかなか大変な仕脚である｡

以上がだいたい林産物についてであるが,天 8- 5-7,表 8-5- 8,零 8- 5-9からも明ら

かをよう(nr.林産物の収益で生計を立てている家は趣か 亡少ない｡虫近の一般的幌向として,ほとん

ど.#家,林家はそれのみを卑葉として,暮 しを立てている家は稲で,如茶化,あるい払.近隣の工 業

地糖に触ら卓に出かけている｡矢掛町 もその傾向にあるものと思われるO

襲 8- 3- 7 林産物版売金額別農家数

忘こ＼ ~な し 5万円未満 5万-20万 20万-50万 50万-100万 'ooか 200∃ 200万-500j

矢掛 日田 2 - - - ｣

小 田 57 5 2 2 - -

* 川 】 245 19 7 7 - -

三 谷 52 1 - - 1 l -

山 1 48 - 1 1 1 -

=日 面 58 4 5 5 - 1

中 川 】 20 5 - - - I



黄815-8林英
収入-の依存鑑別幽家政

田 I421 7面~｢ノT~p'~｢

衷 8- 5-9 林鮭物在との租類別版元林家出

9｢~~_一一･･._ -ll -

9〔) 28 2 ■一･･..■

∴ ∴ 恒 榊 か巨 の素材l!IiJ山からlの 姫 融二 ∵ 幸 二 木 炭マ キ7芸軒 三T有 豪 可笛 木 !

掛 - l - 1 2i I. .; ｢
問 5 - - - - - 4封 1
川 16 2 1 7 ｣ _ __ _ ｣ 1 10 - 2

令 2 I1 1 - - - -

田~ 21 - - 1 l - - - 1 -

面 5 I .I 1Ll 7 - - 2 l 1
川 l - 1 1 - l r 51 -

C) 矢掛森林組合

矢掛叩忙(･1,美川森林組合と三谷森林組合があったが. 5- いF前三谷森林組合が閉鎖 したoそ こで,

昭利 46年,美川森林組合(rI.名称を変更し.,矢掛庶林組合と称するようにをD,矢掛地区全厳の森林組

合として再出発した｡組合良 456人(U｣林原野を 1反以上所有

する者はすべて加入 ).役員14人,職員5人.Et慨 金15･5ム5･000

円で運営されている.山林原野-面積所有のうちわけ作表 8- 5-I

1口の如 くであるが,森林台帳など(cl美川地区のものたけであっ

た｡甜菜として帆 (i)立木の購入版私 腕入熱 1準星WT,失

脚 丁で,失准岬 で帆 旧菜川村が滋も多く.旧三谷村では.多レ▲

時で5多,美星町は 17- 18多を購入 してレ､るO版売先は.帆

一455-

衷8-5- 18
山林所有の規

1 町 未 満

1叩 - 3叫
5 〝 ～ 10町
10〝～ 20〝

50町 程 度
SD町



山県森林組合の市場を通じて保内の郵材所.告工場ve,又上房郡有冠町の哲工場忙直接販売する○

(Li)植林,32･木を肺入した家,あるいは財産区からの依頼で植林する.昭和46年に約5町歩植林

LたそFJである.苗木は,開山県樹雷組合を通じて納入され,その主なものはプ'カマツ,クロマツ,

スギ,ヒノキ,-キンJ,'リなどである｡又,旧札 下刈Dなどの手入れやマツくい虫で枯れたマツの

伐採も個人の.あるいは町の依板でfT-ぅそうである｡

(lil)林産物qJ的し一､｡ ンイクケは出払を通 じでのものもあるが,森林組合では転年,約dOkgを故うo

マツタケは全く扱bず,展軌 間屋を通じて阪神方面に出荷されるQ

(尾 崎 悦 子)

4-鉱 工 業 l

は じ め VC

糊山塊の産業 5部門別就薬者の割合の推移を見ると,大正9年の第 1回国勢調査当時,第 1次産業

6115摩,第2次藍藻 1a9飾,第 3次産業1a5年,分類不能の壷集 111啓で.その後昭和25年

いう傾向をたど9,昭和 25年には第1次産業が56･Odp,第 2次産業が20･1車.第3次産業が

?_5･9多となった｡この昭和 25年を境qEして第 1次変革の割合は,急速に低下し,弟 5次産業の割

合がi酌口してLへるO脚 n40年から45年の5年間忙結,第 1次直薬は 55･411人(a8車滅 )の

減少,第 2次産革は69･781̂ (5･D車増 )の概加,節 5次産薬は 65･458人(i8藤嶋 )の増

矢 掛 町

625

i:1150

855

S40

S45

0 50

図81 4- 1 郷 別就業者の制合 (岡山県 .矢掛町 )
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加となっておD,昭和 55年から40年の第 1次直奏の a7帝薮少,弟 2次直葉のi9年相加,第 3
次産業のd･8多増加に比べて,第 1次藍葉では如少の割合がにぶ くなD,第 2次産業は勅 ロの割合が

伸びてお9.第 3次産業では伸びがややtFCぶってきてV,る｡

こうした腺の動向のなかで矢#抑Vこおける医長牌進を医薬別就業者数の割合でみると,第1次産集

の占める割合は大きレ､けれども,その割合にl殉山原のめ向と同様VC蘇少 してか9,時に 50年以降(,･t,

その減少が日ざましい｡第 2次産業も嶺 々忙Itf加 してか9,般近 5年間の増加は目ざましい｡第 5次

喜革も,第2次産業と同様の憤向を示 している｡すなわち昭和 4D年にかV,ては.第 1次を薬は5i4

帝,第 2次産業は 1919車,第5次童顔は 2817年を占めていたが, 5年後の昭和 45年には,第 1

次産業は 1i2多淑少して4012多,鰐 2次善美結 1O･5車増加 して50･4多,第 5次垂業は 2･ム車

輪加して29･5帝となっている｡

衰 8-4- 1 第2次壷井に1,･Lける業種月収 美香教の推移

第2次産苓 LS50 t355 ._q40 .S'45
槻山県 失准町 ㈹山県 矢掛町 細山原 矢掛町 帆山県 矢掛町

車 薬 7.251 17 7.280 25 5.452 25 4.594 22

建 設 薬 28,095 248 40.435 585 46.7ム4 378 dd,7ム1 685

製 造 英 150,479 1,127 tdaOld 1,4ム5 200,994 1.79ム 251.61ム 2.672

さらに,失#阿 忙おける第2次医薬就業者政を業種別に見九は.表 8- 4- 1のように,封造兵比

着実に伸びておb,薙設如 昭和 40年に一時仲帝 したものの,昭利45年に爪急稗 し.鉱葉紅般近

やや狭少しているQ

町村合併の為,良和がほとんど御られず,せた,特られた史料も断片的なものが多く,矢掛町にお

ける=業の全貌の考寮ft判としては鴻足なものではないが,鉱工某の推移を･見ていき.当町にかける

特色を明らかにしてゆきたいと思うQ
信 二~~ニ~~号r『■i-L■T TT.l√川.

(1)鉱菜の歴史

a) 江戸時代の鉱凝

矢掛町にある鉱山とLては,現在は,閉山されてVl

るが,弥高鉱山が有名である｡これは,矢掛叫東南部

横谷にある応さ5a2メートルの弥高山の南部K位鑑

し,主に銅を産出していたo
写共 814-1 弥高鉱山入口跡

この鉱山の歴史打ついて,ノ｣､四部誌には. ｢旧坑政

ヶ所にありて,在昔よb汝集 したる証跡あれとも,沿革明らかならず｡口碑の伝ふる扉によれは,約

五首年前現在の火打岩方面にて操行せしもので如し｡｣とあ9,また字保二年に曹かれた ｢覚｣,止

律三年の ｢金山tふの党｣ (福武ま所有Jに｢言争茂己前据申由申伝候｣にあることから,断定仕で
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さかrlが,江戸時代初めごろに晦,操業を始めていたらしい｡

記点が残っているのは, 17世紀後半以後のことで, ｢備中臥 ､田郡横谷村弥高山 銅山相稼侯年

暦党｣ (福武家所有 )に,

｢-､寛文十式年 花房外記様

仰付侯 銅山横谷村遠藤防同村源五位帝門稼仕侯

-､元禄十四巳年西崎次郎左衛門銅山穣仕候

-､享保玉子年中川六左裾門銅山稼仕侯

-､元文弐巳年ノJ､林伝左術門次郎七帝山疎仕儀

源四郎と中上
′

右之通御座候以上｣

とあD,前述 ｢発｣にも花房外記,西崎次郎左裾門の孝行について述べてある.

また, ｢金山まふ之先｣という当時の坑道の覚苛と思われる見料も現存 している｡それVCよると当

時 7か所の坑道があったが,鉱石が小さかったD,水が多かった9,山がやわらかだったために. 7

か所とも掘るのをやめてしまっているQまた,新たに掘ろうとしても,山師や堀子が近く(G=いなかっ

たために,揺ることができなかったということが,うかがわれる｡
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写其 8-4-2 金山寸ふの覚 (禍武家文脊)

｢一､〇(:X〕まふ
是-十弐三年己前省せふさらゑ見申侯処 くさDちいさく熊成仕 二相不中止侯

一､〇COTiふ

是-先年古まふ五十年毒己前こさらゑ見申処 くさ9ニ据付不申侯而止申侯

-､OC)○せふ
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是-百ヶ年も己前二掘申由申伝候

-､∞01まふ
是-五十年己前掘申侯而あIさく井上水多掘止中底

-､
CXjO-iふ

足-百年も己前二掘申由申伝侯

-､
ちいさいまふ

是-~五十年斗己前根申侯拠二山和カ=御座候炎上水多掘止候

一
､cc)C)
(〕7tふ

是-五十年斗己前ざらゑ見鮭-共両もきく御座候而相止候

-､
く-r3
9先年掘出旋院内-而致吟味差上俵只今古まふヲさら-新規二掘出厳科共不能成山師端

子茂近所二無御座倶二付畔地侯樽共御物舷大弁軸b可申皐存恢古まふ前々F)もb居申候二村

早速Iciら-姓付相見申候
以上｣

足尾銅山Vこ代表される上うな鉱礎vE上る礎垂か
.
当時にもあったこと
を示すような史料も福武家の

文#
･から
見付かったC

鉱諺を中和するための水車と貯水池が
.
後になヮて作られ(年代不明),
その跡が今でも残ってLへ

る｡
水をかくはんするために水専(写鼻8-4-5)が

使わ九,その中に石灰を入れ,貯水鞄(写真 8-414)

で流れ出した水の鉱奇を中和-させてVlた｡

b)明治以乳 噌和利肋ずでの状況

この時助の状況をノJ､田部蕊で見てL,1くと,｢明治riD年

頃エb某氏の宇陀よD,火f1号現と本鞘抗と%･棲行して

いたのが,明治十年三月,三菱合較会社の桝祈とな!),

周鉢坑,大波坑 育間歩境等を旅先,山井で灘如し,太

いVr繁栄したC同二十四年(′こは,赤木佐太郎がこれをL=al

_I)受け,同二十五年休山後,同二十七年に仏 名上本金弥

の所有とな9,二 .三年探求 した複鉢山となる.そり鈴.

弥高鉱業株式会社の稼行すUjrとなD.大敵坑.甘間歩

坑において,大鉱体を発見し.大島卦軌所作売鉱し.数

年は繁栄したが,大止九年銅価暴落のため休山したC昭

和9年4月,昭和鍵轟株式会社の所有V(C帰 したが,火打

岩方面及び大波坑(̂E鉱体を発見し,月産150 トン内外

の銅鉱を産出するよう(′こなD,同十三年一月,盲属刀空

気圧倫機を据え付け,大渡坑を韮本として,果眉北忙数

-459_

写真 8-4-5 水 草

写尭 8-4-4 貯 水 池



桑の水平坑道を凍D,採鉱に努めているO

付煎札 石英斑岩から成b,局部的FE石英粗面草が見られる｡鉱床付近は変質 して節理が多く,軟

弱モ箇所があるが,-殻には,堅硬である｡鉱区面横松 784･094坪,鉱床は平行鉱脈が教本ある｡

鉱石机 細 鉱及び硫批鉄鉱であるが,黄鉄鉱が混L;ってかD,楠帯状に配列 しているo石英が聴石

でもb,鉱石の平均品位は256- 5車,銀は80- 150(9/t)である8

坑道は,山腹V(C開口してかD,大任一帯坑,三番坑,甘聞歩坑 火打岩坑等があるO旧坑としては,

火打岩坑本数旧現 川敷旧坑及び善光寺坑等がある｡

大波一番坑は,県道近くに開坑 し,屋扉よb甜押しに北方-長さ約200メートル掘b進み鉱脈に

沿って,掘b上っている｡

大波⊥番坑の発約70メートルのところへ南北に建る延長約 170メートJL/の-坑道があるが,そ

の坑道は,廃讃 しているO

甘聞傘坑は大淀一一一番坑の東約 4DDメートルVCあD,水平坑道vE上9,これと連絡 している｡大切

坑道は,南北へ両神LL'Z:約20Dメートル延び,鉱脈に治って掘上している.

即ち,大切坑道南押付近は,大正八年頃,鉱脈に沿って上方へ,北神に当鉱郡を採掘 Lた｡大切坑

道北押vrかいては,大正六,七年頃上方-鉱脈に沿って,約 50メートル内外掘b上D採掘 したとい

うことである｡

以上住,大正九年休山当時の状況であり.昭和鉱業株式会社の手に帰してからは,掘力進が目覚し

く.坑道も日 V々E変化している｡

その傾業一般を記すと,

-､操 業

坑内は探鉱,採鉱,支柱,運搬K,坑外は選軌 迭鉱,機械,沈G,工作等の各部に分れ,特

. 理作業は,-日三賓替八時間制を突放 し,産出精鉱は,山から玉島港まで トラックで避搬し,

玉島港から船便によって.児島郡日比町社内日比製錬所へ送るo

二､使用機械

首馬力空気圧府機一台

五十馬力空寅圧痛也-台建設中

蟹筆耕 M一一7塾七島 CCll塾四台

R-59二台,S-49二台,ALSI)一日 四台

十馬刀ブレーキク ラ ッシT- I-台建設中

三､番購入品 職且 11名 鉱夫 100名

四､昭和十三年皮相鉱転出丑 1,748･8トン

しかし,産出硬の激減によD,昭和十四年秋休山に至った｡｣

また,参考として,大IE五年から大iE九年の休山までeI,蔭比丘が記され七レ､るが,それによると,

大正五年vc, 1･156･7 トノだったものが大正九年(,Tは, 40トン足らず忙敵城 しているO昭和十四

年の休山の噂も, これと同様な状況であったろうと眉目フれるO
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C)鉱業の現況

昭和十年代後半から現在にいたる-1での状況を, この巾掛 こ住んでおられる福武,土屋両氏に伺っ

てみたO

それ(,Cよると,産出止政敵のため,昭和十四年には休山となった同山ではあるが,搬争のためか,

昭和十五年から終戦までが滋も盛んに採拙された時加と在ったらLレ､0時に,略和十^,+九年ごろ

が盛んだったo当時約 150- 200人の鉱夫が,こ こで触いてしハたoその内,地元の^が半数以上

いたが.東北 ･九州など遠方から来ていた人もかや,その人たちのため(A=社宅が五棟あったD (写真

8-4-5)また,馴務所もあD,現存している｡ (写兵 8- 4- a)

このように戦争中盛んであった銅採掘 も.産出丑の碑,>や採井が合わなくなったことなどによD,昭

和二十二年閉山にいたったo閉山後 ほた山の中から粛石膏採_b出していたことも2回程あった｡

写共 8-4-5 鉱 山 社 宅 写実 8- 4-ム 鉱 山 馴 務 所

(ロ)工業の発達と現況

a)蝦近 10年間の=菓 (昭和 56年～ 46年 )

矢掛町は,凶 8-4-1から明らか尭ように,窮 l欧亜莱れ 大きi:比塾を占めており,経済的な
基盤は曲集に依存 している.江戸参勧安代の宿場町として栄え.今も昔夜がらの本陣,脇本陣が保存

されているという,非常に歴史的な町のためか.近代化ま瀞 tて卦D.第二次産業としての=菜の発

展は.遅れてレlろO叫の中vE仏 工場 らしい娃物.3:.なかなか目につきにくい｡ しかし,腺南郎工港

園のベッドタウンとLて.矢掛町q;i,年 躍々進を続けてi･.9,赦二次産菜の占める割合れ 徐々に増
加LているQ

表 81 4-2.未 814-5,黄 8- 4- 4は.岬祁 56年と昭和 4占年Kおける剛 Ll膿及び欠掛

町の匿葬中分類別む某所数,従菜者軌 及ひ卦遺品出荷観等を示 してあるoまず,軌 山腹を見ると,

この10年間托軸菓桝奴では.相で鳩軌散楓 梅丘糊松帆 金細動品などれ 約 5-8倍に増加 して

し1るO従業者数では,電気機械が約 15･5晩 鉄鋼が約 14･ム倍,和恕倣秘が約 8･7倍とし1ったとこ

ろが大きくかわっており,価rt,総数の伸び率と比べて低いものも見られる｡製造品出荷額等で爪,

婚Vこ増大したものとしては,鉄鋼業の 155倍,ALA先軸枕の約 50倍,精密機械の約49低 石油石

炭の約 1d占倍夜とがあ少,丑工典を中心としてjlrl大が見られるO昭和 48年vcおいて,野草所臥

位菜者数では,麿工粟が大き孜割合を占めてhZDか,批蓋品出荷寵等では.重工業が聯工賢の約 2倍
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となってレ､る｡

次VC,矢掛町を見てJ/ると,まず, J-jlJk一所掛 こかれて比,昭和 58年～ 46年の胤に衣伽そrL)他の

軸組が約9倍,繊維が約5倍に相加してかb,他に城少しているものが多い｡従業者数では,皮雄 ･

同削 岩が#J19仏 紙紐 ･衣舶その他の趨継が各約2･2倍と在ってVlて,その他はあまb変化が見ら

れない.磯造血出荷紙筆においては.Xを含んでいるために,明確な ことはわからないが,良港 ･同

Bj9品が約 4a5倍K毛D,従如巻数も約 19･5伯と怠kl･(Ht･Jkてし1るのd,ある]･ム=鳩の進出によ

9従象者数,:d製造品U的廟等が急増した-J'ム封品を含んでし-,るためと思われる｡他に目につくものと

して托,その他 10･ム私 家見鮭備品の約 12･dl瓦 鮒 晶の約 9倍かあげられる｡

さらrr一矢掛h']('C別する食料品,雌雄,衣服その他の粗略 木材 ･木封品,家良装備品の各工兵の10

年Julの推移を.昭和 56年を 1a0として.各年の指政をとって従案音数 と製造d7J出荷組等.Kついて

くわしく見てみると,図 8- 4- 2,lt48- 4-5のJ:うである｡徒築者数Il:おし1では,発見装備IL.71

が,昭利 44年から翌 45年にかけて急蜘i:触JJuしてlハるが,その後減っているo衣服その他の撤.#.

搬雑が約2倍になってお･少,阪 に々で紘あるが佃ひている｡食料坑 木材木鮮晶に.さしたる変化(Ji

見られをVl｡製造晶出1'nll依串(/Cかレーて結,家兄焦仙術か相和 45年 l仁.(iL撤LA=伸びても･少,食料品,級

維も,総数エb大きな伸びをホ している｡これ町対 して,衣舶その他の械楓 木材木製品は,そ'7_)仲

ひが政健で.組数の伸び率の半分tArも及ばないo

昭和 4日Fの矢掛町工数 (穀 8-4- 2参府)の上･火rJTk･'J.194のうち,食桃 もは 55(2a4妥L

繊維 55(17･D労),衣雌その他の線維 57( 19･l多),木材木謹き山 19(9･8単 )を占L'Uて3,-

/9･徒薬背教は･ 2･598人のうち･衣Jluその他のIit紐に 4n2人(16･8カ)･は維 572̂

(15･5〆 ),食料品:11290人(12･1飾),木け木城#1288人 (12･0多)である｡製造品LLl

荷独尊 89 1.768jj一円の凡 食料品 166.959カIl(241車),紬維 91･250万rl｣(1512

解).衣服その他の繊細 9D･858万円 (15,1* ),木材木触舶 64･占59万円(9･5餅)な占め

てL-･少,'-ll其所数.従某省軌 郡遺品出荷価額とも軽二葉が半数以上を占めていることがわかる｡

昭和 4占牛工丈統計訴壷のrF'から工場分布倉淵ペると,合計 194であi),凶8- 4-4のようl'(-,

矢掛,馴 凧,小田など既述沿蝕に多く分布している｡加供(従兵良作よる)別企業数結,表 8-4

-5のj:う作,5人以下の家Pj経′皆が 102で52･6串と半数以上を占め,20人未満の小規似経営

が 175で89.2多を占めており,矢掛の企英は,ヰ叔軽僧の′J､企婆で占められているといっていい

であろう.半数以上を占めで',る5^以下JJ従丸EIむところは,かも把手延ソーメン,PP花延, ソ

ーメソ,花道など従来からの家内工梁的なものが多(見られる0 50人以上の企非 としては,大久tX･

澱粉株式会社,片約定iil:,棚均食.(.,vt臥式会社,三放拙作軌 中越ヒィJt8-,松田モスリン株式会社,
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(S48牛 工媒統計調査による)

* 8-4-5

蒙限喝機株式会社,矢掛スラッシ-株式会社があD.九五ゴム工典 規 幌別 企半 数

株式合札 缶士ペ-クライト工薬などは, 200人以J=の従兼良を

有 している｡

b)主賓を特産物

i) 暁 教

矢掛町での鰍 の製造は,今から約 1ム0年裾前忙-3かのぼると

雷われる｡参勤交代qj大名が もたらしたとか,山隈芯を往来するつ

くb職人かもたらしたとか官われている｡当時は,和進料理として

.段伸 (人 ) 企 英 数

1～ 5 102

4.､_9_ 49

10- 19 22

20～ 19 7

30～49 5 I

50′､_99 8

100以上 5

豆広,池7ゲと共に僧侶の食物としてつ くられたものである｡現在 江戸川 年 工業統計調査による

l-4占8--



は,大衆の食物で,白い色をした ものであるが,以前は無し1色をしていたものであるQそれは現在の

ように小麦粉を原料とするものではなく,フIRマを原料として用いたものである｡矢掛町Kは以nTJ',

うどん屋が7抑 ミどあり,夫をひいて,その星iJ:の半か まどをうどん粉として. うどん転(n:売9,班

,.)のカスを処挫 して鉄i･焼いたそ うである｡

明治2D年とろTiでは,入刀で石うナを用いて左をひいて卦9,それ以後の 10年間は牛を使用し.

明治 50年から大止耕地Kかけては,水車を使用 している｡この水車は三谷.川b,美川等にあって

精米, うどん粉の製造を していたもので.歓屋は水軍(.JE菱を持っていき.それをフスマ忙変えて持ち

触ったものである07tた,原料には大鼓,裸まをかなil使用してお り,原料不足から,これ等を典家

作たのんで栽培 してもらっていたようである｡現在.鉄製遺草者はム軒に減少しているが,大正初年

(n=は矢掛町で約5D抑 7}-どあD,いずれも家内=穀的なもので,手で粉を練り形をつ くって炭火で焼

いた もので, これKはかなDの如鰍を畿 したと官われ為｡これが大止の終bごろVE粉を鈍る機板がで

きこれによって労働が軽減されたと言われる｡

昭和 14年Kは,炭の不私 労力の不足もあっで岨気ガマが考炎されて,手=菜的夜ものから企業

的な機械生産の色彩を持つよう作表った｡ しかし,また穀就東というのは,手工業的な性格を残 した

在英であるOというのは,艇いためにコス トの中(nL'Lめる述if1'の割合がきわめて高くつくため托.出

荷にはとんと保内にかぎら九でレ､る｡ したがって,できるだけ硬く韮たし､高紋を歓を鍵造 し,i3It賃を

できるだけ下げる勢力がなされている｡表七の卦迫には,多Liの満水が必毅であb.扇端部の金谷忙お

しへて行なわれているC

卦違法は,まず,ノJ､麦をノ｣､麦粉K製粉 し.水7灯対 してJJ､麦粉5の割合で加水分解をさせる｡それ

を練 bグルテンだけを巌蜘させ,巌蜘 したグルテン作,小麦瀞 と8ンサンを加え,焼 くとふ くれて猷

となる｡

ji) 手延ノーメン

扇端部において造られる鉄と同様に,ソ-メンも断層崖にかかる渓流沿いにできた水車簸薄に右小
て発達をみたQ

奈良時代 (8世紀 )に伝来 した唐薬子の-種たが,日本の風土的好みKよって変わってきたo大和

の三輪が発生地といわれ,索餅 (むぎなわ )と上はtlるソ-メソが造られていたことは,古く娃音式

にも記号されている｡これに,日本神話の三輪伝説が倍ひっいている｡三輪の里(･i三輪山のふもとVE

あり,初瀬衝iEiと伊勢街道が交差するoともに西国エ5か所巡Dやお伊勢参Dの道筋で, ここを通っ

た旅人がやがて各地に ソーノンの如法を広めていった｡近畿地方を中心化伊勢 (三重鵜 ),河内(大

阪府 ),鉄路 ･播磨 (兵庫県 )-と広が9,小豆島から瀬戸内海沿岸の備中 (柵山県 )あたDがbt良

品の産地として知られている｡㈹山の ｢加茂川｣｢松の白雪｣,｣､豆良の ｢島の光｣淡路島の ｢御酸鼻｣

｢淡路糸｣愛媛の ｢五色そF)めん｣兵庫の ｢肘保乃弟｣などが有名である ｡

～. ㈹山原では井原地区と笠的地区の2か所で,多く作られてLJlる｡井原地区は,矢掛 ･芳井 ･井原の

地域をさし,矢掛で70年.芳井 ･井原で残 !)の58弟を製造 している｡笠岡地区では,鴨方が砧 も
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多い｡昭和 12年発行の′J､田郡掛 こよると,素顔竜取離の炎遇は次のようであるo

衷 814-6 地区別=場数
｢来世乾姐鈍の郵道にして,年産額 5ム万余円に遷

せ D,主産が都市中心にあらず して,郡内各村VE行

はるること,冬期虫開胸の副業 として生産せ られる

こと串は.其重要性を増大する｣ と記されている｡

ソーメンの却進は,水草集商におV,てなされてい

良.水車を使ってノ｣､麦をつ くと,ねば少が うまく出

せるためVE,非常におい しいノーメンができた｡水

車がたくさんある所亀 ソ-メンをた くIcさん作って

いた所であったといって も過言ではをhc硯瓦 桟

写尭 8-4- 7 ノーメン=場

中 川 山 三 矢 美 小 町

川 面 田 谷 掛 川 田 村l
三 十 四 戸 工功

六 一 一 〇 七 三 五 又数 は

十 四 十 六 十 罪 敬工

二 〇 一 六 四 五 九

三 十 八 一 女
三 一 〇 〇 三 六

四 二 呈- ニ ー四 八 二

ー ヽ ヽ ヽ ヽ 産政蕊

〇 〇 四 〇 三 二 三

8 00 2 00 至 芸 望

価
=t三 聖 ミ 〇 ､

_▲_I

谷,川面Ki,:Vlて,盲だ水輩が見られる｡東三成,

土井,川面,横谷において,さかんに作られてい

るが.以前よb半分に減ってきている｡菅は冬朗典的期の副業 として,ノ-メンを作ってhltのが,

数年前から本葉としている家が多くなっている｡勲品帆 京阪神,広島,四国などの搬夕岬 送 られて

お り,生産高は全国5番目という商い突如を上げている｡

IJF) #

矢掛町の直井 を代表する=薬に割箸典がある｡この歴史は新 しく,昭和 14年に始まっているO松

材を材料とし,婦人の労働力で発展 して別番は ムつの工場がある｡材料は失軌 井原付近の松材で,

一部は広島方面からも透 られてきているO股木は節の夜いものが壕 も濁 し.原木の約70卵ミどが著

となっている｡著に適した松はねはbがあ9,こしが強い赤松であるC煎松は色比白いが,ねば Dな

どがないためVC箸の材料としては便われない｡また,杉 ･ひのきは,夏日･冬日の年輪の敵さがちか

うためVE, ローター)-という検城にかけて木をむ ('ことができないので,磯城薯にはできず,高検箸

VCは使われるが,大衆番の材料としては使われないO出荷先は良質の智は雫京の飲食店が多く,良質

でない ものは一般の家展用とされる｡封品の50再は東京方面で,その他は京阪神 ･L嫡山などとなっ

ている｡矢掛産の箸はI-#K良質で,折れたb熱紛Kつけた時好曲が ったDすることが少なレゝという.
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■l

lV) 矢 掛 石

美川の奥から産出される将撮岩で.美星 ･一粒頭の地域に多しっ｡矢掛町の愛石会のグループの^たち

か美川の奥で発見し,矢掛町が早 く宣伝したために,矢掛石という名がついた｡昭和58年K東京の

石の展示会に出品したところ,東京の石の大家が矢掛石に臼をつけたことがきっかけとなって,全魅

的Kこの名前が広'まD.昭利 59, 4口年にピーク･となD.短日約 100̂ 程度見学に来ていた.

この石は,鑑米用庭石,床用で.ちりめん肌を亀賞して楽しむ石である｡採石 してきた石(,I,表面

が茶色であるが,金のプランでみがしへた後,表面のよとれを取るために塩酸につけると,廿や乳 白

の鉱物が見えて,きれいな石になる｡石英の白と他の鉱物の無とがほど良く混じわD合い,石英の白

を鞄や暫く疋見たてて楽 しむのであるd石の大きさ虹,床用で50- 40C社で,硬度は 7- 8で.かな

b硬い石であるQ

昭利 40年ころ,話旭ri:呼んだこの矢掛石も,今tI械ばいで,原石の淋綜岩も, もうL,芝とんと-なく

なってきてレ､る｡そのため.今では首班店や専転での鹿示会に出ur占する程鮭であるo矢推lJ｣､芋松前の

東光鮎が専門店である｡

r

C)主賓な工場

矢掛町eJ=業の具体例として,次の 5つの工機をとDあげてみようo

i)大久保澱粉株式会社

明治27, 28年とろく仁,大久保好松氏が.この地域で作られてし1た小麦を水車でひいて,ノ｣､衷澱

粉を造る工場を個人経営で.ここ,矢#仰Ltr設立 した

のかはじ-359である｡戦後,食主格の変化から,矢扮

町のそうめん,晩秋某の前途 もJRj.ILも安拳とVL管･わ

れないので,とうもろこLからコーンスターチを搬温

する ことを営業とすること忙し,拙和 26年振式会社

に改組 した.現在,工助は西田】工功と金谷工場の2つ

があり,西町工塊は.敷地軌ijL･5 aO坪.組物両軸

550坪,搬粉製造板柾-一式 を備えており,叔碑を封

造 Lてし､Z,O西町工秘J:D少し束Vr位温ナf'金各工場

紘,敗地面桃 400坪,処物面仇'580坪て,とうも

写英 814-8

大久保軒粉株式会社西BlJ工秘

ろこしを粉にしている｡社長は,大久保啓一氏で.穀Jt=金2･000万FL],従串良は 57名〔西町=魅

- 49名 (内女子5名 ),金谷工機-8名 (円3(子 1名 )〕であ9,平均年令は, 42･5才,平均

給与は 8万円,作業時間は,作菓能率,ボイラーの余糸等の蜘係で24時軌 2交替制となっている0

年閲髭上げ南は. 9億FWL'もなD,販売先は,王K三井物産を血して, ど - ル会社,段ボール,組取

扱物のエ魅へ版元 LてVnるo以酢は,食物に澱瀞が使われてVlたが,現在では,あせD使用され怒く

なD,ビール(,E舷も多く使用されるように去った｡原料であるとうもろこし綻,三井物産を過して.
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主に南7フ.)カや7メリカから輸入 している｡とE,ろが.異常気象,アフリカの干ばつ,そのため葡

人が7}リカに集中したという理由から,とうもろこしの価格が平年に比べ2･5倍に上が9. 140

L'JV/1′となD,採井がと如こくく漁っている｡茶界の見通 しとしては,国内産の班粉(甘督,属命

笹 川=比べ.とうもろこしは,年中作られ,割造できふため伸びるのでば複いかという期待を持って

いる｡

しかし,とうもろこしから澱筋を作る過程で,腐った蛋白と亜硫酸のために生 じる臭いVCかいと亜

硫酸ガスによって,公害伺越が発生 しているQこれを解決するe_とが,当工機の 1つの大きな探題と

なってレゝふ｡

Ii) 片帆直衣株式会社 矢耕工也

片的産薬の本社は倒山市にあ,".片帆太郎氏作よって殻立きれた会社である｡血初は,†叫山市に5

か所=場があったが,職争中に殊閑 し,矢掛放物株式会社の建物を倍bて挽穀を続けた｡昭和 2D年

9月20日に,矢掛放物を員いと9,それが現在の矢掛工場となっている｡

fiT薬内答は,雀牌縫軸加工であ9,防衛庁,郵政省,態 々公札 厨鉄などの制朋を作っている｡以

前から馴朋を作っていて,戦争中にも郵政省 ･国鉄の制雁を作っていた｡

㌍本金は2･000万円.役良は社長榊哨大館氏,呼務片帆新之助氏等の 10名である｡敷地面積は

2rOOO坪,種物面積は 2･000坪 (延坪 2･500坪 )であり,設備としては,廷反機 1台,栽断髄

8台.各種 (./ソ 25 0台,プレス機 8台などがあるO従弟Elは 250名であるが.その内女子が

225名と圧倒的であるC これは,凝朋縫製という仕事

～｢ の幽係によるものであろう｡男子従英員は,裁断などの

t 技伽 係や倉肋 としてJtm tしている｡平均年令は 5 0

l 才であ9,主軸が多いので福祉厚生施設として託児所の

写其 8-4-9

片側転業株式会社 矢掛工場

辿設を予定 している.売上げは,矢掛工敏で年聞約 15

億となってかD,これは本祉売上げの半分程度に当って

いる.昭和 48年度の売上げは本社売上げ 50億円くら

いになるだろうと見込んでい2'C材料の仕入れについて

は版売先の役所から指定があD,毛放物はニッケ,東洋

防.カネボウ,ユニチカ,麻は東洋轍絶 帝匡搬絶 化

学級錐にJ:クラレ,菜 レ,ティジンのものを仕入れている.

従来の見通 しは,被施工梁も安物をつくっていると東南7･)了のものVEか-3れるが,ここのように

技術的托すぐれた㍍級品を作ってVlれば伸びるであろうということである｡

川) 宮士ベークライト工楽 (有 )

富士ベークライト工集は,昭和 19年小田の町中に設立され･噺 】44年8月現在の小田工場 瑠 転した0

この他に,芳井工勧 珍畑 刀工協 も12=場あるO昭和 19年に設立された=切は,現在,富士ベーク
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ライ ト=菜と三菱の共r･,他 党で昭和 45年 11日に設

立 した菱脇電気株式会社が使用 してhふ｡

申菜内容は,横井電刀吾十,家庭用のノーヒュ･-ズブ

レーカー,大型モーターや新幹船などに使用する安全

プレ-カーなどの封過であるQ投本金は 200カ円,

小出ユ秘は敷地融紡 8,40 0'TZZ,唾物面槻 5,6 18〝F

であり,芳井=塊は敷地両横 8,d0Dm),礎物面棚

1･500'TizであるO施設数僻としては,熱軌化性射出

成型機が,小田工秘vE58台,芳井工観 て25台あi),

今後も15台くらい増設する予定である｡従兵良は約

440名 (内女子 2dO名 )であるが,この うち約

115名は菱陽電気への出向社良である｡菱階屯負へ

出向している従黄点は約 108名が女子であL),濠隈

には男子従弟員は十数名 しかいない｡君士ベークライ

ト工業と蒙隙間気株式会社との触品卿進上の胞係は,

ノ-ヒューズブレーカーをAI造する軸合でいえば.料

側を箇士ベ-クライ ト工業が作D,組立を費髄LL気株

式会社が行なうというようになっているQ原柵 はフ

ェノール樹脂をオカクズVrLみこ-1せたもの,フェノ

ール樹脂を布LH=塗った もの.ガラス繊維の入った不飽

和ポリエステル樹脂毛どて.仕入先は,三糞ガス化芋

住友ベークライトである｡射品は,三菱-版売 している｡

写真 8-Al l0

富士ベークライト工弊

写真 8- 4- 11

古土ベークライ ト工粟の作業秘

rv､ 九五 ゴム工業株式会社 矢掛工場

九五 ゴム工業株式会社は,伯和 46年 4月貌屯 諌本金 2･700万円,従業員数約800名, 5工

軌 5出張所を有する企梨であるCその沿革をたど乞うと,大止 8年 5月茶屋町Kて九五=葉株式会社
を創立 し,運動 ぐつの製造 ･版亮に乗9出した｡昭和 17年 d月倉敷工場を建設 し,昭和 18年 5月

には三牽韮=英株式会社水島航空地軸作所C)払刀工租 とLて,航空機用ゴム部品触進の専門=墳 とな

ったQ 戦後自励車用 ゴム部品知遇の技術開先に努め,昭和 27年vtは防振ゴムの試作に成功 した｡そ

こで昭和 29年 1月九五二⊂草から自動軍用-1ム部品匙遊脚∃弓を分離 して.九五 ゴム=黄株式会社を設

立 した.そLて昭利 29年には圧入型のラバーブ ,I/ユを研究開発 し.昭和 52年には トーションラ

バースプ リングの製作に成功 して,昭和 55年 日 日本社工也を,昭和 57年 4月矢掛=場を建設 し.

全面的に操業を錦絵 したQその後 も研究を続けてかiJ,-また,卸造工程をライン化するなど生藍技術

の脚発 も行凍ってレゝる｡

iLT寮内答は, 自動車用=･-ム那晶製造であD. r･̀1-シー部品 (荷速を支え,エネノレギーを吸収 L,
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写真 8-4-12

九五ゴム=菜株式会社矢掛=場

振動と厳音を消すためのもので,エソ･}ノマウント

ラバー,JifディーマウントラバーetC),ボディ部

品 (耐侯性及び耐オゾン性の重畿な部品で,最 も大

きを用途忙各牲シーリング材で,プロ/卜や リヤウ

インのウェザーストリ,7, ドアシールetC),ホ

ース (ラ･}エークーホース,ヒーターホースe~CC),

その他 ダストカ/(-. プレ-キシリン9--ブーツ

の都道を行なってhJ乙｡

矢掛=場は,昭和 5 7年 4月に矢掛町東川面に設

止されたC ここが選ばれた理由に,当時との矢掛町に余剰人員がかなbあり,従英員が確保しやすか

ったことと矢掛町の工物誘致改発によるものである｡昭和 58年 5月. 42年 5月に=場を拡張 し.

45年 11月には,技術の粋を集めた新鋭精練工場を完成 した｡本社工場では,金型成型の部品を作

っているの忙対 して,矢掛工場では,押出成型の卦晶としてウェザース トリップ,ゴムホース, ビニ

ール押出製品を作っておi),一部ポーリングポールも作っている｡従卒員数は昭和 42, 45年とろ

vEは,約350人であったが,景気の変動や合理化VCより,現在は 2 55名(内女子 94名 )である｡

Iiた.平均年令は 52･3才である｡敷地面額は 55.500'Ti2,種物面額は 8,500m)という広大を敷

地を有 している.売上高は,矢掛工場で月産9,000万円位で,九五ゴムエ菓株式会社全体としては,

年間約50倍円である｡昭和 50年には,全体で約 1億円だったのが, 40年には.約 16億円,44

年くそは約25位円, 45年には約 28億円と飛躍的に伸びてきているC原料は,東南アジアからの天

然ゴムと国内の石油化学鮮晶を仕入れている｡天然-1ムは.全体の約5 0車であり,伊嵐忠を通 して

輸入 し,神戸から矢掛まで トラ,クで避んでいる｡

将来の見通 しは,政府が自動単を親制する政策を進めるなど自動車産業自体必ずしも明るいもので

はない L,原料の70帝を占める石油化学封晶は以前のように安く仕入れできる状態でなくなってお

少,やや厳 Lいようである｡ しか し,桜梅の自動化や合射 ヒを進めてh こうと横極的忙取9組んでい

る.

Y) 矢掛邸 箸 工築

昭和 28年vE創立され,二【泡 は,現在の秘所 より500

m確離れた矢掛町小林 55Kあった.紡横=場を改造し

たものであるため建物が老樹 ヒし,非能率であったし,

民家が密集しているため,モーターの巌音,火災の心配

で迷感をかけ,そして,作黄能率が悪く小規模であった

としへう理由から.現在の場所に昭和 48年tで移転したo

この工場では,松の割箸 (95啓),チ .,ブ(5頚)杏

作ってhZ,a
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社長IIi,西他者氏で.琉本金 250万円,敵地utl軸

550坪,縫物面析 540坪,従築山は40名｢.そ

の内女子は 50名を占めており,捜Lん若か矢功叫の

近くの^である0年取った女の人が触き忙来てhふた

め,平均年齢は50才と高く在っている｡女の人の仕

掛TL,主VL',木の目,色.⊥これの過別,仕上げi･な

っていろO月経約800万円で.版元地域比東京に70

留.昔からの取引先がある新南に20飾,全国的な箸

L ]

写夫8-4-14矢掛興貸=英の作菓場

の卸 しが典中している奈良に 10帝となってLハ 去 ｡小さL,,工場が,小売,卸売をするため(h=.鵜内に

はほとんど版売先はなho原料である赤松は,向山県南部から50車,広島保栄南部から50虜を祷

ている.機械設備としては,のこぎb(箸の長-cTにふっ切L一にする )1台.蘇姦(釜の利で入れ箸を

煮る)1台,ロー･タリー(煮てやわらかくしたもの%,著の厚みVこかんひ とうのよ()(,こ,木をむく機

械 )1台,裁断機 (箸の幅を切る) 7台.借換故山としては熱風垂があD, 送風板 2包 仕上げ機

(角をとb.つやを出す )10台となってレゝる｡著の材料である赤松忙直径 18- 5Dc硯のものが使

われ,当=場では, 1日VC40万階の箸を抄造 しているQ

将来の見地 Lとしては,地味な商売ではあるカ㌧ 塗薬忙やれば生き残っていく商売であると期待を

持っているQしか し,価格の変動が敵 Lく,また,繊細の仕-4叱工2割だけで,(.芝とんど人の手に頼っ

てレヽるため合理化ができ75:いという間組をかかjEている｡

(赤木洋子,内田道子 )

参 考 錠 料

11 岡山腺統計年報 (刷山腹企画部統計疎舶 )

21 榊山腹市町村勢貴覧 ( 〝 )

5･ 小 田 郡 誌

4･ 工築 統 計 調査

5. ノ｣､田川下流地域
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5.商 業

(1)商.･viiの推移と現況

α)矢掛町の人口推移

ある地域Lh=かける商盛括動の清光 ･不倍発化の頃凶の 1つとして.人口U:)相似があけられるで

あろ う,.そこで.矢掛町の人口推移vc-rJいて.まずみること【′こする ∩

町村合併促進法の施行vL'より.%J和 29年5月 1E]隣接 4か町村 (矢掛町.美川村.三谷村.

山ETJ仙 川由村.中川村 )が合併 し.さらに相和58年･1月 15E]VC小Lfl町が舶人合併-されて.

現在の矢掛町が誕生 した∩ したがって矢勝町の人L｣推移をみろ場合にも.2町5村の全休から甥

察 しかナればTEらないと思われる∩

須 8-5-1 L吐荷敷1-Jlよび人口の推移 (夫iLl町)

巨J､田村PJ)美川 村 矢掛町 三 谷村 !山甲 村 川 血村 中川叫 訂一
卜巌帝人腰帯l人 口世徽 l人 口芝軌 〔噌帯人 口騒動ト ロ≒世帯数 ■7■人口- こlノ

那5年521.大元年i549至･9′l579管且 …三.:9iIF5'Dlo478LI菅卜 8919551.OOdlー〟19IL.≡07…∫i5996i:,7;:l4611l毒 4l5D.3i董圭喜…20.194Li……55喜巨 首l Illi ｡ 582575609558555ム56658J2?42F5JUOOl2β14巨2.718盲552.5E3:5:5Jii 455L485> 4!5U9477564l557ー !2さ~75!2947'2462!22::0512"2l2B1,.l菅525j25525U7 275252L)2592回 2526.P49552如2蔓59半 .U8958715.U49tl il.7" l2::喜計上l Lf4.745l:晶l三
注) 伯和 25年は国勢訊奄報告窮7巷間山原.昭和 55年.45年虻 抑JJ脹統計年報.その他は

岡LU頻統計100年史より作成∩

表 8-5-1に.とれば.職前の世帯数 .人口./Cついては多少の変動はみられるものの.大体世

常数約 4千戸.人口約2万人程度であった∩ しか し第2次大戦後.外地からの引揚げ.後見.あ

るいは空猿による都市の破壊.脱乱VCともなう帰都などで.昭利 2 2年矢掛町ど'C-かいてもtti借款

4.900戸.人口24,604人に急P.1,･したn Lかしその後わが国0)復興とともVL-再び世常数.人

口は減少 し始め.昭和Su年に比世帯数 4.640戸.人口25,541人に減少 し.さらに昭和

5D年代後半からのわが郎 董粥の高麗成似てともない.人口はますます減少傾向をたどり.脚 -口

40年VCは 19,857人と2_万人を割り.船郭 45年化は-さらl,C18.665人vC減少したn

しかし世,召f数拭昭利 45年J,､二日 戸とue.,柑55軒JL:拘 漕9減少してV,ないnこれは核家族化
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現象が進行しているからであろうと想われるハ AT

A) 産業別就業人口

蓑 8-5-2 (中川村の現勢崩査称が保存されていないので.dか町村でまとめてみk n 大体

の淑薬併進は うかがえると思われる ),表 8-5-5.表8-5-4.表 8-5-5をみると.
1

第 1次産業の榔成比は大正 11年 74,7飾.昭和 5年74.1葬.昭和 25年 69.9飾.昭和50

年da4序.昭和 55年 61･0飾.昭利 40年 55:5車.昭和45年 40.2渉と戚少し.

表 8-5-2 峨蕪別戸数 (大正 1 1年 )

嗣 矢掛 美 川 三 省 山 田 川一面 小 田 I計 構成比

279 550 'JI58 404 295 45i 2.225 61.5

銀 糸 171l 85 l 56-_ 95. -53 18- 476 15.2

l鉱 業尊 .薬# #I .A舟 薬 i , 1 0.0

52 li 16 125 42 55 8 1194 0.05.4

8 a 15 4 28 6 59 1,ム

兼 菜 44 lO 8 58 55 ~2 1 55 5.8

海 兵.._ 呼 薬 561 19 1〔】 17 62 60 529 14.6285 7 a 2 28 50▲578io.4
紫 業 . 78 12 4 15 54t 181554.2

交 通 . 英I, 専 業 20 5 25 0.a

14 - 25 7 14 14 l 14 0.4

L' .凍 . 東 l dI 5 9 0.2

公務 .自由共専 業 41 ll 112 5I.141 4 ll 5 12 12 85 2;5

栄 菜 - 7 14 4 2 l 2 29 0.d■

17 2 ム I .15 56 1.0

雅 美 - 2 4 A ■0.2■

撫 収 集合 計 5 5 2 t 14 0.-4
948 484 555 565l 490 578 5,dlAd 100.0

匹 )現勢湘査紳よb作成ハ

L L'

I ll･i
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∫
表8-5-5噴兵別就英機(掛軸5碓)
鶴月.空鞄.･｣､tB美川矢捌1'三谷山

出 題 9811.2088ud1.05888ll
水 産 東求. 無工 5220ー74l巨…4上∴商 業 55858
交 過 嬉上2449524715
公務.自由兵御 者 ー4741187■.5915
注)岡山煉統計180年史上b作成､
表8-5-4産業別成東者叔
出薬林戒.狩猟薬
神威.水産雀

卸売菜.小売菜金融.保険.不軌産業迎輪.通底そ㈱益事典サービス英公教
分類不
合 計

二次在英

2
R:
飴

49

2%%劫

25年

-LB9i1.1828P7268412･0.17.D7728lllPL]52tIi 苗蒜T芯I
ー75159 5Uり2

5コ9 14 ll0.tL_i-a:0,11.187｢&256秒 7.lld1.u6巨竺19 8.ー 161l17

54d25475Dl22226.I18,!248■1.1272.1
952㍍ ~ 20815921117
4ム508197.L)180516797082565705514550.446ー42501252dd50516275467ーlム78(5月894111805dB25ー主1214181892421518
7417d2J]491 17.42PL]5556255919.9
十十1ioJJ1

1i.lil4i527I105E20

注)胸部25年壮Ll棚丘真性繁7引用山塊上り.昭和 SO年は岡山腺稚'町村勢項東(伯抑55年刊)より作成,.
q･4791-



表 8- 5-5 産業別鹿漫葡放

主語 宗 三 豊 I 昭 和 5 5 年 昭 和 40年 昭和 45年矢 掛 小 田 針 L構成 比 突 放 構成比 英 一数 榊成 比

l空 l次良美 珪 東 i.256 907 7,145 60.7 5.90D 5号-5 4,455 48.1

林 業 .狩 猟 薬 28 5 51 D.5 15 0.1 12 0.1

漁東 .水産境殖 2 2 0.0 4 0.0 4 _ 0.0

計 a.2dd 一910 7,176 ム1.0 5.917 55.5 4 ,4 89 40.2

A鉱 英 25 2 25 0.2 25 0.2 22 0.2

雄 設 巣 55d 27 る85 エ5 578l 乙4 685 -A.2

壁痩顔製 造 業 1,215 248 1.465 12.4 1,796 16.2 2,672 24.0

計､ 1.594 277 1.871 15.9 .2,199 19.9 '5,579 50.4

第 卸売繋 .′｣､売薬 959 187 一.14占 9.7 1.104 10.0 1,216 10.9
金敵.保険.不動産菜 54 8 占2 0.5 101 0.9 125 ■1.1

l次痩秦I 運 輸 通 信 菜 SOU 85 565 5.1 515 4.7 57占 5.2

碩気.ガス.水月業 18 5 21 0.2 I 2U 0_2 ld 0.1

サーlビス薬 820 122 942 aD 1.025 9.2 1.150 10.5

公 鎖 15占 I 27 185 1.a 181 1.a 182 1.a

計 2.507 412 2,719 25.1 2.944 26.a 5,265 29.5

分 類 不 能l - i - .; 0.0 7 0.1

合 計 10,167 1.599ト 7日 loo.ロ ト ,od. 100.0 ll.118 100.0

第 2次盛業は大正 11年 5r4解.昭和 5年 10･B席.昭和25年 12･7多.昭和5 0年 11.7率

昭利 5 5年 15･9承,昭卸 40年 1 9･9帝.昭利 45年 50･4多と月勤口傾向をたどり.また筋5

次産盛も大正 11年19･5啓.uB和 5年 15･1帝.昭和25年 17.4渉.昭和 50年19.9帝.

昭和 55年25･1飾.昭和40年2d･6序.昭和 45年 2?.さ帝と増加 してい る∩雑tJf=昭和40
■ヽ･

- 45年のIJt,HvC第 1次牽弟の偶成比が急滅 したのve対 し.第 2次直井の鯛成比が息噌している∩

しかし昭和45年岡山県全体の直兵別駄薬者柵成割合仕第 1次産業 25.6妬.東 2次童東 54.7

弟,窮 5次産業 59･7多であり.矢劫町は岡LU頻 yC比欲 して第 1次産業vc.おいて高く.第2次 ･

第 5次産盛vcおV,てともVC低vt∩
次に矢掛町VEかける ｢卸売兵.小売発｣就盛者数 (大正 1 1年は職盛別戸数 )の構成比をみる

と.大iEl1年 14･占帝.昭和 5年 &8労.昭和2 5年 7･口車,昭和 50年a?車.昭和55年

?･7序.l･ralJ140年-10･D多.昭和45年 10･9碑という過程 t･たどり.ことIh=伯イT150年以後
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わづ旬ザプ屯まあるが増加 蜘句作ある.,しかし.昭SI74 5年岡山媒全体vcかけろ ｢卸売束 .′ト売展｣

就盛者数の倍成比 15･8多忙比較すると,･矢超何 はIiだそれiA=及ばない(

e)規模 (常時従業者による )別商店数の推移

表 8- 5-6 規模 (常時従果者 による )別商Jg数の推移 (矢掛町 )

聴 軸 撃塾J:

l l 慧 ill

: l: . .I. . '. .; .. . . ...

住 (1,) 腐臭統計娼査結束より作成∩

(2.7 昭和 47年の尚店数vCは飲食JE政56を除いてある∧

(i)()内の数字は蛸成比n

商店を規模別vC考察すると (表8-5I 6彦畑 ).雌和 47年veかvlては当町の卸売 一小売jf三

502店 (飲食l吉を除 く )のうち.従盛者 1人ないし2人の規模のもの 195店で.全体の61

9多を占め.従兵者 5人ないし4人の規模の もU)70J古で.全体の2512飾. 5人ないし9人の

規模のもの 26店で.全体のad解.10人をV､Ll9人の規模のもの 10店で.全体の 5･5車.

20人をV'し29人の規模のもの 1店で.全体の0･5歩.50人ないし99人の規模のもの 2倍

で.全体の0.7aF'･を占めているo この ようVC当町に･おいては零細規模の商店が圧倒的vC多vl(そ

して従兵者 9人以下の規模の尚信の占める割合が.伯*IJ57年 97･1飾.伯和59年 9&1車.

昭和 41年9d.0弟.昭和 45年96.占飾.昭和 45年9占･2飾.昭和 47年 95･7帝であると

ころから.規模の拡大化幌向仕ほとんど現われてV,ないようにうかがえる∩また商店総政も昭和

41年 598店に働 ロしたが.そo)後昭和 45年 560店.胸郭45年 544店.昭和 47年

358店 (飲食店を含む )と減少傾向をたどっでVlる(

i)' 規模 (常時従業者VCよる )別商店数.常時従兵葡扱･年間商品販売徽

次vc表8- 5-7をみると.昭和47年当町の卸売 ･小売業の 1店当 り年IhLj版売親は 1.275

万円であり. 1人攻いし2人の規模のもの565万円.5人をい し4人の規模の もの 1･519万

円 (1人かハし2人の規模の ものの 4･2倍 ).5人なV,し9人の規模のもの4･201万円 (同じ

く11.弓倍 ).10人ない し19人の楓晩のもの 7.715万円 (同 じく21fl倍 )となっているn

20人ない し29人の規模のもQ)1店と50人をV,し99人の規模のもの2店のさ店の年間販売

租合計は 2日 78万円 (矢掛町全体の年間版売敬の 5･6% )で.1店当り平均年間版売観は

7.126万円(1人をV'し2人の規模のものの 19･5偵 )となり. 1O人ない し19人の規模の

ものの 1店当 り年帖J版元観 上りも逝vC少なく4:っ{-Lnるハ

ー481-



また従弟者 1人当9年間傾先晩は 591万円であり. 1人ない し2人の威旗のもの252万円,

5人-/Zv'し4人の税政のもの 450万円 (1人Trいし2人の規模のものの1･9倍 ).5人ないし

9人の規模のもの655万円(同じく2.7倍 ).18人なVIL19人の規模のもの598万円

(同じく 2･8倍 )となっている0 20人をVlL29人の規模のもの 1店と50人なV'し99人の

規鮎のもの2店の 5店の従盛者政合計比 1 42人 (矢掛町全休の商店従兵背教の14･5飾)で.

従盛者 1人当 り年間版禿艶は 151万円(1人ないし2人の規投のものの65歩)とL/IA.1人

ないし2人の零細規模の ものの従兵者 1人当 り年間版売顎 よりもかえって少なく在っており.伺

5店のうちに経営簡哩不十分夜店があるものと思われるハ

表 8-5-7 規模 (常時従盛者による )別商店数 .常時従盛者赦.年間版売観

(矢掛町 ･昭和47年 )

I 総 数 1̂ -2̂ 5ノて-4人 5ノ､く-9人 1卿 9̂ 2qb29̂ r5恥49̂ 5q人J9

商 店 数 502 195 70 26 10 1 - 2
(1UOO) (65.9) (252) (鮎 ) (55) I(05) - (0.7ー

従 兵 巻 数 9B5 504 256 172 129 (顔 )(10∝ー) (509) (240)(17.5)(15.1)
.年欄 商 品 版 売 貌 584482J 70.451H lU6298P109,25D,77,145N 215780(100_0) (185) (27_A) (28.4) (in1) (5Ji)

ー1店当作 間削 .27油 躯盃敬 一 ∫365 〟1.519 ′4201 ∫7.715 〟7,12ム

注 (1)昭和47年商薬統計独 楽より作成∩

(2) 飲食店を徐く∩
(司 (柄 の数字は鞘成比ハ

o)薬種別店舗数の推移

次vc店舗数の推移を桑種別vcみると (表 8-5- 8轟照 ).飲食店.自助卓 ･自転車 .締盟等

小売某.その他の小売業 (医薬品.化粧品.駄科.番語.文房具.中古品をどの小売菜 )は漸骨

傾向が うかがえるが.卸売果.代理商.仲立弟.放物 ･衣服 ･身のまわb品小売東.飲食料品小

売農.喪具 ･建具 ･什器小売弟は湖成傾向をたどってVlる∩

商店数樹状傾向の襲因vCは感 々のものが考えられるであろ うが.既vCみてきたようVC昭和 50

稀代後半 よりのわが国経済の高度成長過程で.人口托Lbvc上る当町人口の減少が基本的な嬰因で

あろうoとくvc鹿寄品である飲食料品を破 り扱う店の減少は.人口の減少vC起因するものであろ

うhまた織物 ･衣服 ･身のまわり晶小売農は.いわゆる見回品を取b扱 う店であり.それらの品

物は流行.デザイン.柄とかいったセンス.あるVlはまたそれを取 り扱う店舗の立地条件も売只

のための韮要を発案であり.したがって金敷.岡山.福山などの商店街の顧客吸引力vcよって大

いに影甥を受けてVlるのであろうn また.家具.什器なども.かっては実用VC供する道具VCすぎ

なか ったので.1繊 上りは堅固であることが必要であったが.放近の生活様式の変化.趣味 ･流

行にとも孜う生活様式の推移は.7クセサ T)-としての要素を備えることが必要となb.見回品

他姓招o)･漫vIT:a-品となってきたので.倉魚.岡山などの紫野街vrよって顧客を吸引されるように
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